















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　[目次] CONTENTS







プロローグ

第一話　歳下上司と幽霊

第二話　自殺アプリと歳下上司の実家

第三話　箱

幕間

第四話　レッドコート

第五話　いるものといないもの

エピローグ















[image: ]




　私には『いないもの』が見える。

　実家には、台所の暗がり、天てん井じようの隅すみ、軒のき下した、庭の樹きの陰かげ──そこかしこに、黒々とした、よくわからないものがいた。

　いま思えば、あの家は古い田舎いなかの屋や敷しきで、そういうものが湧わきやすかったのだろう。

　それが、他の人には見えていないと知ったのは、小学生になるくらいのころだっただろうか。




　母が教えてくれた。

　この世界には『いないもの』がたくさんいる、と。

　多くの人はそれを知らない。見ることもできない。でも、薄々は気づいている。

　それは幽霊とか呪のろいとか呼ばれ、見えない人も、なんとなくその存在を受け入れている。

　けれど、それは、そういう『いないもの』のごく一部でしかない。

　私には、もっとたくさんのそれが見えていた。




　小学校、中学校……人がたくさんいるところへ行くと『いないもの』の数は増えた。

　よくわからない姿ではなく、人や動物の姿をしているものや、絵本で読んだ鬼みたいな姿をしているものも見るようになった。

　そしてそいつらは、ときどき悪さをした。

　人に取とり憑ついて暴れたり、自分たちが見えることに気づいていない人の前に姿を現して驚かせたり。

　そして。

　母を殺したりもした。




「怨うらんでは駄だ目めよ」




　死ぬ間際に、母は私にそう言った。

　怨んでは駄目。強い怨みはまた新しい怨みを生む。怨みは『いないもの』。誰も目にすることができないもの。だけど、そういうものほど人を壊すのだから。

　だから怨んでは駄目。見知らぬ通りすがりの人のように。道端に生えている雑草のように。なんでもない『あるもの』と同じように扱あつかうの、と。

　繰り返し、繰り返しそう言いながら、母は死んだ。

　死んだ母から、母に取り憑いていたそいつは、飛び出していった。

　私はそいつを、捕まえることもできたけど、しなかった。

　母を殺したそいつを、怨むことも、憎むこともしなかった。




　いまでも、私には『いないもの』が見える。

　駅のホーム、人通りのない路地裏、廃はいビルの窓──そこかしこに、多くの人に気づかれずに、そいつらはいる。

　母の言葉を守って、私はそいつらを、怨まない。

　人や草木や動物や──世界にたくさんの『あるもの』と同じように扱っているのだ。




　だからいまのところ、私は母のように、殺されてはいない。
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「なんなんだこの状況……」

　小こ太た郎ろうは疲れた声で呻うめいた。

　細身を、まだ真新しいスーツに包んでいる。今月入社したばかりの新入社員、といった雰ふん囲い気きだが、首から下がっているのは社員証ではなく、この区のマークが入った職員証である。つまり彼が先日から勤つとめているのは、会社ではなく区役所なのだ。

　区役所職員といえば、九時五時勤務の代名詞だ、と小太郎は思っていた。

　朝は陽ひの光を浴あびながら出勤して、時間きっかりに勤務を開始。昼にはきっちり一時間の休憩をし、夜もおおむね残業はなし。まだ明るいうちに家路につける。給料も安定していて、保険料その他手当もしっかり支払われる。

　安心安全、安定志向の人間には最高の仕事。

　それが区役所職員だ。

　そう思っていた、はずなのだが。

　出勤一日目である小太郎の状況はというと──。

　まず、時刻は夜中である。

　十二時を回っているので、正確にはもう出勤二日目だ。

　歩いているのは、住宅街。

　特に近くに居酒屋があったりするわけではない。ついでにいうと、小太郎のアパートに向かっているわけでもない。

　つまり、職場の歓迎会に出席して、その帰り、みたいな話ではないのだ。

　だが、そんなシチュエーションにも増して、最大の問題は。

　彼が、高校の制服姿の少女と連れ立って歩いている、ということだった。

「早く来なさい、小太郎。こっちよ」

　少女は、彼を呼び捨てにしてそう言ってくる。

　小太郎より、頭一つ分は背が低い。顔も手も、その他身体からだのパーツが小さくて、どこか人形のような可愛かわいらしさがあるが、まるで嵐あらしの日の海みたいに波打った、寝ね癖ぐせほぼそのままの長い髪が、それを台無しにしていた。

　残念ながら、妹、というオチではない。

　姫ひめ咲さき麻ま姫きという、未成年の女子と、小太郎は今日──正確には昨日だけど──が初対面である。

　どう考えても、危ない。

　見ず知らずの人に……例えば、そこらの家からたまたま顔を出した人に見られたら、通報されてもおかしくない状況である。

　ただ、もし警察に咎とがめられても言い訳は可能だ。

　麻姫の首からは、小太郎と同じ、区役所の職員証が下がっているのだから。

　つまり、この制服姿の少女も区役所職員なのである。

　さらに言ってしまえば、彼女は小太郎の直属の上司なのだった。

　その上司は、

「さっさと終わらせて帰りたいんだから──ふわあ」

　と、大あくびをして、小太郎よりも気け怠だるげだ。もっとも彼女の場合、夜なので眠い、というわけでもないのだろうが。

　どうしてこんなことになっているのか、小太郎は自分でもよくわからない。

　この状況に至いたる経けい緯いを、何度目になるかわからない回想で思い返すしかなかった。





　　　　※






　やはり全ての原因は、面接試験だろう。

「それでは、まず自己紹介をお願いします」

「はい！　Ｈ※※大学文学部卒業生の加か藤とう小太郎と申します！」

　小太郎は、普段とは違うハキハキした口調で、面接官の質問に答えていく。

　公務員の面接試験は、民間企業のそれほど大変ではないらしいが、それでも緊張しないでいられるわけではない。

　多少緊張しているくらいのほうが、真ま面じ目めそうに見えていい、という大学の就職部の事務員の言葉を信じて、質問に誠実に答えるしかない。

「なぜ民間企業ではなく公務員を志望したのですか？」

「はい、私のやりたいことは地域の方の暮らしに関かかわっていく──」

「希望しない部署に配属された場合、どうしますか？」

「はい、どのような仕事でも、その地域に暮らす方にとってはなくてはならない──」

「大学時代に力を入れて取り組んでいたことはなにかありますか？」

「はい、二年生と三年生の間自治会に所属していました──」

　おおむね想定どおりの質問がきて、小太郎は予定どおりの答えを返すことができていた。

　面接官たちの表情も、どことなく和なごやかに見える。これなら、いけるかもしれない。

　内心、そんなことを思っていた小太郎の耳に、それまで黙だまっていた面接官からの質問が飛んでくる。どことなく、四角い印象の男性だった。

「では最後に──」

（自己ＰＲかな？）

　この流れできそうな質問を想定して、頭の中で答えを用意しておく。

　が、四角い顔の面接官から飛んできたのは、




「私たちが何人いるように見えますか？」




　まったく予想外の質問だった。

　幼稚園の面接じゃあるまいし、こんなことを訊きいて一体なんになるというのか。

　しかし、質問の意図を問うわけにも、沈黙しているわけにもいかない。

　小太郎は、正面の面接官たちを見回し、見たままを答える。

「えっと……五、人です……」

「はい。ありがとうございました。面接は以上となります」

　そして、小太郎は、追い出されるように退室した。

　面接会場となっていたビルを出てから、小太郎は盛せい大だいにため息をつく。

　失敗した。きっと、最後のあの質問は、突とつ拍ぴよう子しもないことを訊いて、その反応を見ていたに違いない。だとすれば、思わず素すの喋しやべり方かたが出てしまった小太郎は間違いなく不適格だろう。

（あーあ、これで憧あこがれの公務員生活はなしかぁ）

　就職浪人するか、あるいは偶ぐう然ぜん受かった企業に就職しておいて、来年また公務員試験に挑いどむしかない。

　緊張が取れてきて、一気に力が抜ける。

　小太郎は、リクルートスーツの前ボタンを外し、ネクタイを緩ゆるめ、気の抜けた足取りで帰路についた。




　その約一カ月後、小太郎の予想に反し、地方公務員の採用通知が彼の元に届いた。それも、志望していた区役所勤務である。

　小太郎は、合格通知を両手で掲かかげるように持つと、

「やったぜ！　これで九時五時勤務、思う存分本が読める！」

　決して面接試験では口にできない志望動機を叫んで、小躍りするのだった。

　しかし──。

　もし小太郎が、自分が合格した理由をその場で知ることができていたら、直ただちに採用通知を破り捨てて、会社員になる道を選んでいただろう。

　あの面接官の質問がなにを意味していたのか、彼が知るのは初出勤の日になる。





　　　　※






　その初出勤の日。

「本日から、こちらの総務企画課、地域安全係に配属になりました加藤小太郎です。よろしくお願いします！」

　小太郎の挨あい拶さつを先輩職員たちの温かい拍手が迎えた。小太郎は安あん堵どする。皆いい人そうだ。たとえ目的が九時五時勤務とはいえ、職場の環境がいいに越したことはない。

　ちなみに地域安全係は、その名のとおり、地域の安全に関わる仕事をする。公害問題や害虫問題の相談を受けたり、公園や公共墓地の管理を行ったり、ペットの犬の登録や狂犬病予防を管理したりする部署である。ただし業務内容は各地域によって異ことなる。

「やあ、新人が入るのは久しぶりだよ。僕が課長の立たち花ばな昭あき二じです。よろしく」

　と、手を差し出してきたのは、五十代くらいの男性である。やや太りがちだが、どちらかというとガタイがいいという印象で、小こ綺ぎ麗れいなジャケットを着ている。

「綾あや城しろくん」

「はぁい」

　立花の呼びかけにおっとりした声が上がって、一人の女性が席を立ってこちらにやってくる。その姿に小太郎は思わず見み惚とれた。

　艶つややかな黒髪。ナチュラルメイクを施ほどこした顔は、どんな苦情を抱えていた市民でも、思わず心を鎮しずめてしまいそうな、穏やかな笑みを浮かべている。セーターとジーンズという、素そっ気けない服装に包まれていてもわかるくらいに、そのプロポーションは見事だた。思わず芸能人かと思ってしまうほどである。

「地域安全係の綾城京きよう香かです。よろしくね」

「……あ、はいっ、よろしくお願いします」

　思わず見惚れてしまい、返事の遅れる小太郎。そんな間ま抜ぬけな態度すら、彼女は笑って流してくれた。

「綾城くん、彼の仕事場に連れていってあげて」

「はい」

　立花の言葉に頷うなずくと、京香は小太郎に、こっちこっち、と手招きした。まるで蜜みつに誘われる蝶ちようのようにふらふらとついていくと、彼女は、机の間を抜け、フロアを横切り、建物の裏手へ向かう廊下を進み──

「え、あの、綾城先輩」

「やだぁ、先輩なんて。京香でいいよ」

「いや、その、綾城さん」

　さすがに初日から職場の先輩を下の名前で呼ぶのはまずいだろう。

「どこへ向かってるんです？」

「もちろん小太郎くんの仕事場だよ」

　初日から職場の後輩を下の名前で呼ぶのにためらいのない人らしかった。

「仕事場って……でも、地域安全係ってさっきの場所なんじゃ」

「あら、課長に聞いてないの？」

　そう言って顔を振ふり向むける京香。

「……は、はい。なにか特殊なんですか、僕の仕事？」

「そうね。地域の安全に関わるって意味では、ほかと変わらないけど」

　と、会話を交わしながら二人が歩く廊下はだんだん不ふ穏おんな雰囲気が漂ただよい始めた。

　床のタイルや壁の汚れが増えてくすんでいる。ダンボール箱やベニヤ板やなんだかよくわからない着ぐるみなど、備品とゴミの中間物みたいなものが放置されている。天井の電灯も、チカチカして消えかけていたり、すでに消えていたり、あるいはとっくに外されていたりして、全体的に薄暗い。

　区役所の一角というよりは、古い大学の部室棟みたいな趣おもむきである。

　これはまさか、新人いびりというやつだろうか。

　配属初日から閑かん職しよくに回されて、ひたすら倉庫の整理をしたり、ひたすら書類をファイルＡからファイルＢに移し、またファイルＡに戻す仕事をやらされるのだろうか。

「ここが小太郎くんの仕事場」

　不安に駆られていた小太郎の耳に、京香の柔やわらかい声が響く。

　廊下の果ての果てに一枚の扉があった。

　その扉にはボール紙が貼はってあり、そこに黒いペンでなにか文字が書いてある。

　ひどく投げやりな書きっぷりで、なんと書いてあるかわからない。『※害※※課』とだけ判読できたが。

　京香が扉を開けた。

　室内は、廊下にも増して、ひどい有あり様さまだった。

　中央にある机といい、その両側に置かれているソファといい、その周囲の床といい、とにかくありとあらゆる平面が物で埋まっている。菓子袋やらペットボトルやら本やらなんやらかんやら。壁際には棚たなが置かれているが、どこもかしこも扉が半開きで、無理やり押し込まれたようなファイルが、いまにも落下しそうな様子ではみ出している。

　とにかく汚い。

　大学の部室棟という言葉は訂正する必要がありそうだ。これなら、小太郎が所属していた文芸部の部室のほうが数倍綺麗である。

　そんな、区役所の一室とは思えない惨さん状じようを目にして、口をついて出た言葉が、

「あの、ここはなんなんですか……？」

　だった。

「いや、うん、まあ」

　と、京香は急に歯切れが悪くなる。

　小太郎は、そこでふと気づいた、

　先ほど挨拶した課長の立花。彼は、面接試験の際に、小太郎に妙みような質問をしてきた面接官だ。面接の時は緊張していたので、すぐに記憶が一いつ致ちしなかったが、あの四角い顔は間違いない。

　彼は、そう、『私たちが何人いるように見えますか？』と……。

　ごとん、と物音が響いた。

　部屋の中からだ。

　小太郎は室内を見回すが、しかし誰かがいる様子はない。

　まさか、と小太郎は思う。

　面接試験で、立花の問いに小太郎は『五人』と答えた。

　しかし、あの場にいたのは本当に五人だったのだろうか。

　もしかして小太郎にしか見えていないものがいたのではないだろうか。

　そしていまも……。

　ごとん、とまた音がした。

「あ、あの綾城さん──あれ？」

　いつの間にか、京香の姿がなかった。

　そういえば、なにか言ってから、部屋を出ていったような気配があった。

　妙な物音に意識を取られて気づかなかったのだ。

　ごとん、ごとん。

　音はだんだん激しく、頻ひん度ども増えていく。

　しかし、室内には誰もいない。

　小太郎は確信する。

　ここにはなにかいる。

　多くの人には見えない、なにかが……。

　ごとん、ごとん、ごとん。

「う、わ……」

　ごとんごとんごとんごとん。

　足を震ふるわせながらも、小太郎は部屋から出ようとする。

　ごとんごとんごとごとごとごと。

　どうして自分がこんなところに連れてこられたのかはわからないが、逃げたほうがいいのは明らかだった。

　ごとごとごとごとごとごと、がごん！

「うわああああ！」

　ひときわ大きな音がして、小太郎はその場にひっくり返った。

　音だけではなかった。

　部屋の片隅にあるロッカーが勢いよく開き、中から大きな塊かたまりが転がり出てきたのだ。

「ひ、ぁ……？」

　一瞬、屍し体たいかと思った。

　長い髪を全身に絡からませて、ぐったりと床に横たわっている。

　まるで人形のように小作りな、制服姿の少女。

　しかし、その身体はすぐにむくりと身を起こして、こちらに顔を向けた。

　その肌には生気が宿っている。

「え、生きて、る……？」

「当たり前でしょう」

　そう言ってから、少女は、ふわああ、と大口を開けて欠伸あくびをした。頭をばさばさとかき回し、引ひき毟むしるように乱れた髪を整えた。めくれ上がったスカートを直して、真白い太ももを隠す。動作の一つ一つが、気け怠だるげでぞんざいな感じだった。

　そして彼女は、小太郎につかつかと歩み寄ってくると、驚いた拍子にひっくり返ったままの小太郎を見下ろして、言うのだった。

「あんたが、幽霊が見えるっていう新人ね？」

　その言葉に、状況がまるで読めないながらも、小太郎は一つ理解していた。

　やはり、面接試験のあの質問はそういう意味だったのだ。

　あの場には、小太郎にしか見えていないものがいた。

　そして、だから小太郎は試験に合格したのだ。

　しかし、それがわかったところで、現状が意味不明であることは変わらない。

　小太郎は問う。

「あの……ここは、なんなの？」

「は？　書いてあったでしょ」

　と、少女は入口の扉を指さす。

　ボール紙に書かれた『※害※※課』の文字。

「いや、読めないんだけど」

「む……」

　小太郎の答えに、少女は唇くちびるを尖とがらせる。どうやらあの字は彼女によるものらしい。

　少女は手に持っていたスマートフォンに入力して、画面を見せてきた。

　メモアプリの画面に書かれたその文字を、小太郎が認識するのとほぼ同時に、少女は告げるのだった。

「ここは幽霊や呪い──本来は『いないもの』に関する苦情を受け付ける部署──」

　小太郎が、一番聞きたくなかった言葉を。




「──呪害対策課、よ」





　　　　※






　小太郎は、幽霊が『視みえる』。

　物心ついたときから、それは当たり前のように身近にあったので、自分以外の人間には見えていないのだと理解するのにはずいぶん時間がかかった。そのせいで、小学生の低学年のころは、噓うそつきだなんだとからかわれ、仲間外れにされることもあった。

　一人遊びの時間が多くなった。本を読む趣味は、このころに培つちかわれたと言っていい。

　小学生の高学年から中学生にかけて、『視える』ものが見えないふりをして過すごすことが上手になった。

　横断歩道に倒れている血まみれの小学生、線路の上をゴロゴロ転がっている中年サラリーマン、ビルの屋上からダイビングを繰くり返かえす女子大学生──。そこら中に溢あふれる死者たちを、現実の生きた人間と見分け、『いないもの』のように扱う。

　そのスキルを上達させることで、小太郎は人付き合いができるようになっていった。

　そうして、平穏な人間関係を築きつつ、高校、大学生活を過ごし、公務員試験に合格して、晴れてこの区役所勤務となったわけである。

　だから──。




「だから、幽霊がらみの仕事は嫌なんだけど」

　そう主張する小太郎に、麻姫は、

「じゃああんたはクビね」

　バッサリとそう言った。

「そんなぁ……」

　小太郎はうなだれるしかない。

　呪害対策課、という聞いたこともない部署の部屋を小太郎は見回す。

　ひたすらにものが散らばっていて汚い。どうにか一人がけのソファの上に置いてあった雑誌を床に降ろして、小太郎は自分が座るスペースを作った。ちなみに麻姫は、彼の向かいにある幅広のソファにだらしなく寝そべって、ずっとスマートフォンをいじっている。なにやら音楽が聞こえるので、ソーシャルゲームをプレイしているらしい。

　しかしその表情は倦けん怠たい感かんに満ちていて、楽しいことをしているようには見えない。身体に巻きつくようにしながら散らばる、腰まで伸びた長い髪も、彼女の怠たい惰だな雰囲気を助長している。先ほどロッカーから転がり出てきた彼女を小太郎が屍体と勘違いしたのもその雰囲気が原因だったのだろう。顔は人形のように整っていて、かなり可愛いはずなのだが、いまいち魅力的に思えないのも、そのせいだ。

「だいたい、君はなんなの？　高校生なのに区役所で仕事をしてるの？　あとなんでロッカーの中にいたの？」

「いっぺんに質問しすぎ」

　面倒くさそうにそう言って、それから十秒ほど経たってから（ゲームに集中していたようだ）彼女は答えた。

「私はもう十九よ」

　高卒で就職したということらしい。だったらなぜ、いまだに制服を身につけているのか、意味がわからない。

　ぴろりん、と麻姫のスマートフォンから音が鳴る。ゲームのなにかをクリアしたらしい。

　彼女は脚を持ち上げて、つま先で小太郎を指さしてくる。ゲームから視線をそらしたり、手を離すのも面倒くさいといった様子である。スカートがずれてめくれるのもおかまいなしである。

「あんたこそなんなの。私はあんたの上司なんだから、ちゃんと敬語で話しなさいよ」

「それを言うなら僕は君より歳とし上うえだ」

「……めんどくさ。そのままでいいわ」

　あっさりと折れた。

　会話するのが面倒だったというより、ゲームの次のステージが始まったから、そちらに意識を戻した、という様子だ。

「で、ロッカーにいたのはどうして」

「眠かったから寝てた。眩まぶしかったのよね」

「…………」

　じゃあブラインドを下ろせばいいのに、と言おうと思って小太郎はやめた。ブラインドを下ろすためには、ダンボールの山を三つと雑誌の山を二つ、あと大量の三角コーンを移動させなければいけない。面倒くさかったのだろう。

「だいたい」と麻姫はさっさと話を戻してくる。「あんたみたいな『視える』人間は貴重なのよ。これまでは私一人で対処してて、大変だったんだから」

「そんなに仕事が多いの？　そもそも呪害対策課って、他のところにもあるの？　人を集めるのが大変そうだけど」

「……説明するの？」

「自分が始めた話題くらい、面倒くさがらないで続けてくれ……」

　それでも、ゲームの合間に途と切ぎれ途切れに説明するには──呪害対策課というのは全国の役所にあるらしい。東京や大阪、京都のような大都市では、もっと大掛かりな部署で、たまに大規模な呪術合戦が起こったりするらしいが、こういう地方都市だと、職員は数人で、部屋もこの程度のサイズのものしか与えられない。

　部署の存在は、公おおやけにはされていない。母体となったのは、明治三年に廃止された陰おん陽みよう寮りようらしいが、当時の長が、のちのちそういった『いないもの』に対する世間の理解が得られなくなるだろうことを見越して、秘密裏に運営することにしたらしい。

　この区役所では、地域安全係に来た相談のうち、霊や呪いに関係してそうな案件がこっちに回されることになってる。

「つまり、これまでは、この区の呪害は、全部私がなんとかしてたのよ。大変だったんだから」

　と、さっきと同じことを言って強調してくる麻姫。

　まあ、大変なのかもしれない。

　そう言っているのが、気怠そうに寝転んで、延えん々えんとスマートフォンでゲームをしている、暇ひまな女子高生にしか見えない奴やつでなければ、小太郎も素直に信じただろう。




　幽霊はそこら中にいる。

　小太郎も、幼いころは、普通の人間や動物と、幽霊との区別がつかないほどだった。自分だけに見えているのだと知ってから、ようやく少しずつ、その差がわかるようになった。それも感覚的なものだ。どこがどう違うと口で説明するのは難しい。ただ、慣なれてくれば、絵画と写真の違いが明らかなように、幽霊とそうでないものの違いもはっきりと見分けられるようになった。

　そういう見分けができるようになってみると、世界は幽霊に満みちていた。

　とくに人が大勢いる街中は、そういった『いないもの』で溢れている。理屈はわからない。とにかくいるのだ。むしろ、墓地なんかは幽霊の数が減る。少なくとも、その墓に名前が刻きざまれている人間は、ほとんど幽霊としてはその場にいないようだった。

　自分に見えているのが、幽霊と呼ばれるものらしいという以上の知識は、小太郎にはなかった。

　誰かに相談したり、この体質（？）をどうにかしようと考えるより、なにも見えていないふりをして、周りの人間と同じように過ごすことを、彼が選んだからだ。

　そうして、なるべく関わらないようにしていても、ときおり目にすることがある。

　幽霊が引き起こした事件。

　幽霊のせいで起こった事故。

　テレビやネットのニュース、友人が話す噂うわさなどを耳にすると、稀まれに気づくのだ。

　あ、これは幽霊の仕し業わざだ、と。

　それもやはり、絵画と写真の区別がつくような感覚的なもので、しかも幽霊そのものよりは随分と精度が落ちるけれど、わかるときはわかるのだった。

　そういう事例は、意外と多い。

　原因不明の事故などは、幽霊が関わっていることが多いし、人間が引き起こした事件でも、幽霊がその犯人に取とり憑ついていたりする。

　人の社会はけっこう『いないもの』に影響を受けているのだ。

　幸い、小太郎自身は、これまでの人生で、幽霊からなにか具体的な被害を被こうむったことはなかったけれど。




　だから、そういう問題を解決する専門の部署が役所に存在している、という話には、それなりに納得がいくのだった。

　しかし、目の前の怠惰な少女が、そういった事件を（しかも公的な業務として）解決していると言われると、どうにも信用できなかった。

「それで、そういう事件って、ここではどのくらいの頻度で起こるの？」

「そうね……相談が持ち込まれるのは一週間に一回くらいね」

「……その相談で、本当に幽霊が関わってるのはどのくらい？」

　実際のところ、幽霊話の大半は、目撃者の勘かん違ちがいだ。

「そうね……五回に一回くらいね」

「……それ以外に、この部署で受け持っている仕事ってないの？」

「待機も仕事のうちよ」

「…………」

　小太郎はじっとりとした目で、会話中一切スマートフォンの画面から目を離さない麻姫を見る。

　話は見えてきた。

　麻姫も、小太郎と同じように幽霊を『視る』ことができる。そしてそれくらいの力があれば、この役所に持ち込まれるような相談事を解決することは可能なのだろう。

　まず、本当に幽霊が関係しているのかどうかは簡単に判別できる。無関係であれば、実際の原因を探って、解決できる役所の部署なり警察なりに相談することを勧すすめればいい。これで五分の四の相談は解決だ。

　残り五分の一をどう解決するのかはわからないが、供く養ようとか遺体を見つけて埋葬することで、案外簡単に解決できるのかもしれない。このやる気の感じられない少女が、悪霊と呪術合戦を繰り広げるような光景は、小太郎にはとても想像できない。

　区役所は区役所で、呪害対策課を設置する義務があるので、幽霊が『見える』というこの少女を、とりあえず採用したというところだろう。大した事件も起こらないので、『幽霊が見える』という要件を満たしていればオーケーというわけだ。

「ということは……」

　小太郎が採用されたのも似たような事情だろうか。

　例えば、呪害対策課の人員は二人以上にすること、みたいなお達しがあって、それで幽霊が視える小太郎を、ここに配属することにしたとか……。

　複雑な気分で、小太郎はため息をつく。

　まさか、自分が嫌っていたこの体質のおかげで、公務員に採用されるとは。

「なに落ち込んでるのよ。自由な時間が増えるんだからいいじゃない。給料をもらいながら好きなだけ本が読めるのよ」

　と、相変わらず自堕落なことを言ってくる麻姫。人はそれを税金泥棒と呼ぶのだ。

「……って、あれ、僕が本読むなんて話、したっけ？」

「カバンから本が見えてる」

　たしかにカバンからブックカバーをつけた文庫本が顔を覗のぞかせていた。先ほどロッカーから現れた麻姫に驚いてひっくり返ったときに飛び出したのだろう。

「でも、本くらい誰でも通勤中に」

「電車の中なら、スマホいじってる人のほうが多いでしょ」

「まあ……」

　目の前の少女がまさにそうだろう。

「それに、そのブックカバー。本屋さんでもらう紙のやつじゃなくて、自分で買った革かわのものでしょ。そんなものをわざわざつけて、本を持ち歩くのは、通勤中だけじゃなくて、時間さえあれば本を読みたがる人間くらいよ」

「…………」

　小太郎は言葉もない。そのとおりだったからだ。

　このブックカバーは出勤に持ち歩いても本が傷いたまないようにと、わざわざ街まち中なかの文具屋に出向いて選んだものだ。

　ほとんどずっとスマートフォンの画面に目を向けているのに、よく見ているものである。あるいは、幽霊や、それに関わる類たぐいのものが近くにいないかどうか、観察する癖くせがついているのかもしれない。小太郎も、彼女ほどではないが、そういう傾向はある。

「いや、でもさすがに勤務時間中ずっと読書してるってのはどうかと思う」

「そう？　私は平気だけど」

　と言いながら、麻姫はゲームを続けている。

　すごい境地である。これがさとり世代というやつだろうか。多分違う。

　小太郎は頭を抱えたくなる。

　この様子だと、本当にこの呪害対策課は、一週間に一回現れる相談を受け付けるだけの部署のようだ。

　そして唯一の同僚であり上司であるこの少女は、特に小太郎になにかを指導しようというような熱心さはかけらも持ち合わせていない様子で、延えん々えんとゲームを続けている。聞こえてくる音楽から察するに、すでにゲームを三回切り替えている。スタミナかなにかがなくなって、違うゲームを巡回しているのだろう。廃はいゲーマーである。

　もちろん、小太郎も廃人になるほど読書することはやぶさかではない。ある意味それは本好きの夢だ。

　しかし出勤初日からそれは、人としてどうなのだろうと思わなくもない。

　と、小太郎が悩んでいるところへ、

「姫咲くん、加藤くん、仕事だよ」

　先ほど挨拶した総務企画課課長の立花が四角い顔を出してきた。

　その傍かたわらには、作業服を着た中年男性が立っている。

　小太郎は、安堵の息をついた。

　どうやら、初日からやることがないという、新人窓際族状態からは逃れられそうだ。

　ソファのほうからは、あからさまに面倒くさそうな麻姫のため息が聞こえてきた。





　　　　※






　部屋の隅すみからポットを発はつ掘くつしてお湯を沸わかし、雑誌の下でくしゃくしゃになっていた袋から茶葉を出して急きゆう須すに入れ、お茶を用意して机に並べた。

「どうぞ」

「あ、ありがとうございます」

　男性は、そう言ったものの、湯ゆ呑のみには手をつけようとしなかった。小太郎も飲む気にはなれなかった。

　小太郎は男性の向かいに腰を下ろした。麻姫はその隣となりでスマートフォンをいじっている。男性は困惑した顔で二人を見回している。

　ここは上司にリードを取ってもらいたいところだが、その上司は先ほどから相談者の顔を見ようとすらしない。さすがに寝そべるのは止やめていたが、それにしても、来所者の前で区役所職員が取る態度ではあり得ない。

　小太郎は仕方なく、男性に向かって名乗る。

「地域安全係の加藤です。今日はどのようなご相談でしょう？」

「私、ムラサメ建設の清し水みずと申します──」

　男性──清水は話すべき相手が決まって安心したらしく、少しホッとした表情で語り出した。

　彼が言うには、ムラサメ建設は近くの住宅街で工事を行っているらしいのだが、その工事が、ある異変のせいで先日から滞ってしまっているのだという。

「異変、と言うと？」

「はじめは些さ細さいなことだったんです。木材に被かぶせてあったシートが外れてるとか、道具の数が合わないとか。けど、それがだんだんエスカレートしていって、作った基礎部が壊されていたり、仮設トイレが倒されていたりと。いたずら……にしちゃ度が過ぎてますけど、ともかく、そうじゃないかと思って、昨日は現場の人間に見張りをしてもらったんです。で、翌朝、見張りをしてた二人が言うには、誰だれもいないのに、ひとりでにパワーショベルがひっくり返ったって。しかも、そのあと、子供の幽霊が現れたとか言い出す始末で」

　清水はブルリ、と身体を震わせた。

　二人の言葉どおり、現場に置いてあったパワーショベルは横倒しになっていたのだという。地面は格別柔らかいわけでもない普通の土で、バランスを崩して倒れるような場所ではない。

「作業員は怖がって、今日なんか完全に作業中止ですよ。工期だって余裕ないのに」

「それは困りましたねぇ」

　頭を抱える清水に、小太郎はとりあえずそんな言葉をかけるしかない。

　小太郎は幽霊を見ることはできるが、見えた幽霊をどうにかできるわけではない。だから、いまの清水の話を聞いて、どうしたらいいのかなどさっぱりわからないのだ。

「──典型的な霊害ね」

　不意に、隣の麻姫が口を開いた。視線はスマートフォンの画面に向けたまま。

「霊害？」

　清水はポカンとした顔で、麻姫の制服姿を眺ながめる。

「幽霊や呪いっていうのは、つまり、人間やその他の生物の思念が『世界』に漏もれ出たものよ。それが意思を持って動いているように見えれば幽霊と呼ばれ、人の思考や行動を操作すれば呪いと呼ばれる。根本は同じもの。今回は、誰か取り憑かれた人間が現場を荒らしているわけじゃないみたいだから、呪害というよりは霊害──呪いではなく、霊が直接暴れていると考えるのが自然。工事現場に霊が現れて作業を中断させるというのはよくあることね。前に住んでいた者の思念が残っていることが多いわけだから」

　一気に話すと、麻姫はまた口を閉ざしてしまった。ゲームに意識が戻ってしまったようだ。

「あ、あの……」

「えっと、つまり、ほぼ間違いなく幽霊の仕業だろう、ということです」

　麻姫の説明でわかった部分だけを口にする小太郎。

「とりあえずですね、さっそくその場所に行ってみましょうか──」

　そう言って小太郎は立ち上がる。なんにしろ、現場を見てみないことにはどうにもならないだろう。

　しかし、麻姫は怪け訝げんな顔で言ってくる。

「なに言ってるの？」

「え？」

「この人の話を聞いてなかったの？　幽霊は夜出るのよ。見に行くのは夜」

「え？」





　　　　※






　というわけで、真夜中である。

　小太郎と麻姫は深夜の住宅街を、男の子の幽霊が出るという工事現場に向かっているのだった。

　二人とも首から区役所の職員証を下げているし、どうやらちゃんと残業代も出るらしいが、九時五時で仕事を終わらせて、あとは読書三ざん昧まい──という小太郎の人生プランは完全に崩壊していると言っていいだろう。

「おかしい……どうしてこんなことに」

「だから昼間に本でも読んでればって言ったのに」

　麻姫は、相変わらずの怠惰な口調で言って、大あくびをかます。

　ひょっとして彼女は夜型なのでは？　日が暮れるころにはむしろ元気一杯になって、仕事に対するやる気にも満ちてくるのでは？　という予想が小太郎の頭に浮かんだりもしたのだが、そんなことはなかった。なんなら彼女は、いまだに歩きながらスマートフォンでゲームを続けている。一応『危ないよ』と言ったのだが『じゃああんたが注意してて』と返されてしまった。

「一応勤務時間なんだし」

　と、先ほども口にした言葉を小太郎は繰り返す。

　相談者が工事現場の住所を告げて帰ったあと、やることがなくなった小太郎は、仕方なく部屋の掃そう除じを始めた。それならとりあえず、仕事として認めてはもらえそうだし、小太郎自身もゴミ溜ためみたいな環境で過ごすのは嫌だった。

　お菓子の空から箱ばこだのペットボトルだのを、ポリ袋に分別しながら放り込み、雑誌類はまとめて荷造りヒモで縛しばる。掃除機を借りてきて床の埃ほこりを吸い込み、バケツに水を汲くんできて、そこらを拭ふいて回る。そうしてようやく、呪害対策課の部屋は『意味がわからないくらい汚い』から『かなり汚い』程度に変化した。

　小太郎がそうして頑張っている間、麻姫はずっとソファに寝転がってスマートフォンをいじっていた。手伝おうという気は欠片かけらもないらしい。それどころか、

『無駄なんだけどなぁ』

　などと言い出す始末だ。

『せっかく綺麗にしてるんだから、汚さないでよ』と言うと『私が汚したわけじゃないし』などと言い出す。彼女以外の誰が、こんな建物の外れの外れにある部屋を汚しにくるというのだろう。言い訳が下手すぎる。

　とにかくそんなわけで、小太郎の区役所での仕事一日目は、部屋の掃除に費ついやされたのだった。もともと、小さいころから掃除好きではあるので、それ自体は苦になるものではなかったが。

　そこで五時になったら帰宅、となればそれはそれでありがたいのだが、そんなわけにはいかない。呪害対策課の本来の仕事は、幽霊や呪いに関する相談や苦情の処理。そして今回幽霊が現れるのは夜中なので、夜中に現場に赴おもむくしかない。

「それならせめて、フレックスにしてくれればいいのに」

　夜中に業務があるなら、残業扱いではなく、昼間は出勤しなくていいとか。

「いまのところ、うちの区役所でそんな勤務形態はないわ」

「そんなぁ」

　呪害対策課だけ例外的に認めてもらえたりしないだろうか。

「ずいぶん気にするのね。サボったって給料は出るのよ」

「そういうのは苦手なんだ、昔から」

　きっちりしていないと駄目というか。ちゃんとしてないと落ち着かないというか。

　仕事の時間だと思うと、働かなきゃ、という気分になるし、夜中に仕事があると言われれば、それもしなければ、と思ってしまう。子供のころは、真面目で偉えらいと褒ほめられたけど、これはある意味欠点だと小太郎は思っている。だから、勤務時間がきっちり決まっている公務員を目指したのだ。

「ふぅん」

　小太郎がそう説明すると、麻姫は気のない返事をしてくる。

　が、不意に彼女は立ち止まると、珍しくスマートフォンの画面から視線をあげて、小太郎を見て言ってきた。

「もし呪害対策課を辞やめるつもりがないなら、忠告しておくわ。そういうきっちりした態度で幽霊と向き合うのはやめたほうがいいわよ」

「え、逆じゃないの？」

　それを言うなら、いい加減な態度で向き合うのはやめろ、ではないだろうか。

　覚悟や強い意志なく向き合えば、心に隙すきができて、幽霊に付け込まれる、という理り屈くつならわかる。幽霊に限らず、いろいろな仕事で言われそうな忠告だ。

　麻姫は、またスマートフォンに視線を戻すと、言ってくる。

「いいえ。霊害や呪害と真面目に向き合うなんて馬鹿のすることよ」

「…………」

「ここね」

　小太郎が答えを返せないでいると、麻姫は不意にそう言って立ち止まった。

　工事現場だった。住宅の基礎まで作ったところで、作業が止まってしまっているらしい。そんな事情を知っているからか、街がい灯とうに照らされたそこは、放置されているような寂さびしい印象だった。

「うん、あれか」

　麻姫はつかつかと現場に足を踏み入れた。小太郎は慌あわててあとを追う。

　敷地の右手に向かうと、そこに人の姿があった。五歳くらいの男の子だ。もし知らない人がこの姿を見ることができたら、普通の子供が遊んでいるとしか思えないだろう。しかし、こんな深夜に、まるで昼間と同じように遊んでいる、という光景が、とんでもない違和感だった。

「一緒に遊ぼうよ！」

　男の子は、二人の姿を見ると、とととと、と駆け寄ってきて、そう言った。

　小太郎は考える。この子は、この辺りで遊んでいる途中で亡くなったのだろうか。

　幽霊は、だいたい生前の行動をなぞっていることが多い。自分が死んだことを理解していないかのように、毎朝同じ道を歩いたり、家の前で掃はき掃そう除じをしていたりする。あるいは死を拒否するように、死ぬ直前の行動を繰り返したりもする。

　この男の子も、そういう幽霊なのだろうか。

「ねえ、遊ぼう遊ぼう！」

　男の子は、小太郎や麻姫が何者かなど考えもしていない様子で、辺りをぴょんぴょんと飛び跳ねる。

「うわっ！」

　小太郎は思わず声をあげた。

　計測用だろうか、柱の間に張ってあった細い紐ひもが、男の子が触れたことでちぎれ、鞭むちのように飛んできたのだ。

　小太郎は後退するが、その間にも男の子は走り回って、積んである木材や、セメント袋をひっくり返していく。

「うわっ、ちょっと、待って待って」

　どうやら男の子は、自分のことがはっきりと見えている人間が現れたことでテンションが上がっているようだ。これでは、小太郎たちが来たせいで被害が増大してしまう。

「えっと、どうすればいいの？　一緒に遊んであげれば、満足して成仏するとか？」

　小太郎は麻姫に問う。

　幽霊をどうにかしようと考えたことなどない。なにか呪じゆ文もんのようなものがあるのだろうか。あるいはきちんとお祓はらいの儀式を行ったりしなければいけないのだろうか。

「そんな面倒なことはしないわ」

　しかし、麻姫はそう言うと、スマートフォンを手にしたまま、男の子のほうへ歩いていく。

「きみ」

「なに？　なにして遊ぶ？」

「遊ばないわ」

　呼びかけられて動きを止めた男の子に、麻姫は手をかざした。

　そのとたん、男の子の身体が淡あわく光を放った。

「遊ぼう！　遊ぼう！」

　男の子は、自分の変化にはまるで気づいていない様子で、声を上げる。

　麻姫は、まるでそれが聞こえていないかのように、無言で手をかざし続ける。

「ちょ、ちょっと!?」

　小太郎が歩み寄るよりも早く。

　まるで蛍ほたるのように。

　あるいは、静かに弾はじける線香花火のように。

　無数の光の粒りゆう子しになって。

　男の子は消えていった。

「──さ、帰りましょう」

　あっさりと、麻姫は言う。その視線は早くもスマートフォンの画面に落ちている。

　小太郎は呆あつ気けにとられた。

　除じよ霊れい、というのかどうかわからないが、それはこんな簡単に済すむものなのか。

　否いな、済ませてしまっていいものなのだろうか。

　なんだか、まだ男の子がどこかにいるような気になってしまい、その場から動けずにいた小太郎に、麻姫は呼びかけてくる。

「どうしたの？」
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　夜気がふわりと、彼女の長い髪を揺ゆらした。

「いや……本当にこれでちゃんと解決したのかなって。僕らはあの子の事情とか、死因とかなにも知らないのに……」

「もちろん。あんたも見てたでしょ、あの幽霊が消えるところ。ちゃんと消滅したわ。もう二度と現れることはない」

　本当にそうなのだろうか。経験者の彼女が言うのだから、そうなのだろうが、小太郎は気分的に納得がいかなかった。

「たしかにあんたは真面目なのね」

　どう考えても褒め言葉ではない口調で言って、麻姫はため息をついた。

　それから、気怠げな視線を、一瞬だけ小太郎に向けてから言ってくる。

「あのね。幽霊も呪いも『いないもの』なの。『いないもの』の事情を考えたって仕方がないじゃない。それは、ドーナツがもうないのに、その穴はまだ残っているって信じて探すようなものよ。ドーナツの穴は、ドーナツがあるから存在するの。穴自体に意味はないのよ」

　哲学、禅問答、あるいはただのごまかしだろうか。

　なんにしろ、麻姫の言葉は、小太郎にはよくわからなかった。

　なおも問いかけようとする小太郎を拒絶するように、麻姫は大きなあくびをした。





　　　　※






「あー疲れた……」

　思わず口に出して言いながら、小太郎はアパートの自室の床に座り込んだ。

　この四月から引っ越してきたアパートだが、綺麗に片付いている。入居したてで物がない、というわけではなく、計画的に片付けながら家具その他諸もろ々もろを配置した結果だった。もともと自分の生活空間は、整えておく習慣の小太郎だった。

　さっさと寝てしまいたかったが、異様に空腹だったのと、なんだか目が冴さえて眠れる気がしなかったのとで、ひとまず、カップ麺めんを用意していた。あと二分三十秒。自炊する気力はさすがにない。

　工事現場から住宅街を抜けて、駅前通りに出たところで、麻姫はさっさとタクシーを捕まえて行ってしまった。『危ないから送っていくよ』などと言う暇もなかった。夜中の仕事が多いから慣れているのだろう。

　小太郎はそこから歩けない距離でもなかったので歩いて帰ってきた。そんなことをしたのも、目が冴えてしまった原因だろう。

　カップ麺を待っている間手て持もち無ぶ沙さ汰ただったので、小太郎はテーブルの上に置いてあるノートパソコンを開く。普段なら本を読むところだが、今日は活字を追う気力すら、ちょっと不足していた。それに、気になっていることもあった。

　ブラウザを立ち上げて、先ほどの工事現場の地名と『子供　交通事故』と検索ワードを入力する。

「これか……」

　すぐに見つかった。一年ほど前のニュース記事だ。




『──運転手のハンドル操作ミスにより、トラックが民家の塀へいに激突。友達の家へ遊びにいく途中だった小学四年生の男の子を撥はねた。男の子は病院へ運ばれたが、まもなく死亡した。警察はトラック運転手に詳くわしい事情を──』




　どこにでもある、全国で年に何千件も起きている事故の一つ。

　けれど、あの男の子は、死んでもまだ、その場を訪れた人間と遊ぼうとしていた。

　それくらい強い想いを抱いていたのだ。

　やはり──間違いじゃないのか。

　あんなふうに、簡単に消滅させてしまうのは。

　麻姫は、幽霊と真剣に向き合うなと言っていたけれど、それでも……。

　ピピピピピッ。

「……っと」

　考え込んでいる間に、三分が経過していた。小太郎はタイマーを止めて、カップ麺の蓋ふたを開ける。強い香りに空腹が刺激され、箸はしで麺をかき混ぜて、口へ運ぶ。

「──ん？」

　ふと。ブラウザの画面に、気になる文章が目に留まる。

『関東の連続殺傷事件、また新たな犠牲者』だの『ヘリ墜落事故保険詐さ欺ぎ』だの、げんなりするニュースのタイトルが並ぶ中。

『関連のある記事』一覧にあるリンクの一つだ。どうやら、地名が同じなのでここに表示されたらしい。




『高校生、アプリで誘導され自殺』




「…………」

　どうやら、すぐ近くでの事件のようだ。小太郎は気になって、思わずリンクをクリックした。
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「どうして……」

　翌朝、眠い目をこすり出勤した小こ太た郎ろうは、呪害対策課の部屋を見て愕がく然ぜんとした。

　ゴミが床に散らばり、古雑誌がそこらじゅうにばらまかれている。空からのペットボトルが群むれをなし、古びた三角コーンと着ぐるみとダンボール箱と、コピーに失敗した紙とボロボロになったファイルと壊れた文具と──とにかくいろいろなものが、うずたかく積み上がっている。

　昨日、小太郎が掃そう除じする前と同じ──否、それ以上にひどい有あり様さまだった。

「また汚したの？」

　小太郎は麻ま姫きを睨にらむ。

　相変わらず高校の制服を身につけた彼女は、相変わらずやる気の感じられない態度でソファに寝そべり、相変わらず長い髪を散らばしながら、スマートフォンをいじっている。小太郎より先にこの部屋にいたのだが、それはべつに、今日から突然仕事に精せいを出すことにしたからではないだろう。

　麻姫は、大きなあくびをしてから言ってくる。視線はスマートフォンから全く動かない。

「昨日の今日でこんなに汚せるわけないでしょ」

「じゃあ誰がやったって言うのさ」

「言ったでしょ、掃除したって無駄だって」

　麻姫は小太郎の問いに直接答えない。

　その態度で、小太郎は彼女の言いたいことがなんとなくわかった。

「まさか……」

　小太郎はカバンを置くと、部屋の隅すみに歩み寄る。積み上げられた雑誌の奥の暗がりを覗き込む。しかし、そこにはなにもいない。ただ、埃ほこりが溜たまっているだけだった。

　他の隅も同様だった。大量のダンボール箱の隙すき間ま、ロッカーとロッカーの間、棚たなとゴミ袋の山の間──暗がりに埃があるだけだ。

「無む駄だよ。目には見えないわ」

「ってことは、やっぱりいるんだね」

「『いない』わよ」

　麻姫は頑かたくなだ。幽霊は『いないもの』。その主張をあくまで曲げるつもりはないらしい。

「ここは吹ふき溜だまりなの。どんなに綺麗にしても、必ず次の日には、建物じゅうのゴミが集まるわ。けど、まったく掃除しなくても、これ以上汚れることはない。だから放っておくのが一番いいの」

「そもそもこれ以上汚すのは不可能なんじゃないかな」

「私の部屋はもっと汚いわよ」

「なんでちょっと自じ慢まんげなんだよ……」

　麻姫の部屋の惨さん状じようも気になったが、まずはこの部屋である。一日の三分の一を過ごすことになる部屋だ。さすがにこれでは耐たえられそうにない。

「掃除するよ」

　小太郎はスーツを脱ぬぎ、ワイシャツの袖そでをまくりながら言った。

「無駄だってば」

「そんなことはないはずだ。こういうのって、汚れてるから、余よ計けいに吹き溜まるんじゃない？　昨日は中ちゆう途と半はん端ぱなところで掃除をやめたから、元に戻っちゃったんだ。隅すみ々ずみまで綺麗にすれば、きっと悪い気も消えるって。手伝ってよ」

「…………はぁ」

　大きくため息をつきながらも、麻姫は立ち上がった。スマートフォンは手に持ったままだが。

　身体からだに巻きつく長い髪を、鬱うつ陶とうしそうに払いながら、

「…………で、なにをすればいいの？」

「そうだね──」





　　　　※






「どうして……」

「だから言ったじゃない」

　昼休み、昼食を買って戻ってきた小太郎は、呪害対策課の部屋を見て愕然とした。

　ゴミが床に散らばり、以下略。

　午前中いっぱいかけてした掃除は、すべて無むに帰きしていた。正確には、なかったゴミがふたたび発生していたのだけど。

　小太郎は力なくソファに座り込んだ。座面に転がっていたペットボトルがぶつかって床に落ちる。

　麻姫は特に気にした様子もなく、向かいのソファに寝ね転ころがると、買ってきたドーナツをぱくつきながら、スマートフォンをいじり出す。ドーナツのクズがポロポロこぼれるが、小太郎は注意する気にもならなかった。

「普通はね、綺麗な場所は吹き溜まりになりにくいの。『いるもの』が整然としていると、『いないもの』は入り込みにくいのね。けど、どうしても集まりやすい場所っていうのはあるわ。一度集まれば、そこはもう混こん沌とんとなる。どうしようもないの」

　汚すから吹き溜まるのか、吹き溜まるから汚れるのか。

　理り屈くつはよくわからないが、これ以上の抵抗は無駄だということはよくわかった。

　小太郎も仕方なく、コンビニで買ってきたカツとじ丼とサラダを食べ始める。

「姫ひめ咲さきはいつからここで仕事してるの？」

「ん、去年の四月。高校卒業してすぐね」

　小太郎が何気なく話しかけると、麻姫は普通に答えた。怠たい惰だな態度ではあるものの、短くて面倒ではない会話なら、コミュニケーションをとる気はあるらしい。

「なんで区役所に？　もともと呪害対策課に入ろうと思ってたの？」

　そもそも、そういう課があるということを知らなければ、志望することはできないだろう。だが、小太郎はそんな課の存在は知らなかった。たとえ自分が、幽霊を見ることができるとわかっていても、それを理由に雇やとってくれというのは難しいだろう。

「立たち花ばなのおじさんの推すい薦せんだったの」

「課長の？」

　小太郎は四角い顔の上司を思い出す。

「おじさんは私の家族と知り合いで、私に、呪害対策課の仕事をしないかって言ってくれたの。そのとき前任者は不在で、課には誰もいなかったから、ほとんどフリーパスで合格できたわ」

　羨うらやましい限りである。

「前任者って人はどうしたの？　辞めちゃったの？」

「それは……知らないわ」

　と。

　それまでテンポよく喋しやべっていた麻姫の歯切れが突然悪くなった。

「姫咲、どうかした？」

「……なにが？」

　見れば、彼女はこちらに背中を向けていた。あからさまな、これ以上話しかけてくるなオーラが出ている。訊きいてはいけないことを訊いてしまったらしい。

　気まずい空気の中、もそもそとお昼ご飯を食べていると、立花が昨日と同じように相談者を連れてきた。

　小太郎は安あん堵どの息をついたが、麻姫はやはり面倒くさそうにため息をついた。





　　　　※






　立花に連れられてやってきたのは高校生の女子だった。平ひら丘おか高校二年の早はや瀬せ有ゆ里り華か、と彼女は名乗った。

　明るい髪を短くカットした、ボーイッシュな雰ふん囲い気きの少女である。普段は常に笑みを浮かべながら話していそうだが、いまは沈ちん鬱うつな表情を浮かべていた。

　昨日と同じく、小太郎は有里華を向かいに座らせた。麻姫は相変わらずスマートフォンでゲームを続けている。

　有里華は部屋の惨状と、自分と同じような服装の少女の姿に戸と惑まどっていたが、小太郎が促うながすと相談を始めた。

　友人二人と連絡が取れなくなっているのだという。

　その二人は、べつの高校に通っているのだが、中学時代に同じ部活だった生徒で、いまも休みの日などに一緒に出かけたりしていた。学校がある日でも、メッセージを送りあって会話を交わしていた。連絡を取らない日というのはなかったそうだ。

　それが、三日前。

　突然メッセージの返信が途と絶だえたのだという。

　なにか怒らせるようなことをしただろうかと不安になり、次には腹を立て、翌日にはいても立ってもいられなくて、彼女は放課後、二人が通う高校に乗り込んだ。

　そして、クラスメイトから、二人が行方不明になっていることを聞いた。

　彼女は二人の家にも行ってみた。どちらの両親も、すでに警察に届けていた。捜索は行っているが、二人の足取りはまるでわからない、という話だった。彼女は諦あきらめて家に帰るしかなかった。ただ、二人にメッセージを送り続けることだけはやめなかった。

　そして、今日の朝。

　二人のうちの一人から返信があった。

　そこには、アプリ販売サイトのリンクだけが貼はられていた。彼女は怪あやしんだが、それでも二人の手がかりになるかもしれないと思い、タップした。

「こんなアプリのページに飛んだんです」

　そう言って彼女が見せてきたのは、たしかにスマートフォンのアプリの販売ページだった。アプリの名前は『都市伝説ゲーム』。ゲーム内の指示に従って実際に町を歩き回り、都市伝説の現場を探索する、というＡＲゲームのようだ。

　販売、とは言っても、ダウンロードは無料。ゲーム内に広告が表示されるか、追加要素を課金して購入する形なのだろう。

「ただのゲームにしか見えないね」

　小太郎は思ったままの感想を口にする。彼女の友人が、なぜこんなものへのリンクを送ってきたのか、わからない。

「私もそう思いました。でも、今け朝さ、学校で友達に見せたら……」

　有里華の声が、震えた。




「これ、最近流は行やってる、自殺アプリだって……」




「自殺アプリ？」

　小太郎は思わずその言葉を繰り返していた。麻姫が怪け訝げんそうな表情で見てくる。

　小太郎は自分のスマートフォンを取り出すと、昨日見たニュースのページを開く。気になっていたので、麻姫に見せようと思ってブックマークしておいたものだ。




『高校生、アプリで誘導され自殺

　四月五日未明、緑みどり葉ば町ちようの緑葉中央公園で、付近の高校生女子の屍し体たいが発見された。高校生は樹の枝にロープを結びつけて首を吊つっており、警察は自殺と判断している』




　これだけを見ると、特に奇き異いな印象はない。痛ましいことではあるけれど、言ってしまえば、よくある自殺の一つ、といった感じだ。ただ、記事はさらに続いていた。




『催さい眠みん効果のあるアプリ原因か？

　自殺した高校生のスマートフォンには、最近「自殺アプリ」として話題になっているゲームアプリがインストールされていたことがわかっている。これは一見普通のゲームアプリだが、指示に従ってゲームを進めていくと、やがて自殺に誘導されるという、一種の催眠効果のあるアプリで──』




　興味半分にダウンロードする人が現れないようにだろう、ゲームの名前などは書かれていない。しかし……。

「こ、これです。友達もこの記事見せてくれて……」

　有里華は震える声で言って、何度も頷いた。

「ここには書いてないですけど、ネットではもう広まってて、ちょっと調べれば、簡単にこのアプリだってわかります。だからきっと、篤あつ樹きくんも祥しよう子こも、このアプリで……早く見つけないと二人とも死んじゃう……！」

「落ち着いて、早瀬さん」

　両手で顔を押さえて泣き出す彼女を、小太郎はなんとかなだめる。

「けど……このアプリが原因らしいって知って、どうして区役所に相談しにきたの？　警察に行くならわかるけど」

「友達が言ってたんです。記事には催眠とか書かれているけど、これは呪いのアプリなんだって。だから、何度サイトから削除されても、またすぐ復活して、被害者がいなくならないんだって」

「なるほど……」

　たしかに、ニュース記事になるくらいなら、とっくに問題になってダウンロードできなくなっているはずだ。しかし、アプリの販売ページは普通に表示されていた。何度削除されてもまた現れるのは、呪いのアプリだから、というわけだ。

「それで……その友達、そういう話に詳しくて、区役所の生活安全係に相談したら、建物の外れの倉庫みたいな部屋に連れていかれて、そこで呪いや幽霊の相談を引き受けてくれるって都市伝説があるって教えてくれて」

「…………」

　都市伝説扱いなのか、この部署は。

　しかし、呪いや幽霊に関する相談事を引き受けるなら、そのほうが都合がいいのかもしれない。そうした問題に困っている人は、似たような噂うわさ話ばなしにも敏びん感かんだろう。

「でもよかったです。いたのが、普通の区役所の人っぽい人で」

　そこで、有里華は初めて、ちょっと笑みを見せた。どことなく警戒心を解とかせるような人ひと懐なつこい笑み。それが彼女の本来の表情なのだろう。

「もっと、なんか怪しい占い師とか、そういうのが出てきたらどうしようって思ってたので……部屋はすごいですけど……」

「あはは……」

　それに関しては笑うしかない。

「まあ、安心して。その友達に関しても、ちゃんと探すから──」

「無理よ」

　と、小太郎の言葉を遮さえぎって、麻姫が言った。

　彼女は、気怠そうな目をスマートフォンからそらすことなく続ける。

「そのアプリは危険。これ以上関われば、あなたも危ない目に遭あうことになる。友達のことは警察に任せて、あなたはさっさと普段の生活に戻ることね」

「そんな……」

　わずかに浮かんでいた有里華の笑みが、あっという間に消え去ってしまう。

「ちょっと姫咲、なんでそんな……」

「行方不明者の捜索なんて完全に警察の仕事でしょ。区役所に持ち込むものじゃないじゃない」

「けど……警察に言ったって、呪いのアプリなんて信じてもらえないから……」

　弱々しい声でそう言う有里華。

「篤樹くんと祥子、中学のころからお互いずっと好きだったのに、二人ともなかなか言い出せなくて……けど、卒業式の日にやっと告白して、付き合い始めて、すごく幸せだったはずなのに……」

　しまいには、彼女はうっすらと目に涙を浮かべる。しかし麻姫はスマートフォンをいじりながら冷たく告げる。

「なんと言われても、それはこの課の仕事じゃないわ」

「姫咲っ」

　小太郎は思わず強い口調で言った。

「そんな言い方はないだろ。なんのための呪害対策課だよ。それに呪いのアプリの捜査なんて警察にはできないでしょ」

「…………」

　麻姫はちらっと小太郎に視線を向けて、それから有里華を見て、わざとらしくため息をついた。

「……わかったわ。探してみる」

「本当ですかっ──」
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「ただし、あなたは帰りなさい。なにかあったら責任取れないから。そうじゃなきゃこの相談は聞かなかったことにする」

　麻姫の言葉に、有里華はかなり逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて小さく頷うなずいた。





　　　　※






　早瀬有里華が、友人の名前と学校名を告げてから立ち去ったあと、麻姫はまたスマートフォンをいじっていた。例のアプリについて調べているのかと思ったが、いつまで経たっても動き出さないので、小太郎は仕方なく声をかける。

「あの、まだ出かけないの？」

「どこに？」

「だから、早瀬さんの友達を探しに」

「面倒くさい」

「ちょっと！」

　はぁー、とまた長いため息をついて、麻姫は身を起こす。

「実際、私たちができることなんてほとんどないわよ。自殺アプリ──都市伝説ゲームは、プレイヤーの年齢とか住んでいる場所の設定で内容が大きく変わる。ゲームをプレイしてみて、二人の足跡を辿たどるなんてことはできそうにない」

「え、ひょっとしてそれを調べてたの？」

「いいえ。実際に町を歩き回らせるゲームだったら、当然そうでしょ。考えるまでもないわ」

「なんだ……」

　ただの推測らしい。

「だから、こんなのさっさと警察に丸投げするのがいいのよ。アプリは呪われてるのかもしれないけど、それは行方不明者の捜索とは無関係なんだし」

「いや、でも……例えばこのアプリをダウンロードして、どんな指示が出されるのか確かめてみるとか」

「意味ないわよ、そんなの」

　と、呆あきれたように言ってくる麻姫。

「呪いは『いないもの』なの。いないものと正面から向き合ってどうするのよ。追いかけてるつもりが追いかけられて、いつの間にか取り憑かれるのがオチよ」

「そんな……それじゃどうすればいいのさ」

　小太郎がそう言うと、麻姫はまたすぐソファに寝そべって、やる気のない口調で告げる。

「だから、警察に任せればいいって言ってるでしょ」

「早瀬さんには探してみるって約束したじゃないか！」

　さすがに怒りが湧わいてきて、小太郎はソファから立ち上がる。

「どこ行くつもり？」

「緑葉中央公園。ここからなら歩いていける」

　ニュース記事に載っていた、高校生が自殺していた公園だ。その原因が自殺アプリなら、小太郎にもなんらかのヒントくらいは見つけられるかもしれない。例えば呪いの痕こん跡せきとか。

「やめておいたほうがいいわ。ろくな結果にならない──ふわあ」

　麻姫はあくび交まじりにそう言ってきたが、小太郎は無視して呪害対策課の部屋を飛び出した。





　　　　※






　区役所から公園までは徒歩十分ほどで移動できた。

　区役所は鉄道と地下鉄の駅のすぐ近くにあるので、周りには商業ビルやオフィスビルや居酒屋などが立ち並んでいるのだが、大きいバス通りを一本挟むと、閑静な住宅街に様変わりする。そんな住宅街の一角に緑葉中央公園はある。

　かなりの面積を有する公園で、テニスコートがあったり、森林と呼んでいいレベルの林の中を歩く散さん策さく路ろがあったりする。

　小太郎は、その森林の中に足を踏み入れた。

　夕方の傾いた陽は樹々に遮られて、散策路は薄暗い。自殺事件の影響なのか、散歩をしている人ともまるで行き合わなかった。

　道は砂じや利り敷じきで、歩くごとに靴くつの裏で、じゃり、じゃり、と音がする。その感触を、小太郎は久しぶりに味わった気がする。

　子供のころは、学校の遠足やら家族旅行やらで、こういう『自然の中』に連れていかれたものだ。もともとそういうのが好きだったわけではないので、大人になるにつれてそんな機会は減っていった。自分からは望んで赴おもむかないからだ。

　しかし、いまこうして歩いていると、たまにはこういうのも悪くないように思えた。それは大人になって好みが変化したからなのか、あるいは単に子供のころの記憶を思い出しているだけなのか……。

「ん……？」

　ふと、前方になにか見えたような気がした。

　視線を向ける。散策路は緩ゆるく右へカーブしていて、樹々が邪魔でその先は見えない。公園に着いたころに比べて、辺りはさらに暗くなっていた。街がい灯とうは並んでいるが、ちかちかと点てん滅めつしていて、どうにも頼りない。

「…………」

　嫌な感じがあった。

　この先に目的の現場がある、と確信できた。

　小太郎は足を速める。じゃりじゃりじゃり、と音がして、砂粒が後方へ跳はねる。

　そうして向かった道の先には、小さな広場があった。

　砂利敷きの道からタイルを敷き詰めた地面に変わっている。タイルの隙間のそこかしこから雑草が生えている。

　中央には、水の出ていない噴ふん水すいがあって、その周りに古びたベンチが置かれている。

　四つあるベンチの間には、樹が植えられている。

　その樹の一つに。

　ぶらりと、揺ゆれる人影が。

　ざりっ、と、小太郎は足を滑すべらせた。

　タイルにまで溢あふれた砂利に足を取られたのだ。

　慌ててバランスを取り、なんとか転倒は免まぬがれた。

　そうして、ふたたび顔を上げると、人影は消えていた。

　ただ、風に、枝と葉がさわさわと揺れているだけだ。

　見間違いだったらしい。

　小太郎は広場の中央に歩み寄る。嫌な感じは強まっている。幽霊の姿は見当たらないが、それでもなんとなくわかる。ニュース記事の高校生は、この四本の樹のどれかで首を吊って死んだのだ。

　小太郎は、噴水の周りを回り、四本の樹と、四つのベンチを見ていく。なんの痕跡も残っていない。閉へい鎖さされていないということは、捜査も、清掃も、すでに済んでいるということなのだろう。

　物理的な痕跡に関してはどうしようもない。小太郎は刑事でも探偵でもないのだ。

「なにか……妙みようなものは」

　先ほどの嫌な感じ。あれは、幽霊になりきらなかったものの気配だ。

　普段は気づかないが、意識してそういうものを見ようとすると、気づくことがある。おそらく、幽霊になるほどには強い想いが残らなかった場合に、そういうものが霧きりのように辺りに漂ただようのだと思う。

　あるいは、小太郎よりもずっと、そういうものを感じる能力の高い者になら、それもちゃんと幽霊の姿で見えるのかもしれない。

　とにかく、ここにはなにかある。そう考えて、小太郎は周囲を見渡す。

「……っ」

　風が吹いた。

　やけに冷たい、まるで冬に吹くような風。

　ざわり、と背筋が震える。

　その風に乗って、妙な臭においが。

　饐すえたような、これは、そう、吐と瀉しや物ぶつの。

　声が聞こえる。

　言葉にならない、呻うめき声のように聞こえる。

　じじじ、と音がして、周囲の街灯が点滅し、そのまま力尽きたように消えた。

　辺りが真まっ暗くらになる。

　目の前の樹とベンチと噴水は、小太郎の目に、ほぼシルエットだけに映る。

「これ、は……」

　ゴクリ、と喉のどを鳴らす。

　明らかに異様な状況だった。なにが起きているのだろう。周りを見回すが、幽霊の姿などはない。けれど、その気配はすでにひしひしと感じられた。

　饐えた臭いが強くなる。まるで鼻先に押し付けられるような強烈さに、小太郎自身も戻しそうになる。

　呻き声が大きくなる。ぐわんぐわんと、まるで頭の中で鳴り響いているみたいだ。

　ぐらり、と眩暈めまいがした。

　立っていられなくなり、小太郎はその場に膝ひざをつく。

「う……うっ」

　吐き気がこみ上げてきて、胃の内容物がせり上がってくる。

　ぐらぐらと重力の方向がぶれて、自分がぐるぐるとその場で回っているような気分になる。あるいは、回っているのはこの広場のほうかもしれない。




　──……せになり……。




　声がはっきりと聞こえてきた。

　頭の中から、周囲から、まるで声の海の中に頭を沈しずめられたみたいに、響き渡ってくる。




　──……せになりたい……。




「え？」




　──幸せになりたい。




　その言葉が聞こえた瞬間。

　小太郎はなぜだか、




　ものすごく、死にたくなった。




　虚きよ無む。驚くほどの虚うつろが小太郎の感情に入り込んできた。冷たい風が、全身を撫なでる寒気と、異様な臭気と、響き渡る奇妙な声と、抗あらがいきれない吐き気の隙間を縫ぬうように流れ込んでくる。幸せになりたい。はっきりと、そんな気持ちが伝わってくるのに、それはなぜか小太郎の中で真逆に変換されてしまう。追い詰められる。この先になにもないような気がする。幸せになりたい。きっとなれない。なれないならいっそ、




　死んでしまいたい──




「だから、ろくな結果にならないって言ったでしょう！」

　その声が、全てを吹き飛ばした。

　吐き気が消え、身体が自由になる。寒気も臭気もなくなり、響き渡っていた声──幸せになりたい──も聞こえなくなった。得体の知れないものに侵食されたような虚無感も、跡あと形かたもない。

　小太郎は顔を上げる。

　翼のように、長い髪が舞っていた。

　麻姫だった。制服姿の少女は、眉まゆを吊り上げた、いつになく厳きびしい表情で小太郎を睨んでいたが、やがて眉を下げ、いつもの怠惰な顔で言う。

「まったく……典型的な連鎖反応に引ひっ張ぱられてるんじゃないわよ」

「連鎖反応？」

「人が死んだ場所には、広い意味での呪害が溜まっているのよ。人によっては、それに『当てられ』てしまうの。事故が起こりやすい場所とか自殺の名所なんてのは、そういうものが溜まっていることが多いの」

「じゃあ、ここも……？」

「これくらいならそのうち消えるでしょうけどね。『視える』体質の人間にはよくないわ。それもあんたみたいな、クソ真ま面じ目めな性格にはね」

　麻姫は、はぁ、とため息をついた。

　小太郎は立ち上がる。まだ少しふらつくが、もう平気そうだった。

「ひょっとして助けにきてくれたの？」

「べつに心配だからじゃないわよ。部下のあんたになにかあったら、上司である私の責任になるでしょう」

　それを世の中では『心配して助けにきた』というのではないだろうか。思わず苦笑した小太郎だったが、その直後。

「あ、れ……」

　ぐらん、と頭が揺さぶられるような感覚に襲われ、思わずベンチに手をついた。

「後遺症ね。まだ呪いがあんたの中に残ってるのよ。だから言ったでしょう。真剣に向き合いすぎるなって」

「そんなこと……いまさら……言われて、も……」

　小太郎は麻姫に反論しようとするが、ろれつが回らない。先ほどのような強烈な不快感はないが、睡眠薬でも飲んだように、一気に意識が遠のいていく。

「仕方ないわね。私の家にくるといいわ」

「え……？」

　上司の衝撃の発言に驚くリアクションを返すこともできずに、小太郎はそのまま気を失った。





　　　　※






『噓ついてんじゃねえよ！』

　声が聞こえる。子供の声だ。

『噓じゃないよ！　いるでしょ、そこに。女の人』

　べつの子供の声。これは自分の声だ。

『いねえよ！　意味わかんねえ』

　これは……友達の声だ。たしか、小学一年生のとき同じクラスだった、小こ島じまくん。

『なあ、誰もいないよな』

『うん』

『いない』

『見えないよ』

『噓つき』

　周りにいた友達が次々に頷き、小太郎から離れていく。

　噓つき、噓つき、とその言葉が幾いく重えにも連なって小太郎の頭の中で響く。

　噓、なんだろうか。

　自分は噓をついているのだろうか。

　本当は誰もいないのに、いると言っているのだろうか。

『だから言ったじゃない』

　べつの声がする。

『いないものに真面目に向き合っちゃ駄目なのよ』

　これは、麻姫の声だ。

　公務員になった小太郎の、上司の言葉。

『幽霊はいないのよ』

『でも、いるよ。そこに座ってるの』

　麻姫に答えるのは、なぜか子供の小太郎だ。

　友達に立ち去られた小太郎は、一人でそのベンチを見続けている。

　ベンチには女の人が座っていて、柔らかく微笑ほほえんでいる。

『ね、見えるでしょ。ちゃんといるんだよ。だから、無視しちゃかわいそうだよ』

　麻姫は無言で首を横に振る。

　小太郎は、なんだか悲しくなって、ベンチに駆け寄る。

　けれど──。

『あ、待って』

　女の人は立ち上がると、ベンチの上に乗った。

　そして、その横にあった樹の枝にロープをくくりつけた。

『なにをするの？』

　小太郎は問う。女の人は答えない。

『待って！』

　小太郎は叫ぶ。いつの間にか、彼は大人になっていた。

　女の人がロープに首を差し込む。

　そして、飛び込み台からプールに飛び込むように、ベンチから足を離す。

　ぶらり、と揺れる身体。

　ぎゅううう、といびつに絞しまる首。

　苦しげな形ぎよう相そうの口から、声が漏れる。

　幸せに、なりたい──。





　　　　※






　飛び起きた。

　身体が汗でぐっしょりと濡ぬれていた。嫌な夢だ。子供のころの夢はよく見るけれど、それが最近の記憶と結びつくのは珍しい。しかも、ほんのついさっきの出来事だった。

　そこで、小太郎は思い出す。自分は、高校生の自殺現場を調べに行って、呪いに当てられた。そこへ麻姫が助けに来てくれて……。

「ここは？」

「うちの車よ」

　声に目を向けると、向かいのシートに制服姿の彼女が座っていた。長い髪を持もて余あますように座席に散らばしている。

「気絶しちゃったから、車に乗せて、勝手に運ばせてもらったわ。あそこに放置していくわけにもいかないし」

「車って……」

　ワンテンポ遅れて反応しながら、小太郎は周りを見回す。確かに車内である。ただ、普通の乗用車ではない。いわゆる送迎用の大型リムジンというやつだ。運転席と後部座席の間はガラス窓で仕切られており、小太郎と麻姫がいる後部座席は、部屋と言っていいくらいに広々としている。それこそ、気絶した小太郎が横たわれるくらいにだ。

「え、どういうこと？　この車はなに……？」

「だからうちの──姫咲家の車よ」

　状況がまるでわからないまま、車が停止した。すぐに扉が開き、麻姫が車を降りる。仕方がないので小太郎も降りると、扉の横では、運転手らしき初老の男が恭うやうやしく頭を下げていた。アニメかドラマか、マンガかラノベか、フィクションでしか見たことのない光景であった。

「ありがとう、清きよ田た」

「失礼いたします」

　短く礼を告げる麻姫に丁てい寧ねいに頭を下げると、清田と呼ばれた男は車に乗り込んだ。高級車は高級そうなエンジン音を立てて走り去った。なんとなく、裏手に車庫があるんだろうなと小太郎は考える。目の前に広がっている、巨大な敷地の裏手にだ。

「訊くまでもない気がするけど、この家は？」

「答えるまでもないでしょ。私の実家よ」

　予想どおりの答えを、麻姫は返してきた。

　巨大な門だ。小太郎が部屋を借りている二階建てアパートより背が高そうな門が、傲ごう然ぜんとそびえ立っていた。そこから続く塀は、一丁分はあるのではないかというくらい、左右にひたすら続いていた。

　麻姫はその門に近づくと、その傍らにあるインターフォンを押した。

「私よ」

　スピーカーの向こうの声に彼女が短く答えると、すぐに、門が音を立てて開いた。

　その、やはりフィクションではよく見かける、しかし現実では一度も見たことのない光景に唖あ然ぜんとして立ち尽くしていた小太郎に、麻姫は振り向いて言ってきた。

「なにしてるの。早く来て」

　小太郎は慌てて彼女を追う。
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　その先は、もはや現実とは思えなかった。夢の続きを見ているような気分だ。

　門の向こうには広大な敷地があり、個人の住宅とは思えない、優美な前庭が広がっていた。そこに敷かれた石いし畳だたみの道を歩いていくと、やがて、大豪邸と呼んで差し支えない日本家屋が見えてきた。

「あれが、姫咲の家……？」

「実家よ。普段は借りてるアパートに住んでるわ」

　なぜかどことなく嫌そうにそう言いながら歩いていく麻姫を、小太郎は追いかける。

　たどり着いた玄関を、麻姫が開く。

　そこに立っていた人の姿を見るなり、麻姫はぴしゃん、とまた戸を閉めてしまった。

「え、どうしたの？」

　麻姫の背中越しに、しかも一瞬しか見えなかったが、中にいたのは、中年男性のようだった。短く刈かった白はく髪はつの下には、深い皺しわが刻きざまれた厳しい顔。身につけているのは和服だ。

　なんとなくだが、小太郎は『陰おん陽みよう師じみたいだ』と感じた。

「……なんであの人がここに」

　小さく呟つぶやいたかと思うと、麻姫はくるりと小太郎に向き直って言ってくる。

「いい？　いまの人──父さんには、私が呪害対策課に勤つとめていることは秘密よ。私は適当にアルバイトして適当に遊び暮らしていることになってるから」

「え、なんで？」

　どうやらいまのは彼女の父だったらしい。

　しかし意味がわからない。普通は逆ではないか。父親にしてみれば、娘が遊び暮らしているよりも、区役所に勤務しているほうが、よっぽど安心できる気がする。

　小太郎が問いただす暇もなく、麻姫はふたたび戸を開いた。

　玄関には、男が先ほどと同じ場所に、同じポーズで立っていた。

「遅かったな」

　低い声でそう言う父を無視して、麻姫は靴を脱ぐ。視線で促され、仕方なく小太郎もそれに続いた。

　麻姫は、いつもの怠惰な顔はどうしたという鋭するどい目つきで父を睨むと、とげとげしい口調で言った。

「なんでいるの？」

「この家の主人は私だ」

　まるで、これが普段のやりとりだというように、相手も平然と答える。

　麻姫は小さく鼻を鳴らした。

「……母さんが死んだときはいなかったくせに」

「お嬢様っ！」

　と、そんな声が上がって初めて、小太郎は、玄関の端はしに和服姿の女性が立っていたことに気づいた。使用人らしい。

　麻姫はもう一度鼻を鳴らすと「行きましょう、小太郎」そう言って、さっさと廊下を奥へ向かっていく。小太郎は躊ちゆう躇ちよするが、この気まずい空間にい続ける気にもなれない。仕方なく父親に頭を下げてから、麻姫を追った。

　父親は、無言で、歩き去る麻姫を睨んでいるだけだった。
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　そのあとは、なにがなんだかわからないくらい目まぐるしかった。

　玄関に立っていた使用人の女性に連れられて、温泉旅館の大浴場みたいに広い風呂に入れられ、これまたアホみたいに広い座敷に案内され、麻姫と一緒に見たこともないほど豪華な和食を食べた。麻姫は普段とは別人のようにピシッとした姿勢で正座し、行儀よく食事をしていた。スマートフォンをいじっていることもなかった。やればできるじゃないか、と軽口を叩たたきたくなったが、なんだかそういう空気ではなかったため自重した。会話はあまり弾はずまなかった。

　食事が終わると、麻姫はさっさと退室してしまい、小太郎もまた使用人に連れられて別室に案内された。

　広々とした和室の真ん中に、布団ふとんが敷いてあった。

「本日は、ここでお休みくださいませ」

「あ、あの」

　小太郎は使用人の女性を呼び止める。彼女は楚そ々そとした仕草で振り返った。この屋敷では、あらゆるものが、静かに、まるで空気を乱さないように動いている。

　訊きたいことが山ほどあった。しかし、彼女にはどことなく、ではなくはっきりと、質問を拒こばむような態度がにじみ出ていて、結局小太郎は、トイレの場所を尋たずねることしかできなかった。

「失礼いたします」

　頭を下げて、女性は立ち去った。

　嵐のような、不可解な時間が過ぎ去って、小太郎は突然に静せい寂じやくの中に放り込まれる。

　周囲を広い庭に囲まれたこの屋敷には、周囲の喧けん騒そうはまるで聞こえてこない。山奥にいるかのように、深しん閑かんとしていた。

　否、それだけではない。あれだけ広い庭なのだから、草や葉が風に揺れる音や、虫の鳴き声が盛せい大だいに聞こえてもよさそうなものだが、それもない。屋敷に住む人々の生活音すらも聞こえてこない。

　そういう特殊な壁の部屋にでもいるような、不自然な無音状態に感じられた。

「…………」

　なんだか落ち着かなくなり、小太郎は部屋を出た。どちらにしろ、寝る前にはトイレに行くことになる。

　先ほど言われたとおり、廊下の先にあるトイレで用を足し、戻ってくると、部屋の前に陰陽師のような雰囲気の、和服の男が立っていた。麻姫の父親だ。

「少しいいかね」

「あ、はい」

　断れるような雰囲気ではなかった。

　小太郎は、男に連れられ、小太郎の部屋の隣の部屋に通される。同じような部屋だったが、布団ではなく座布団が二枚、置いてあった。相手に促され、小太郎は男と向かい合わせに腰を下ろした。

「先ほどは失礼した。麻姫の父の姫咲冠かん宜ぎという」

「あ、僕は、加か藤とう小太郎です。えっと……」

　と、そこで小太郎は口ごもる。麻姫には、区役所で働いていることを父に話すなと言われた。しかし、だとすると、彼女との関係をどう説明すればいいのか。

「隠すことはない。わかっているよ。呪害対策課の同僚だろう？　娘がいつも迷惑をかけている」

　冠宜はあっさりとそう言った。思わずぽかんとした顔で見やる小太郎に、彼は苦笑を漏らす。

「私が気づいているということは、娘には黙だまっていてくれたまえ」

　小太郎は頷くしかない。つまりは麻姫の独ひとり相撲ずもうだったというわけだ。父親のほうが一枚上手のようである。

　一応小太郎は、自分が新人で、つい先日呪害対策課に入ったばかりだということを説明しておく。冠宜は頷きながら話を聞いていたが、やがて、

「あいつは、無茶なことはしていないかね」

　そう問うてきた。

「いえ、どちらかといえば僕が無理をしてしまって……」

　と、小太郎は今日の出来事を語る。すると冠宜は小さく息をついた。それは安堵の吐息のようだった。

　どうやら、と小太郎は思う。この父親は、不器用なだけで、娘のことを随ずい分ぶんと気にかけている。しかし、それが娘にはいまいち伝わっていないようだ。

　それに、気になることもあった。

「あの……失礼かもしれませんが。先ほど姫咲──麻姫さんが言ってましたよね。母さんが死んだときに、って。あれはどういう」

「ああ……」

　と冠宜は緩く首を振る。

「私は普段は東京で仕事をしていてね。妻が仕事中の事故で死んだときに立ち会えなかった。娘はいまだに私を恨うらんでいる」

「その仕事というのは……？」

「娘から聞いていないかね。娘の前に呪害対策課で働いていたのが妻だった」

　そういえば、前任者についての話をしていたとき、麻姫はなんだか気まずそうにしていた。それはこういう理由があったからだったのだ。

「じゃあ、奥さんは、呪いとかで……」

「ああ。大きな呪害が発生してね。この辺りでは滅めつ多たに起こらない規模のものだ。私も向かおうとしたが、同じころ、東京でも呪害が発生して、その対策に追われ、来るのが遅くなった。駆けつけたときには、呪いは消えていたが、妻も死んでいた」

　東京ではときどき大規模な呪術合戦が行われている、というようなことを、そういえば麻姫は話していた。この男も、そういう仕事に従事しているのだ。陰陽師のようだという第一印象は間違っていなかったらしい。

「私は」と冠宜は言う。「娘には、この仕事に就つかせるつもりはなかった。だが、あいつはいつの間にか勝手に呪害対策課に入ってしまった。どうやら私の推薦書を偽ぎ造ぞうしたらしい」

　なにをやっているのだろう、あの少女は。

「一応、知り合いに見ていてもらうよう頼んであるがね。今日のようなこともある。それに君は──なかなか危うそうだな」

「え……？」

　冠宜は、懐ふところからなにやら紙片を取り出すと、小太郎に渡してきた。七夕たなばたのとき笹ささに吊るす短冊のような形で、表面には墨で複雑な模も様ようのようなものが書かれている。文字に見えないこともないが、小太郎には読めなかった。

「これは？」

「簡単にいえば、護ご符ふ、お守りだ。呪害や霊害の影響を和やわらげてくれる。娘は、こういうことの知識はないからね。ああ、あと」

　と、続いてさらに紙片を二枚差し出してくる。今度は名刺だった。

「困ったことがあったらいつでも連絡をくれたまえ。緊急の際はこちらでもいい。私の名前を出せば、色々と便べん宜ぎをはかってくれるはずだ」

　片方は彼自身の名刺。そしてもう一方は、警察証が入ったもので、その肩書には道警本部長と書いてある。至れり尽くせりにもほどがある。

「あ、ありがとうございます」

　小太郎はそれらをまとめて受け取った。

　ここまで気にかけながら彼が娘の元にいないのはどうしてだろうと考えてしまうが、いろいろとしがらみがあるのだろう。しがらみも、幽霊と同じで『ないもの』だけど、人はそれに捕らわれずには生きていけない。

「……あの、僕が、危うそうっていうのは、どういうことですか？」

「そうだね。老ろう婆ば心しんながら言っておこう」

　小太郎がどうしても気になって問いかけると、冠宜は小さくうなずきながら言ってきた。

「君は幽霊が『視える』体質のようだが、それにしては随分とその影響が薄い。これまで、呪いに当てられたり、幽霊に取り憑かれて困ったことは、ほとんどないのではないかね」

「あ……そのとおりです」

　確かにそうだった。子供のころから幽霊を目にしてきた小太郎だが、実際にそういった存在から直接害を被ったことは、一度もない。具体的な悪影響は、今日の件が初めてだ。

「君は、周りの人間に比べて綺麗好きだろう？」

「はい。まあ」

　当たっていた。

　小太郎は、いまのアパートも綺麗にしているし、実家でも、なんなら小太郎が掃除を担当しているくらいだった。

「『あるもの』が整然としていると、『ないもの』は近寄ってきにくい。君が呪害や霊害に悩まされてこなかったのは、君のその性格が大きい」

「そうだったんですね……」

　特に意識してはいなかったが、あれは、綺麗にしていたほうが幽霊が現れないと気づいて、知らず知らずのうちにそういう習慣が身についていったのかもしれない。

「だが……それだけではないな」

　冠宜は、顎あごに手を当て、小太郎を見てくる。

　なんだか落ち着かない気分になってくる。まるで、自分が幽霊で、『視える』相手にじっくりと観察されているような感じだ。

「なるほど……そういうことか……べつに問題があるわけではないが、君の場合は……いや」

　と、なぜか冠宜は、そこでいったん言葉を切った。

「呪害や霊害というのは、自然災害とは違う。『害がある』という人の思い込みが、実際に害を生み出す。呪いも幽霊も人が生み出すものだ。あまり真剣に見つめすぎてはいけない。使い古された言い回しだが、怪物と戦う者は、その過程で自分自身が怪物にならないよう気をつけなければならない」

　言い回しは違えど、それは麻姫が何度も小太郎に言っているのと同じことだった。

　小太郎は、彼が言葉を濁にごした理由が気になったが、素直に頷いておいた。
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　翌朝、目を覚ますと、妙に気分がすっきりしていた。

　布団から出て、襖ふすまを開けて部屋を出る。朝陽に照らされた庭は、信じられないほど綺麗に手入れされている。

「あれ、音が聞こえる……」

　昨夜はまるで耳に入ってこなかった車の音や、草木のざわめきなどが、ちゃんと辺りに満ちていた。

「起きたわね」

　声に目を向ければ、麻姫が廊下をこちらへ歩いてきていた。相変わらずの制服姿。早くも着替えたのだろうか。小太郎は、部屋に置いてあったので着替えた寝間着のままだった。

「気分はどう？」

「なんでだろ。昨日より随分すっきりしてる」

「それは良かったわ」

　満足そうに頷くと、麻姫は「うーんっ」と伸びをしながら、小太郎に並んで庭に向き直った。

「この屋敷は、霊や呪いが入ってこられないようになってるの。いわば結界ね。あんたみたいに呪いに当てられた人間でも、一晩過ごせばすっきり爽快というわけ」

「それでここに連れてきてくれたのか」

　小太郎は、ようやく彼女の行動に合が点てんがいった。しかし、それならそうと説明してくれればいいのに。いや、小太郎のほうにそんな余よ裕ゆうがなかった気もする。

「そういえば、お父さんは」

「もう出かけたわよ。挨拶もしないでね。まったく忙せわしないったらないわ」

　麻姫はじろり、と小太郎を睨んでくる。

「父さんになにか私のこと、言われたりした？」

「い、いや、べつになにも」

「ふーん……本当に？」

「本当だってば」

　小太郎は頷くが、麻姫は疑わしそうな顔である。

「あの人を信用しちゃ駄目よ。あの人は……本当にろくでもない人間なんだから」

　しまいには、睨むような険しい目で、そんなことを言ってくる。小太郎は頷くしかない。しかし内心では疑念を抱いていた。

　昨夜会話した限りでは、彼はそれほど酷ひどい人間には思えなかった。娘のことを心配する、ごく普通の父親といった感じだった。麻姫は、彼が母の死に目に間に合わなかったという、その一事だけで、彼を嫌っているのではないだろうか。

　しかし、彼には、麻姫が呪害対策課に勤めていることに気づいている、とは話さないでくれと言われていた。もし、彼が麻姫を心配している、という話をすれば、そのことも話さなくてはならなくなる。余計なことは口にできなかった。

　なおも疑いの視線を向けてくる麻姫。が、そこへ、

「お嬢様、三み日か月づきさまからお電話でございます」

　昨日の、和服を着た女性の使用人が、彼女のスマートフォンを持って現れた。

　普段は片時も手から離すことなく画面をいじっている麻姫が、スマートフォンを持ち歩いていなかったことに小太郎は驚く。

　麻姫は、三日月、という名前に渋しぶそうな顔をして、スマートフォンを受け取った。

「もしもし……ごめんなさい、ちょっと実家にいて……いえ、問題ないわ。それで、どうしたの？　……そう。わかった。すぐ向かうわ」

　通話を終えたころには、麻姫の顔は、渋い、から、深刻なものに変化していた。

「どうしたの？」

「知り合いの刑事から連絡があったの」

　刑事に知り合いがいるのか、と小太郎は驚くが、ポイントはそこではないようだ。

「小太郎……昨日来た高校生の、友人の名前、憶おぼえてる？」

「え？　うん、まあ」

　たしか──月つき沢さわ高校二年、進しん藤どう篤樹。同じく一年、駿河するが祥子。

「その二人がなにか……ひょっとして、見つかったの!?」

　小太郎は、一瞬喜びの声を上げる。

　刑事から連絡があった、ということは、麻姫もなんだかんだ言って二人のことを気にかけてくれていたのだ。自分で動くわけではないにしろ、知り合いの刑事に頼んで、行方を調べてもらっていた。

　しかし、麻姫の表情で、これがそんなおめでたい話ではないのだとすぐに気づいてしまった。

　麻姫は小さくため息をついて、告げた。

「ええ、見つかったわ──二人の屍体がね」
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　麻ま姫きと小こ太た郎ろうは、一度区役所に出勤してから、屍し体たいが発見された現場に向かった。そのあたりの融ゆう通ずうがきかないのが、お役所の面倒なところである。小太郎は、一応免許を持っているが車は持っていない。区役所の車も出払っていたので、移動手段はバスしかなかった。ちなみに麻姫は免許を持っていないそうだ。

　現場は、平ひら丘おか公園。昨日相談にきた早はや瀬せ有ゆ里り華かが通う高校のすぐ近くである。小太郎が呪いに当てられた、緑みどり葉ば中央公園より、さらに広い公園だ。

　公園といっても、面積の半分以上が山林で、湿しつ地ちや池も存在している。小太郎は見たことがないが、キツネやカワセミなんかの野生動物も生息しているらしい。

　その山林部の池に、屍体はあった。

　小太郎と麻姫は、集まる野次馬をかき分けて現場に辿たどり着つく。ドラマでしか見たことのない、立ち入り禁止の黄色いテープが、樹と樹を繋つないで張られており、その手前には見張りの警官が何人か立っている。

「すみません、三み日か月づきさんはいますか？」

「あん？　なんだい、君は」

　と、制服姿の麻姫を見て訝いぶかしそうな顔をする警官。しかも、麻姫はまたいつものように、ゲームでもしているのか、スマートフォンの画面をいじり続けている。警官から見れば、感じ悪いことこの上ないだろう。

　しかし、揉もめ事ごとになる前に、テープの向こうから、手を振ふって歩いてくる人物があった。

「おう、来たか」

　ゴツゴツした岩のような印象の、大柄の男だ。だらしなくはないが、雑にスーツを身につけている。目つきはかなり鋭い。尋問されたら、だいたいの人間は睨まれただけで自白してしまうのではないだろうか。事実、視線を向けられて、小太郎は思わず逃げ出しそうになった。べつに悪いことはなにもしていないのだが。

　三日月、という変わった名前の刑事は、麻姫と小太郎をテープの中に連れ込むと、足音も荒く歩き出した。この辺りは地面がぬかるんでいるので、道は木製の橋のようなものが続いている。大柄な刑事の足で踏まれるたび、橋はぎいぎいと悲鳴をあげた。

「はぁー、姫ひめ咲さきに部下ができるとはねぇ」

　呆あきれているのか感心しているのかわからない口調で、三日月は言う。小太郎が自己紹介をして、先日から呪害対策課に勤めていると説明したのに対する反応がそれだった。
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「大丈夫かよ。パシリにされたりしてねえか？」

「いえ、そんなことは」

「なんかあったらすぐに相談しろよ。っつても労基署に連絡してやるくらいしかできないけどな」

「三日月さんっ」

　笑い出す刑事に、憤ふん慨がいする麻姫。随分と親しげな二人だった。三日月自身も、最初の印象ほど怖い人物ではないようだ。

「しかし珍しいな。姫咲がわざわざ現場見にくるとは」

　表情を戻して、三日月は言う。たしかに、あれだけ二人について調べるのを面倒くさがっていたのに、こうしてわざわざ赴おもむくというのは不思議だ。

「ちょっと気になったから……」

　麻姫はいつになく歯切れの悪い口調で言う。それに三日月はなにかを察さつしたらしく、周りにいる捜査員たちを見回してから、小声で問う。

「まさか……やばいのか。呪害関係のなにかか」

「もともと、そうだってことは伝えてたでしょ」

「そうだがな。普段は、お前、色々言ってくるくせに、自分では結局動かないだろ」

「ええ……まあ、いいじゃない、たまには」

　と、麻姫は最終的に言葉を濁した。

　二人の会話から想像すると、麻姫はちょくちょく三日月に事件について助言しているようだ。おそらくは呪いや幽霊が関わっている事件だろう。そして麻姫は、解決は警察に任せて、自分は行動しないのがデフォルトらしい。本当に怠たい惰だな上司である。

　それが、今回はわざわざ現場に赴くことにした。小太郎に気を遣って、というわけでもないだろう。だとしたら一体……。

「ここだな」

　三日月の言葉に、小太郎は思考を中断する。

　そこには池があった。小さな池で、橋状の木製の道は、この池を半周してＵターンしていた。

「女子生徒のほうは溺でき死しだ。浮かび上がっていたのを、散歩中のじいさんが発見したらしい。で、警官が周りを調べてて、あっちの奥の岩いわ陰かげに、男子生徒の屍体が転がっているのを見つけた。そっちはカッターで全身斬きりつけられて、血ち塗まみれだった。まあ、死因は失血死だな」

　三日月が淡々と説明する。

「死後どのくらい？」

「ちゃんと検死してないからわからないが、まあ三日以上は経たってるだろうな」

「それじゃ、男子のほうはともかく、水に沈しずんでいた女子のほうは、もう外見が変わっちゃってるんじゃない？」

「まあな。それはこれから調べなきゃいけないんだが……ただ、胸ポケットに生徒手帳が入ってた。それは駿河するが祥しよう子このものだった」

「なるほどね……」

　同じように淡々と、疑問点を潰つぶしていく麻姫。その冷静な態度は、まるで彼女も刑事であるかのようだった。

　小太郎など、溺死と失血死だの、外見が変わってしまっているだのという話を聞いただけで、ちょっと気持ち悪くなっているというのに。

　幽霊が見える体質ではあるが、小太郎は屍体を見み慣なれているわけではない。何しろ幽霊は、子供では見分けがつかないほど、生者と変わらないのだし。

「スマートフォンは持ってた？」

「ああ。ただ、女子生徒が二つともくくりつけられて沈んでたせいで、壊れちまってるんだよな。データは復旧できないかもしれないって話だ」

「そう……待って。くくりつけられてた、ってどういうこと？」

　と、麻姫が疑問を口にしたときだ。

「篤あつ樹きくん！　祥子！」

　叫び声が小太郎の耳を劈つんざいた。

　見れば、警官を振り払うようにして、駆け出した早瀬有里華の姿があった。彼女は小太郎たちの横をすり抜けていく。

　彼女の向かう先には、青いビニールシートが敷かれている。そのことに、小太郎はいまさら気づいた。シートの上には、さらに同じビニールシートが被せられているが、そこには人のサイズほどのふくらみが二つある。そこになにがあるのかは明らかだった。

「あ、君、やめなさいっ」

　警官が止めるのも間に合わず、有里華はビニールシートを剝はぎ取とった。その瞬間、とんでもない臭気が襲いかかってくる。

　目をそらそうとしたが、間に合わなかった。その惨さん状じようは、しっかりと小太郎の網もう膜まくに焼き付いた。

　赤黒い血液に染まった、男子生徒の屍体。長時間経過して乾かわききったそれは、まるで前衛芸術のようなモダンさで、全身をまだらに彩いろどっていた。しっかりと観察したわけでもないのに、身体のあちこちに走った切り傷が、なぜかはっきりと見えた。

　隣に横たわる女子生徒は、さらに酷ひどい有様だった。ブヨブヨに膨ふくらんだ身体は原形を少しも留とどめていない。ただ、一部だけが、不自然に膨らんでいない。後ろ手に縛しばられた腕と、両足首だ。ロープで縛られていたために、その部分の肉だけは骨から剝がれ落ちてしまったのだろう。そこで小太郎は、三日月が言っていた、スマートフォンが『くくりつけられていた』という発言の意味を理解する。

「う……えっ」

　有里華は、変わり果てた友人を前にして、そのあまりに凄せい惨さんな外見にか、あるいは漂う臭気にか、恐れをなしたように、その場で膝ひざをついて口元を押さえた。その態度を批難する気にはなれない。どんなに親しい人でも、あるいはたとえ愛する人であっても、生前とあまりに違うその姿に、変わらぬ感情を抱けというのは酷だろう。

　その代わり、というように、有里華は、キッと視線をこちらに向けた。明らかに怒りの表情だ。

　そしてふたたび立ち上がると、突進するような勢いで、麻姫に迫った。制服の襟えりを摑つかんで叫ぶ。

「なんで……！　なんでですかっ！　二人を、助けてくれるって、言ったじゃないですか！」

　至近距離で大声を浴あびせかけられた麻姫は、しかしまるで動揺する様子はなく、それどころか彼女の手を振り払うこともなく言う。

「そんなことは一言も言ってないわ。探す、と言っただけ。それに、この課の仕事じゃないって言っておいたでしょう」

「姫咲、そんな言い方は──」

　小太郎が止めようとするが、麻姫は構かまわず続けた。

「それに、あなたが相談にきた時点で、二人はもう死んでいたのよ。どちらにしろ、助からなかったの──」

「っ！」

　ぱんっ！　と乾いた音が響いた。有里華が麻姫の頰ほおを叩いたのだ。麻姫はしかし、すぐに平然と有里華を見つめ返し、言った。

「気が済すんだ？」

「っ、あなたっ、は！」

　苦しげに、切れ切れな呼吸で叫んで、有里華はさらに手を上げる。が、そこに三日月が割って入った。

「待て待て。気持ちはわかるが落ち着け」

「なんですか、あなたは」

　有里華は今度は三日月を睨みつける。岩のような大男の彼に臆する様子もなく、すぐにでも摑みかかりそうな態度だ。三日月はスーツの内ポケットから警察手帳を出してみせる。

「警察だよ。二人の友人の早瀬有里華さんだね。こいつの態度が腹立たしいのはわかるが、いまは捜査に協力してくれないか？　亡くなった二人のためにも」

　と、三日月は親指で麻姫を指し示しながら言う。麻姫は不満そうになにやら呻うめくが、刑事は無視して続ける。

「二人、とくに駿河さんの身体に、なにか特徴はなかったかな？」

「それ、は……」

　課題を与えられて、有里華は少し落ち着いたようだった。二人のため、という言葉も効いたのだろう。さすがに刑事は人から話を聞き出すのに長たけているようだ。

「そういえば……祥子は、首筋に黒子ほくろがあります。二つ並んでて、まるで吸血鬼に嚙かまれたあとみたいだって、笑ってて……」

「なるほど。一応だけど、進しん藤どうくんの方はなにかあるかい」

「篤樹くんは……背中に近い、右の脇わき腹ばらに痣あざが。子供のときに公園の遊具から転落したときの痕あとだって言ってました」

「そうか……どうだ？」

　有里華の話の途中で二人の屍体に向かい、すぐに戻ってきた捜査員に三日月は問う。捜査員は頷いて答えた。

「その子の言うとおりです。黒子も痕もありました」

「じゃあ、二人はほぼ確定か……」

「そんな……うう……」

　有里華はがっくりとまたその場に膝をつく。先ほどの感情の爆発が噓のように、虚脱してしまった。

「協力ありがとう。車で送らせよう。学校に戻るかい？　それとも家に？」

「学校に、行きます……」

　力なく答える有里華に三日月は頷くと、制服の警官に声をかけた。警官は三日月の指示に頷き、有里華を促す。

　よろよろと、頼りない足取りで歩き出す有里華に、麻姫が声をかけた。

「待って」

「……なんですか？」

「二人はもう死んだわ。だから、これ以上過去を引ひき摺ずるのはやめなさい」

　麻姫の言葉に有里華は目を見開いた。ふたたび彼女に摑みかかるのではないかと小太郎は危き惧ぐしたが、有里華はすぐに肩を落とし、麻姫に一言も答えることなく立ち去っていった。

　立ち去る彼女の背中を見て、麻姫はため息をついた。

「まったく、厄やつ介かいなものに囚とらわれてるわね、あの子」

「え？」

　どういう意味だろうか。仲の良い友人が二人も死んだのだ。それは当然辛つらいだろう。しばらくは悲しみを引き摺ることになるのは普通だと思う。しかし、それは『厄介なものに囚われている』という言い方で表すようなものだろうか。

　しかし、小太郎が麻姫の言葉の意味を問いただす暇はなかった。

　ふっ、と麻姫の身体が揺れる。

「姫咲？」

　声をかけるが、返事はない。

　そのまま、彼女はゆっくりと倒れていく。

「姫咲！」

　小太郎は慌てて手を伸ばした。

　なんとか間に合い、彼は麻姫の身体を支ささえる。

　が。

「あれ……？」

　彼女の身体に触れたとたん、急に気分が悪くなった。

　昨日、緑葉中央公園の自殺現場で感じたのと、同じ症状だった。

　呪いに当てられたのだ。

　しかし、どうして麻姫に触れたことで、その症状が現れたのか……。

　疑問を抱いたまま、小太郎は気を失った。





　　　　※






　目は覚めていない。

　それはわかった。これは夢だ。夢の中で小太郎は、あの池の縁ふちにいた。

　スマートフォンの画面を見ている。そこにはなにか文字が書かれているが、読むことはできなかった。日本語のはずなのに。きっと、夢だからだろう。

　誰かの手を引いていた。

　制服を着た少女だ。

　麻姫だろうか。違う。制服は、月つき沢さわ高校のものだ。首筋に二つ並んだ黒子も見える。この少女は──駿河祥子だ。

　だとすると、自分は小太郎ではないのだろうか。小太郎は自分の身体を見る。やはり月沢高校の制服を着ている。そうか、自分は──進藤篤樹だ。

　夢の中で、小太郎はあの男子高校生になり、友人──有里華によれば先日付き合い始めたらしいので、恋人と言うべきか──の祥子と一緒に池を訪れていた。

　これは。

　篤樹の記憶なのか。

『ここだ』

『そうね、ここね』

　篤樹と祥子は頷き合う。

　篤樹は手に持っていたロープで祥子の身体を縛っていく。

『大丈夫か、痛くないか』

『ええ、平気』

　相手を気遣う言葉をかける篤樹。祥子もそれに笑顔で応こたえる。これから自殺する人間の態度とはとても思えなかった。

　相手の腕と足首をきつく縛った篤樹は、スマートフォンを操作する。

　画面はやはり、小太郎には見ることができない。

『よし、いよいよだ』

『やった……！」

　篤樹の言葉に、祥子は声を上げる。楽しそうな声。まるで、長い間続けてきたゲームがクリアできるというような。一方で、数日間続いたテスト期間が明けるときのような解放感もあるような。

　篤樹は余ったロープで、祥子の腕に自分と彼女の二つのスマートフォンをくくりつけると、

『じゃあ、いくよ』

『ええ……』

　祥子は笑みを浮かべたまま目を閉じた。

　篤樹は、彼女にキスをするかのように一歩踏み出して接近すると、




　彼女を勢いよく突き飛ばした。




　祥子はまるで抵抗することなく、池へ落ちた。

　激しい水音が響き渡り、藻もに塗まみれた水しぶきが辺りに散る。

　祥子は暴れない。まるで昏こん睡すいしているかのように水みな面もの下へ沈んでいく。呼こ気きの泡あわがぶくぶくと浮かび、やがて見えなくなった。

　池は、人一人を呑のみ込こんだことなどなかったかのように、ふたたび静けさを取り戻した。

　篤樹は、それを見届けると、今度は制服のポケットからカッターナイフを取り出した。

　それから制服の学ランを脱ぎ捨ててワイシャツ姿になる。

　チキチキチキチキ、と刃を出す。カチリ、と根元のロックをかけて、刃が引っ込まないようにする。

　これから起こることに恐怖を覚え、小太郎は抵抗しようとする。しかし、身体の持ち主である篤樹の意思は変わらず、彼の記憶であるらしいこの夢の行先は変化しない。

　篤樹は、カッターを逆手に持ち替えると、

　ぶすり。

　と、自分の頰に刃を沈み込ませた。

　小太郎は悲鳴を上げた。痛み。否、それは錯さつ覚かくだ。わかっているが、しかし、だからといって我慢できるものではない。

　篤樹は声を上げない。痛みを感じていないはずがないのに、まるでなんでもないことのように平然と、刃を引き抜いて、次は胸を、ワイシャツごと、ざくりと切り裂いた。

　ざくり、ざくり、ざくり、ぶすり、ざくりざくり、ぶすり。

　淡々と。淡々と。

　まるで野菜でも刻んでいくみたいに、篤樹はためらいなく刃を振るっていく。

　自らの身体に。

　顔に、腕に、胸に、腹に、腰に。

　途中でズボンを脱ぎ、下半身にも次々と刃を走らせていく。

　痛い、痛い、痛い。

　小太郎は声を上げるが、それは篤樹には届かない。

　ただひたすら、ひたすら刃を振るう。

　ぶつぶつ、と彼が呟いているのに気づいたのは、自身を切り裂く手がようやく止まったころだった。

　全身から血を流し、まだらに染まった彼は、力を失ったようにその場に倒れた。小太郎の視界も、がたんと揺れて横倒しになった。

　ぶつぶつと、ぶつぶつと。声がこぼれている。

「……幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい」

　篤樹は、そう繰り返していた。

　──なんで。

　小太郎は疑問を抱く。

　──なんで、そんな願いを、持っているのに、こんなことを。

　篤樹は答えない。

　ただひたすらに呟いて、呟いて、




「幸せになり、たい」




　そして彼は、死んだ。





　　　　※






　飛び起きた。

　小太郎の視界は真まっ白しろだった。すぐにそれが、病院の病室だと理解する。

「起きたか」

　声に、視線を向ければ、ベッドの傍そばの椅い子すに岩みたいな男が座っていた。三日月だ。彼が立ち上がると、三脚椅子はやっと解放されたと叫ぶように軋きしみをあげた。

「調子はどうだ」

「ええ……まだちょっと気持ち悪いですけど……なんとか」

　小太郎は、最前の夢の光景を追い払うように首を振りながら答えた。そして、夢と入れ替わるように、気絶する直前の記憶が蘇よみがえる。

「そうだ、姫咲は──」

「隣で寝てるよ」

　と、三日月は横のカーテンを指し示した。

「びっくりしたぜ。二人揃そろって急に倒れるんだから。姫咲のやつはよくあったけど、お前さんも同じとはな」

「すみません……って、あの、姫咲もよくあったってどういうことです？」

「おっと、聞いてねえのか。あのな、あいつは──」

「ちょっと、よけいなこと言わないで」

　三日月の言葉の途中でカーテンが開き、麻姫が人形のような顔を覗かせる。

「おっと、眠り姫のお目覚めだ」

「私、あの話、嫌いなんだけど」

　おどけたように肩をすくめる三日月に、麻姫はジト目でそう言う。あるいは単に寝起きで目つきが悪いだけかもしれない。

「姫咲、大丈夫なの？」

　小太郎は問う。三日月の発言も気になったが、それより麻姫の顔色のほうが心配だった。まるで死人のように、と言って言い過ぎであれば、まるで大量の血を失ったかのように蒼そう白はくだったのだ。

　しかし麻姫はその心配が鬱うつ陶とうしいというように手を振る。

「なんでもないわ。大おお袈げ裟さなのよ、病院に運ぶなんて。それより、見た、小太郎？」

「え、なにを？」

「夢よ。進藤篤樹と駿河祥子が死ぬときの夢」

　麻姫の言葉に、小太郎は目を丸くする。

「み、見たけど。どういうこと？　姫咲も見たの？」

「ええ。篤樹が、スマホの画面に表示された指示に従って、祥子を縛って池に突き落としたあと、自分をカッターで切り裂いて死んだ」

「本当か！」

　と、今度は三日月が食いついた。

　小太郎と麻姫は、それぞれ見た夢を語り、その内容をすり合わせていく。小太郎は進藤篤樹の、麻姫は駿河祥子の視点、という違いはあるものの、その内容はほぼ同一だった。ただ、一点、スマートフォンの画面が見えているかいないかという違いがあった。

「どういうこと？」

「たぶん、自殺アプリ──都市伝説ゲームに霊的なガードがかけられているのね。だから、こういう『感応現象』に慣れている私は見られたけど、慣れていない小太郎は見られなかったのよ」

　待て待て、と三日月が割って入ってくる。

「つまりそれは……自殺アプリは、霊的な知識を持ってる奴が、意図的に作って流しているってことか？」

「間違いないでしょうね。あの二人、完全に自分の意思を奪われていた。あそこまで強力な催眠状態にかけられたのは、アプリ自体に霊的な作さ用ようがあるからと考えるのが自然よ」

　小太郎は夢の内容を思い出す。

　迷うことなく恋人を池に突き落とし、自らの身体を傷つけて死んだ高校生。しかも彼は幸せになりたかったはずなのに……。

「アプリに関しては、専門のチームを組んで、ちゃんと調べたほうがよさそうだな……上に伝えておこう」

　三日月はそう言ってから、がしがしと頭をかいた。

「しかし面倒な事件だな。まあ、共通点が増えるのはありがたいが……」

「増えるって、他にもなにかあるんですか？」

「あ？　ああ、そうだ、それも訊こうと思ってたんだ」

　独り言のつもりだったらしい。小太郎に言われて、三日月は思い出したように頷き、内ポケットからスマートフォンを取り出した。

「鑑識が撮った写真なんだが、これが現場に落ちていたそうだ。今回だけじゃなく、これまでいくつかの自殺現場で、これと同じものが見つかっている」

　言いながら、画面を見せてくる。そこには木製の工芸品のようなものが写っていた。

　形は五角形の平面を組み合わせた多面体──いわゆる正十二面体だ。ボードゲームなどで使われるサイコロの一つ、といえばわかりやすいだろう。ただ、サイズはもう少し大きいようで、隣にちょっと写っているメガネ──おそらく被害者のものだろう──と比べると、テニスボールよりやや大きいくらいだとわかる。

　表面は綺麗にやすりがけされており、つるっとしている。写真を拡大してみても、それが木の塊を削り出したものなのか、いくつかの木もく片へんを組み合わせたものなのかはわからなかった。

「なんなんです、これ？」

「まったくわからん。振っても音はしないし、蓋ふたがあるわけじゃないから、開けて中を確かめることもできない。ただ、重さからして、中は空洞みたいだ」

　ということは、木片を組み合わせて作った──五角形の板を十二枚接着するとか──可能性が高そうである。

「許可が下り次第、壊して中に何か入ってないかどうか調べる予定だが──姫咲。こういう呪じゆ具ぐとかに心当たりはないか？」

「見たことはないわね──これ、他に写真はない？」

「ああ。横にスライドすれば何枚か」

　麻姫は言われたとおりに写真を眺めながら続ける。

「呪具だとしたら、おそらくはオリジナル、あるいは個人的に受け継がれてきたもの。神しん道とうや陰陽道に伝えられているものや、その変形ではないと思う」

「ということは、組織的な呪いの可能性は低いか」

「そうね。一連の自殺の背後に犯人がいるとしても、あくまで個人のはず──どうしたの、小太郎」

　小太郎が思わず呆気に取られているのに気づいて、麻姫は訝しげな顔をしてくる。

「いや……姫咲がちゃんと仕事をしてるのが珍しくて……」

「あはははは！」

　小太郎の言葉に、三日月が声をあげて笑った。看護師がナースステーションからわざわざ飛んできて注意しそうな大声である。

　麻姫は眉み間けんにしわを寄せて不機嫌顔に変化した。

「べつに私は仕事をサボってるわけじゃないんだけど──あら」

　と、三日月のスマートフォンの画面に視線を移して、彼女は呟く。なにかの拍ひよう子しにべつの写真が表示されたようだ。

「ん？　っ！」

　と、急に慌てた様子で、三日月が麻姫からスマートフォンを奪い取った。麻姫はいつになくニヤニヤと楽しそうな表情で三日月を見る。

「あら、三日月さん。いまの写真はなにかしら」

「いや、あれは、だな」

「あらあらあら、全然知らなかったわ。まあ、そう、ふぅん、へええ」

「なにその口調……」

　一体なにが写っていたのだろう。小太郎にはさっぱり予想がつかなかった。

「と、とにかく、いまのみたいな呪いのアイテムとか、思い出したら教えてくれ」

　三日月はスマートフォンをしまうと、逃げるように病室を出ていった。
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　医者に問診を受けて、二人とも異常はないと診断されたので、区役所へ戻ることにした。幸い、病院から役所までは徒歩圏内だった。

　区役所に着いた二人は、食堂で昼食を取ることにした。お昼のピークタイムは過ぎていたので、食堂は適度に空すいていた。
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　麻姫はざる蕎そ麦ばを、小太郎はカツカレーを注文し、セルフで席へと運ぶ。空腹だったので、小太郎はしばし無言でカツを口に放り込み、カレーを頰ほお張ばった。辛からさに負けて、何度か水を一気飲みする。

　一方麻姫は、チビチビと蕎麦をすすりながら、ふたたびスマートフォンをいじっていた。いまどきそれくらいは珍しくもないが、そのペースだと蕎麦が伸びてしまうのではないだろうかと心配になる。

　しかしまあ、伸びるのは麻姫の蕎麦であって小太郎のカレーではない。伸びた蕎麦が好きなのかもしれないし。そこは気にしないことにして、小太郎は先ほどから気になっていたことを問う。

「ねえ、さっきの三日月さんのスマホ、なにが写ってたの？」

「え？　ああ……京きよう香かさんよ」

　穏おだやかな笑みと、芸能人かと思うようなプロポーションを小太郎は思い出す。

　綾あや城しろ京香。地域安全係の同僚で先輩──と言っても、初日に、呪害対策課の部屋まで案内してもらっただけで、一緒に仕事をしたことは残念ながらない。

「三日月さんと京香さんが並んで写ってたの。どこかに出かけたときの写真みたいだったわ」

「へえ……」

　それは、もう疑うたがう余よ地ちもなくそういうことなのだろう。意外な組み合わせ、という感じではないけれど、小太郎にしてみると、がっかり、というほどではないが、なんというか、そうかぁ、みたいな気持ちになる話だった。

「なに、小太郎。もしかして京香さん狙ねらってたの？」

「い、いや、そういうわけじゃないけど」

　本当にそういうわけではなかったのに、なんだか言い訳めいた言い方になってしまった。その方向に話が進むのは面倒なので、小太郎は軌道修正を試こころみる。

「三日月さんと綾城さん、もともと知り合いだったの？」

「三日月さんは、私に霊や呪いが関わってそうな事件の相談をしに、よく区役所に来てたから。ああ、でも前に、京香さん、ストーカーに付け回されてるって相談をして、助けてもらったって言ってたから、それがきっかけだったのかも」

　なるほど、納得だ。絵に描かいたように見事な交際の経けい緯いである。小太郎は内心頷いていたが、麻姫はどことなく不満そうだった。

「それにしても、黙ってることないじゃない。京香さんも、教えてくれればいいのに」

「べつにわざわざ言うこともないって思ったんじゃない？」

「なんでよ。知ってたら、二人でどんな話するのかとか、デートに誘うときはどっちからなのかとか、根ね掘ほり葉は掘ほり訊けるじゃない。三日月さんは普段クールぶってるから、そういう話面白そうでしょ」

「……そういうことになると思ったから黙ってたんだな」

　小太郎は内心深く頷いた。普段の怠惰な態度はどこへ行ったというくらいにノリノリの麻姫である。

「あ、京香さんだ」

　麻姫は食堂に入ってきた京香を目ざとく発見する。艶つややかな黒髪を揺らす彼女は、自分が狙われているとも知らないで、食券を購入し、カウンターに注文する。やがて出てきた料理──中華丼のようだ──を受け取ると、手近な席に腰を下ろす。そのタイミングを見み計はからって、麻姫は彼女に突撃した。

「京香さん、三日月さんと付き合ってるの？」

　直球である。突然そんなことを問われた彼女は、しかし、さして驚いた様子も見せず頷いた。

「ええ、そうよ。どうしたのー？　三日月さんから聞いたの？」

「ソースは秘密よ。それより、なんで隠してたのよっ」

「三日月さんに言われたの。からかわれるのが面倒だから、内緒にしててくれって。あの人、けっこう恥はずかしがり屋なのよ」

「くっそー、似合わないことしやがって」

　きゃいきゃいと盛り上がり出す女子トークに、小太郎は入っていく隙がなかった。残った福神漬けをぽりぽりと食べながら二人の会話を横から聞くだけである。告白したのは三日月のほうらしい。初デートは京香の要望で動物園に。三日月は動物の知識が意外と豊富だそうだ。

「ねえねえ、ひょっとしてもう結婚とか考えてたり──」

　と、麻姫がさらに際どいところに切り込もうとしたところで乱入があった。

「姫咲！　小太郎！　いるかっ？」

　三日月が転がり込むように食堂に現れたのだ。食堂にいた利用者が何事かと彼に視線を向ける。

　当然、彼は麻姫と京香の会話を中断させるためにわざわざ現れたわけではないようだった。彼は焦あせった様子で、小太郎と麻姫を発見すると、周りの椅子やテーブルにガンガンと身体をぶつけながら駆け寄ってきた。

「ど、どうしたんです」

「話は後だ。ついてきてくれ」
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　というわけで、小太郎と麻姫はなんの説明もされることなく、食堂を出て駐車場に向かい、三日月の車に押し込まれるように乗り込んで、区役所を出発した。まったく慌ただしい日である。ちなみに京香は特に事情を尋ねることなく、一言『気をつけてね』と三日月に手を振っていた。刑事の恋人というのもなかなか大変そうだ。




「それで、なにがあったの？」

　後部座席でスマートフォンをいじりながら問う麻姫に、三日月は盛大にエンジンを吹かしながら答える。かなり荒い運転だ。パトカーではないのでサイレンを鳴らしてはいないのだが大丈夫なのだろうか。あと麻姫はこの状況で酔よわないのだろうか。

「自殺アプリに関わりのありそうな人間が空あきビルに立てこもっているんだ」

　なんでも、警官がパトロール中に不審な人間を見かけて職務質問をしようとして、手に例の木製の多面体を持っているのに気づいたらしい。多面体に関しては、情報を明かしていないので、ニュースで流れたりはしてないが、警察内では共有されているとのこと。

　警官がそれについて問いかけると、男は急にナイフを振り回して暴れ出し、逃走。警官は追いかけるが、男は近くにあった空きビルに逃げ込んだ。

「空きビルなら、中の人間を人質にとったりもできませんよね？　すぐに捕まえられるんじゃないんですか？」

　助手席に座る小太郎の問いに、三日月は小さく首を振った。

「それが、みんなビルに近づけないんだ。具合が悪くなってしまって」

　男を発見した警官はすぐに応援を呼び、複数人で突入しようとした。しかし、ビルの敷地に踏ふみ入いったところで、まるでひどい二日酔いにでもなったみたいに、全員がその場にうずくまってしまった。

　有毒ガスなどの可能性があるので、すぐに周辺住民の避ひ難なんが行われ、テロ対策班が呼ばれたが、そのようなガスは検出されなかった。とはいえ、未知の毒であることも考慮し、警戒は続いている。

「まあ、ただ俺はその木製の呪具が関係してるんじゃないかと思ってな。お前らを迎えにきたってわけだ」

　たしかに、被害が毒ガスではなく呪いによるものだとわかれば、対処は変わってくるだろう。

「それにしても変ですね。その呪具、ですか？」呼び方がわからないので、とりあえずそれでいいだろう。「警察に保管されているものでそんな被害は出てないんですよね」

「ああ。だから男がなにかした──壊して中身を解放したのかもしれない。中に呪いを撒き散らす呪符とかが入ってるとか。どうだ、姫咲」

「さあ、情報が少なすぎてなんとも言えないわ」

　それより、と麻姫は面倒くさそうに言う。いつの間にか後部座席でだらしなく寝そべっていた。長い髪が絡まってミノムシみたいになっている。

「二人とも、その呼び方はやめたほうがいいわよ。名前に引っ張られて、勝手に呪いが生まれることになるから」

　小太郎は、まさか、と思う。それくらいで呪いが発生するものだろうか。

「信じてないわね」

　じっとりとした目で睨まれた。思考を読まれている。麻姫はため息をつきながら言ってくる。

「人は『ないもの』にも名前をつける。名前が与えられることで『ないもの』はまるで『ある』かのように振る舞い出すの。でも本当は『ない』から、好きなように形を変える。不用意に名前を与えると、いつの間にか自分の手に負えない形になってしまうかもしれないわよ」

　詳くわしい説明を聞いても、やはり小太郎にはいまいちピンとこなかった。とはいえ、危険だということはなんとなくわかったので、麻姫の言うとおりにすることにした。

「ともかく、その木の多面体のせいで、なにかが起きているかもしれない、ってわけですね」

　どうにも、呪いという言葉を使わないようにすると、ぼやっとした表現しかできなくなる。

　麻姫は後部座席に寝そべったまま、

「まったく面倒くさいわね……」

　小さく呟いていた。
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　そこは、周囲をごく普通の住宅に囲まれたビルだった。雰囲気としては、一時的にテナントが抜けてはいるが、少ししたらすぐにべつの店舗かオフィスが利用しそうだ。廃ビルといった風情は一切なかった。

「なにここ……」

　しかし、車から降りた麻姫は、気色悪そうにそう呻いた。甘いカフェラテだと思って飲んだら苦いエスプレッソだった、みたいなすごく嫌そうな顔でビルを見上げる。

「どうしたの？」

「すごい呪いよ。それも、一つじゃない。雑ざつ多たな、ぐちゃぐちゃな、小さな小さな恨うらみを無理やりかき集めて、このビルのどこかに押し込んでる」

　麻姫は不快そうに言いながら、ビルに歩み寄っていく。小太郎も慌てて追いかけた。車を停めた三日月もついてくる。

　ビルの周囲を大量の警官が取り巻いていた。三日月のようにスーツの者もいる。皆ビルから一定以上の距離を保っていて、敷地内に踏み入ろうとはしていなかった。

　麻姫はそんな警官たちを見回して、その中の一人に歩み寄っていく。パトカーの近くにいた、スーツの中年男性だ。先ほどからひっきりなしに警官が彼に近づいては、離れていく。この現場の指揮を担当しているようだ。

「どうなってるの？　犯人はどこに立てこもっているの」

「ああ？　なんだね君は」

　突然話しかけられて、男は怪け訝げんそうに麻姫を睨みつける。どう見ても高校生にしか見えない少女に、そんな偉えらそうな口調で問われては、そうなるだろう。

「すみません、課長」

　三日月が慌てて麻姫の前に立った。どうやら彼にとっても上司にあたる男のようだ。

「なんだお前か。ん、ということは、この子は……」

「姫咲麻姫よ」

　相変わらず偉そうな口調の彼女に、しかし課長の態度は一変した。急に柔にゆう和わな表情になって、なにやら懐なつかしいものでも見るような目で麻姫を見下ろす。

「そうか。君が姫咲さんの……大きくなったな。お父さんは──冠かん宜ぎさんは元気かね」

「あいにく、まだくたばりそうにないわね」

　麻姫の辛しん辣らつな言葉に、課長は苦笑した。どうやら、彼も麻姫──というか、姫咲家と親しい間柄のようだ。あるいは、彼女の母親が関わったという大規模な呪害事件に関わっていたのかもしれない。

「わかったら教えて。状況は？　犯人はなにをしてるの？」

「ああ、そうだな」

　麻姫の言葉に課長は頷いた。すぐに意識を切り替えたようだ。白髪しらが交じりの頭を撫なで付つけながら、

「男はビルの最上階の一室に立てこもっているようだ。何度か投とう降こうを呼びかけたが、いまのところ反応はなし。見てのとおりの空きビルだから、人質はとっていない。こっそり忍び込んでいる者がいたらべつだが、男がなにも要求してこないので、その可能性は低いだろう。どちらかといえば、男が追い詰められて自殺してしまうのが心配だ」

　彼の心配というのは、男の命が、という意味ではないだろう（それもゼロではないだろうけど）。その男は、一連の、自殺アプリによる死亡事件に関係しているかもしれないのだ。警察としては、しっかりと逮捕し、自供させたいことが山ほどあるだろう。

「どうするの？」

　小太郎は麻姫に問う。三日月に言われるままにやってきたはいいが、ことはもはや、幽霊や呪いとはかけ離れた事件に発展している。呪害対策課の出る幕はないように思えた。

「餅もちは餅もち屋やと言うだろう。ここは警察に任まかせたまえ」

「そうね──」

　課長の言葉に、麻姫は頷きかけた。

　そのとき、ビルの最上階の窓がガラリと開いた。そこから、男が顔を出す。

　二十代。ひょっとすると、小太郎とそう変わらないかもしれない。しかし、その顔はやつれ、光の加減によって、ずいぶん老けても見えた。

「おま、お前ら、来るな。これ以上……こっち来るなっ！　これ以上来たら、わかってんのか？　なあ、どうなるか、わかってんのかよ！　こう、こうしてやる！　こうだからなぁ、お前ら！」

　クスリでもやっているのか、もつれた舌で、発音もあやふやにそんなことを叫びながら、男はなにかを勢いよく、窓から地面に向けて投げつけた。ボールのような……否、それは木製の正十二面体だった。

　それを見て、麻姫が目を見開く。

「っ……みんな、離れて！」

　麻姫が声を上げるが、遅かった。箱が地面にぶつかり、ばき、と音を立てる。さすがに、アスファルトの硬さには勝てず、木箱は割れた。

「ぐっ……！」

　ぶわっ、と小太郎の視界が黒い霧に閉ざされる。割れた木箱の隙間から、禍まが々まがしいそれは勢いよく周囲に噴き出した。すぐに吐き気が襲ってくる。見れば、麻姫も同じように地面に膝をついていた。

　どたどた、という音に周りを見回せば、三日月や課長、警官たちも、苦しそうに身をうずくまらせていた。中には、気絶したようにぐったりと地面に倒れ込んでしまっている者もいた。

　その惨状を前に、男がビルの窓から歓声を上げる。

「ははははは！　お前らっ！　ざまあみろお前ら！　俺を、俺を馬鹿にするから！　そうなるんだよぉ！　──おうっ、げええええっ」

　が、直後に男は窓から姿を消す。どうやら、うずくまったようだった。げえげえと、吐と瀉しやする音。苦しげに咳せき込こむ音が聞こえる。

「っ……どうやら、ろくに使えもしないのに、呪いを集めてるみたいね」

　忌いま々いましげに麻姫は言う。

「そんなことできるの？」

「ええ。最近じゃ、ネットで呪いのやり方なんて簡単に調べられるから。けど、そういうところに載ってるのは、単に呪えればいいみたいなやり方で、呪いが返ってこないようにしたり、きちんと後始末できるようにするやり方は書かれてない。もちろん、プロはそんなこと聞かなくても、基本だからわかってるけど、聞きかじっただけの素人しろうとならああなるのも当然」

　料理の本には、調理の仕方は載っているけど、材料の買い方や使った道具の片付け方までは載っていない。それと似たようなものだろうか。たとえるものが間違っている気もするけど。

「とにかく、早くなんとかしないと。あんな奴じゃ呪いをちゃんと制御できない。放っておくと、とんでもない被害を撒まき散ちらすかもしれない」

「けど、どうするの。三日月さんたちもこんなんじゃ……」

　と、小太郎は周りを見回す。

　警官たちは相変わらず苦しげにうずくまっている。なんとか動ける者もいたが、応援を呼んだり救急車を呼んだりするので精一杯のようだ。

「ああ、もうっ。なんでこんな面倒な……」

　と、麻姫はぶつぶつ言いながら、制服のポケットから紙片を二枚取り出した。一緒に出したペンで、そこになにかを書きつけていく。さらさらさら、と芸能人がサインをするような手早さで書き終えると、片方を小太郎に渡してきた。

「持ってなさい。簡かん易い式しきの護ご符ふだけど、あれくらいの呪いを防ぐ効果はあるわ」

　見れば、その紙片は、昨日麻姫の父親からもらった護符によく似ていた。つまり、小太郎はすでに護符を持ってはいるのだが、それでもいまは、すでにあの多面体から溢あふれた呪いに当てられていた。一枚だけでは足りなかった、ということなのかもしれない。

「ありがとう。でも、これでどうするの？」

　麻姫は、小太郎の問いに、心底気が進まない、という表情で、ビルを指さしながら言った。

「私たちで、なんとかするしかないでしょ」





　　　　※






　ビルの中は、古びているものの、荒れている感じはなかった。やはり、つい最近まで入居者があったのだろう。ただ、中に入ると、小太郎にも感じられるほど、不吉な気配に満ちていた。大量の恨みを集めて、溜ため込こんでいるような、巨大な霊の気配。

「やっぱり危ないって」

「ここまで来てなに言ってるの」

　階段を上っていく麻姫に、小太郎は呼びかける。しかし、麻姫は足を止めようともしない。

「せめて僕が前にいくから」

「そんな棒切れもちゃんと持てないのに、先頭なんか任せられないわ」

　麻姫はばっさりとそう言い捨てる。

　小太郎はビルの入口に落ちていた角材を手に持っていた。テナントが撤てつ退たいするときに置き忘れていったものだろうか。大した重さではないのだが、なにしろ身体を動かさない趣味しかない小太郎である。構えた手は頼りなく揺れ、角材はふらふらとさまよっている。気をつけないと、麻姫の頭を叩いてしまいそうだ。

「そんなんなら、持ってないほうがマシなんじゃない？」

「でも、相手はナイフを持ってるんだよ」

　凶器を持っている人間相手に、素手で立ち向かう勇気はない。

「っていうか、姫咲のほうが危ないでしょ」

「私は空手使えるから」

「そうなの!?」

　人は見かけによらない。

「二段よ」

　しかも有段者ときた。

　ひょっとして、これからも呪害対策課で働くなら、格闘技は必須だったりするのだろうか。完全に文化系の小太郎には厳しい話である。

「姫咲は、なんで空手を？」

「昔ね。母さんに護身用にって言われて」

　麻姫の母親。過去に、大規模な呪害を解決するために、死んでしまった。

「母さんは、私にも、幽霊や呪いと戦ってほしいって言ってた。そのためには『視る』才能があればいいんだけど、結局そうした『ないもの』と関わるのは、それを生み出した人と関わるってことだから。人も相手にできなきゃいけない」

「それで姫咲は」

「そう、空手を習うことにしたの」

　麻姫はそう答えたが、小太郎はべつの言葉を考えていた。

　それで姫咲は、呪害対策課で働いているのだ。母親の遺志を継ついで、幽霊や呪いと戦うために。

　だとすれば、あの怠惰な態度は、本当に幽霊対策というだけなのかもしれない。『幽霊と真剣に向き合ってはいけない』と、麻姫は何度も小太郎に言っている。それを守るために、麻姫はあのような態度を取っているだけなのかも。

「ふわぁ……」

「…………」

　そんな仮説が一気に怪しくなる。こともあろうに、麻姫はこのタイミングであくびをしたのだ。やはり、ただ怠惰なだけかもしれない。

「この部屋ね」

　そのあくびをかみ殺し、足を止めて麻姫が言った。

　会話をしている間に、二人は三階まで上り詰めていた。左右に扉がある。先ほど男が顔を出し、木箱を投げた窓があるのは右手の部屋だ。

「いくわよ。いい？」

「わ、わかった」

　正直覚悟などできていないが、ここまできたら頷くしかない。麻姫は小太郎の反応は気にしていないようだ。すぐに、扉を開いた。

　素早く室内に滑り込み、身構える。

　小太郎も角材を構えながら部屋に入った。

　ガランとした部屋だ。家具やオフィス道具などは一切なく、そのせいで広く感じる。リノリウムの床は薄汚れ、埃ほこりが溜まっている。天井の蛍けい光こう灯とうは全て外されており、明かりは窓からの日光だけだ。

　部屋には誰もいなかった。

「え？」

　小太郎は扉の後ろ側を覗く。そこにも誰もいなかった。

　並んだ窓の一つが開いている。そこが、先ほど男が木箱を放り投げた窓だ。男がいたのはこの部屋で間違いない。

「あっちに逃げ込んだのかしら」

　麻姫は、奥の扉に視線を向け、そちらへ歩を進める。給湯室かなにかだろうか。麻姫は扉を開けて、覗き込むが、やはり誰もいないようだ。

「変ね……」

　呟きながら、すぐに戻ってきた。

　小太郎は腕が疲れてきて、角材を下ろす。

「このビル、階段は一つしかないよね。エレベーターもない」

「ええ」

　そして二人がその階段を上ってきた以上、男はビルからは出ていないはずだ。いや、あるいは下階の部屋に隠れて、小太郎たちをやり過ごしてから外へ脱出したか。しかしそれなら下で騒ぎになっているはずだ。

「うおおおおお！」

　突然、怒声が響き渡った。

「危ないっ！」

　なにがなんだかわからないまま、小太郎は突き飛ばされて床に転がる。慌てて身を起こせば、麻姫が、ナイフを握って突き出された男の腕を摑んでいるところだった。

「このっ、来るなって、言った、言っただろう！　お前ら、この！　このこのこのこのこの──」

「うるさい。まったく、面倒かけさせないでくれる？」

　喚わめき散ちらす男にぴしゃりと言い放ち、麻姫はそのまま男の腕を捻ひねりあげる。

　男は呻うめき声を上げた。

　そのまま取り押さえられるかと思ったが──。

「なっ」

　ぼぎん、と音を立てて、男の腕がおかしな方向に曲がった。

　男が、自分から腕を捻ねじ曲まげたのだ。

　まるで痛みを感じていないらしい。男はそのまま、麻姫の拘束から抜け出してしまった。腕は奇妙な方向に折れ曲がっているのに、その手にはナイフがしっかりと握られている。

「な、なんだ、こいつ……」

　異様な光景だった。

　まるでキュビズム絵画のように、男の身体がありえない角度を描いて湾曲している。一つ一つの構成要素は見慣れたものなのに、その接続の仕方がおかしいだけで、吐き気をもよおすような非現実感が生み出されていた。

　麻姫が、いつになく緊張した表情で言う。

「どうやら、呪いが身体に染しみ込こんでしまってるみたいね。こうなるともう、肉体のある幽霊みたいなもので、人間の常識は通用しない……」

「あがああああああ！」

　男は、獣けものの叫び声のようなものを口から吐き出しながら、ナイフを持った腕を振り上げる。その軌き道どうはまるで鞭むちのようで予測できない。

「くっ」

「姫咲っ！」

　麻姫は腕をかわすと、男の顎あごを下から撃ち抜くように蹴けり上あげた。人形のような細いその脚のどこにそんな力があるのか、激しい衝撃を受けて、男はガクンと上半身を仰のけ反ぞらせる。

　が、男は、ひっくり返りそうな不自然な姿勢のまま、麻姫に突っ込む。

　空いているほうの手で、麻姫のふくらはぎを摑み、そのまま彼女を突き飛ばした。

「きゃあ！」

　麻姫が床に倒れる。

　長い髪が、翼のように広がる。

　男が振り回したナイフが、その髪に触れ、幾いく本ほんかを散らせた。

　体勢を戻した男は、麻姫に覆おおいかぶさるように飛びかかる。

　ナイフの切っ先が麻姫の首筋に迫る。

「このっ」

　小太郎は角材を振って男に叩きつけた。加減などする余裕はなかった。夢中で振った角材は男の胴どうにぶち当たり、男は仰あお向むけにひっくり返る。男の手から離れたナイフが、からん、と音を立てて床に転がった。

「おああああああおまえああああああ！」

　絶叫する声に、理性は一切感じられない。しかし、男のターゲットが小太郎に移ったことだけはわかった。

　男は普通ならありえないしなりで身体を起こすと、そのまま跳ねるように小太郎に飛びかかってきた。その動きは人間というより、バッタかなにかのようだ。

「けはっ……」

　男の手が小太郎の首を絞しめてくる。呼吸ができなくなり、意識が遠のいていく。力が入らず、払いのけることもできない。もうだめだ。早くもそう思ったとき。

「……？」

　ふっ、と男の力が弱まった。その隙に、小太郎は夢中で脚を持ち上げ、男の胴を蹴りつける。首が解放された。男は先ほど同様、仰向けにひっくり返った。

「げほっ、ごほっ……」

　小太郎は咳き込む。

　酸さん欠けつで視界がチカチカする。が、何度か呼吸するとそれも収まった。

「大丈夫、小太郎!?」

　声に視線を向けると、麻姫が、人形めいた顔を、さらに蒼白にしていた。息は荒く、髪はぐちゃぐちゃに乱れ、先ほど突き倒されたときにめくれたらしいスカートもそのままである。

「なんとか……」

「もう、無茶しないで」

「姫咲に言われたくないなぁ」

　まったく、普段の怠惰な態度からは想像もできない立ち回りだった。空手、と言っていたが、先ほどの動きは柔道のようにも見えた。もしかしたら、格闘技は一通り学んでいるのかもしれない。

　相手が普通の人間だったなら、それで充分すぎただろう。しかし、相手は普通ではなかったようだ。これから先も、こんなものを相手にすることになるのだろうか。初仕事のときの、男の子の幽霊を成じよう仏ぶつさせるみたいな、ほのぼのした雰囲気はどこに行ったのか。

　小太郎は、膝を震わせながらなんとか立ち上がり、倒れた男を見る。先ほどと違って男は跳ね起きてこない。

「え……？」

　それどころか、ピクリとも動かない。眼球は白目を剝むいたまま。腹や胸も動かず、呼吸も止まっているようだ。

「まさか……死んでる？」

「ええ。気づいてなかった？」

「う、わああ！」

　小太郎は男から逃げるように後退した。せっかく立ち上がったのに、そのまま尻しり餅もちをついてしまう。

　麻姫はすでに落ち着いてきたらしく、スカートを直しながら言ってくる。

「なにをいまさら……この部屋に飛び込んできたときからよ」

「え、どういうこと？」

「肉体のある幽霊みたいなものだって言ったでしょ。生前に呪いに取り憑かれて、死んだあとも、呪いによって強制的に動かされていたのね」

「そんな……」

　そんなことがあり得るのか。

　麻姫は、幽霊や呪いは『ないもの』だとずっと言い続けている。果たしてその『ないもの』が、死んだ人間を生きているかのように動かすなんてことがあっていいのか。それは本当に『ないもの』なのか。

　小太郎が思い惑う横で、麻姫もなにやら疑問を覚えたようだった。首をかしげつつ、もはやピクリとも動かない男を見下ろして呟く。

「それより、この男は、どうしていきなり呪いから解かれたの？」

「姫咲が成仏させたんじゃないの」

「私はなにもしてない。そもそも、この男が動かなくなったのは、あんたに触れてるときでしょ……え、まさか」

　麻姫は不意に小太郎に視線を向ける。

「……小太郎、あんた、急に具合悪くなったりしてない？」

「え？　いや、べつに」

　屍体を目の前にして、調子がいいと言うつもりはないが、格別不調ではない。

「ということは、吸収じゃないのね。それじゃ、ひょっとしてカイジュ？」

　カイジュ、という音の並びが一瞬なにかわからなかったが、すぐに小太郎の頭の中で漢字変換される。

　解呪。

　呪いを解く。

　その言葉に、小太郎は、こんな状況だというのに思わず苦笑してしまう。あるいは、あまりに緊迫した状況に、感情と表情を結ぶ回路が混線してしまったのかもしれない。

「まさか。だってそんなこといままで一度も──」

「そりゃそうでしょう。解呪はかなり特殊な性質なの。自分が呪害の影響を受けることなく、消去できるんだから。その分、なんらかの制限はあるはずなんだけど……ともかく、影響を受けないんだから、解呪してても、自分では気づけないでしょう」

　そういえば、と小太郎は思い出す。

　麻姫の父親に指摘されたのだった。これまで、呪いに当てられたり、幽霊に取り憑かれて困ったことがほとんどないのではないか、と。

　その原因の一つは、小太郎の綺麗好きな性格だという話だったが、それ以外にもまだなにかあるようなことを、彼は口走っていた。

　彼は、あの時、小太郎が解呪という力を持っていることを看かん破ぱしていたのか。それにしては、そのことをはっきり口にせず、言葉を濁していた理由がわからないが……。

　と、そこで小太郎はまたべつの疑問を覚える。

　麻姫も、その解呪の能力を持っているわけではないのか？　それにしては、随ずい分ぶんと驚いている様子だが……。

「おい、無事か！」

　と、その疑問を断ち切るように、三日月が飛び込んできた。続いて、警官も何人か一緒になだれ込んできた。皆、銃を構えている。

「急に動けるようになって、突入してきたが……これは」

　と、二人の足元に倒れた男に気づいて、三日月は息を呑む。

「姫咲、お前まさか……」

「違うわよ！　こいつはもう死んでた。呪いで無理やり動かされてたの」

　麻姫は、先ほど小太郎にした説明を繰り返した。

「じゃあ、また呪いで動き出すってことはあるのか？」

「それはないわ。呪いは完全に消えた。誰かが持ち出して、ネクロマンシーでも施ほどこせばべつだけど」

　冗談で言ってるのか本気なのか、小太郎には判別がつかなかった。

「じゃあもう検死しても問題はないか……誰か、鑑かん識しきを呼んでくれ！」

　三日月の言葉に、一緒に突入した警官の一人が階下へ駆けていった。しかし、すでに死んでいて、呪いで動いていた人間というのは、どういう検死結果になるのだろうか。小太郎には想像もつかない。

「けど……こいつ、どこにいたんだろ。僕らがこの部屋に入ったときには、どこにもいなかったよね」

「それは簡単な話じゃない？」

　そう言って、麻姫は歩き出す。小太郎が慌ててついていくと、彼女は部屋を出て、向かいの扉を示す。

「あいつはこっちの部屋に移動していたの。で、私たちがやってきたのを聞きつけて、戻ってきた」

　言われてみれば単純なことだった。

「……けど、どうしてこっちに？」

「さあ、こっちの部屋には椅子があって、休めるんじゃない？　見てみればわかるわ」

　適当なことを言いながら、麻姫は扉のノブに手を伸ばす。それを、遅れてやってきた三日月が止めた。

「待て待て。遠慮なく指紋をつけるな。事件現場だぞ」

　そう言って三日月は、手袋をはめてから、ドアノブを握り、ゆっくりと扉を引いていく。

　そのときだ。

「うわああああっ！」

　元いた部屋のほうから、叫び声が聞こえた。

　三日月は即座に身を翻ひるがえした。小太郎と麻姫も遅れて追いかける。

「どうした──これは」

　三日月はその場に立ち尽くす警官に問いかけるが、それより先に、その光景が目に入ったのだろう。息を呑んだ。小太郎と麻姫も、言葉もなくその光景を見つめる。

　倒れていた男が、びくびくと震えている。

　生きている、あるいは、生き返った、という動きではない。ただ、電流を流されたから筋肉が反応しているとでもいうような、生命の伴わない活動。

「っ……みんな離れて」

　麻姫がなにかに気づいてそう言った。

　次の瞬間。

　男の身体が裂けた。

　ピシ、ピシ、ピシ、と。

　数日雨の降らなかった土がひび割れるように。

　あるいは、地震でアスファルトに亀き裂れつが入るように。

　頰に、首筋に、腕に、脚に、恐らくは服で隠れて見えない部分も含めて全身に。

　傷が走っていく。

　小太郎は夢の光景を思い出す。

　カッターナイフで自ら肌を切り裂いた進藤篤樹。

　男の身体に走る傷は、それと同じように見えた。

「う、うわっ」

　警官が、いまさらのように身を引く。

　裂けた傷から、血が辺りに飛び散る。

　男の身体は打うち揚あげられた魚のように跳ね回り、血の飛ひ散さんする範囲を大きく広げた。

「早く、部屋から出たほうがいいわ」

　麻姫に言われ、小太郎と、三日月、続いて、警官たちも慌てて部屋を出る。誰だってこの異様な屍体と同じ部屋にいたくはないだろう。

　麻姫が扉を閉じる。

　その向こうで、男の跳ね回る、どたん、どたん、という音がどんどん大きくなっていく。まるで、たくさんの動物か子供が駆け回っているかのように喧やかましい。

　そして、ひときわ巨大な音がしたと思った直後。

　ばしゃん。

　と、ペンキを地面にぶちまけたような音が響き渡って、そのあとはなにも聞こえなくなった。

「……どうなったの？」

「想像したくもないわね」

　麻姫は緩ゆるく首を振ると、隣の部屋へと向かった。なにが起こったのか確認するつもりはないようだ。

「なんであんなことが起こった？」

　三日月の問いに、麻姫は眉間に皺しわを寄せながら答える。

「たぶん、身体に時限式の呪いが仕込まれていたのね。最初の、死んでも活動し続ける呪いが切れたら、そちらの呪いが発動して、肉体を破壊し、証拠を隠いん滅めつする……」

「っていうことはなにか。あの男は使われてただけで、黒幕はべつにいるってのか」

「そう考えるのが自然ね……まったく、厄やつ介かいな話だわ」

　心底面倒くさいというようにため息をつきながら、麻姫は部屋の奥へ進む。小太郎はどうするべきか迷ったが、背後で、いましがた到着したらしい鑑識課員が、扉を開けて「自爆テロの現場かね、ここは」とぼやくのを聞いて、麻姫についていくことを決意する。なにが待っているにしても、あちらよりはマシだろう。

　こちらの部屋は、向かいの部屋と違い、オフィス用の家具がいくつか残っていた。回転椅子にデスク。キャビネットも三つほど。しかし、当然それは残り物なのだろう。がらんとした印象は拭ぬぐえない。

「仲間が潜ひそんでたりは……しないようだな」

　三日月が懐に入れていた手を出す。どうやら拳けん銃じゆうを握っていたようだ。

　麻姫は無言で歩を進める。キャビネットで陰になっている部屋の角へ。

　そして。

「これ、は……」

　呻き声を上げて立ち止まった。

　否、立ちすくんだと言ったほうがいいかもしれない。

「どうした……うっ」

　三日月まで、嫌悪感に、岩のような顔を歪ゆがませる。

　小太郎は、最後に、その場所を覗き込んだ。

　吐き気を催もよおす。

　まったく、あちらよりマシなんてことはなかった。

　小太郎が取るべき行動は、さっさとこのビルを出ることだった。

　大量の箱があった。

　正十二面体の木箱。

　完成しているものも、未完成のものも、蓋が閉じているものも、蓋が開いているものも、壊れているものも、不規則に積み上げられている。

　そして、それらの隙間から滲にじみ出でるように。

　髪の毛が。

　爪つめが。

　歯が。血が。皮膚片が。眼球が。骨が。指が。

　無数の『人であったもの』が、打うち棄すてられていた。
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　薄暗い部屋の中。

　私はカタカタと、キーボードを叩く。

　暗い部屋は落ち着く。

　そこでは『いないもの』と『いるもの』の区別がつきにくくなるから。

　部屋の唯一の光源であるモニタには、無数の文字列が並んでいる。

　ゲームのプログラムだ。

　またアプリが削さく除じよされてしまったので、新しいものを作らなければいけない。

　どうしてみんな、邪魔をするのだろう。

　このアプリが広まれば、いいことがたくさんあるのに。

　人はみんな、幸せになりたいと言う。

　幸せになりたいなら、このアプリを使えばいいのだ。

　そうすれば、みんな『いないもの』になれる。

　いないのだから、苦しいことも悲しいことも辛いことも嫌なこともない。

　ほら、幸せだ。

　いなくなることは幸せなのだ。

　だから──。

「呪いを広めなきゃ」

　私は呟く。

　自分の目的を忘れてしまわないように。

「呪いを、もっともっと広めなきゃ」

「どこまでもどこまでも広めなきゃ」

　私は、マウスから離した手をテーブルの端に伸ばす。

　そこにある木製の箱をそっと撫でる。

　正十二面体の箱。

　中には『いないもの』が詰まっている。

　それが呪いを生んでくれる。

　呪いは幸せの源みなもとだ。

　呪いが広まれば、いいことがたくさんある。

　だから──。

「みんな」

　これは呪い箱。

「みんな、みんな、みんな、みんな」

　呪い箱は幸せの箱だ。

「みんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんな──」




「──呪われろ」




　そして幸せになるのだ。
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「疲れた……」

　小こ太た郎ろうは、ぐったりと沈しずみ込こむようにアパートの床に座り込んだ。傍はたから誰だれかが見ていたら、スライムだと思われたかもしれない。それくらい、身体からだの力が抜けていた。

　区役所での勤務が始まってまだ三日とはとても信じられない。もう一年くらい、呪害対策課で幽霊やら呪のろいやらに関かかわっているような気がする。

　殊ことに今日は堪こたえた。

　幽霊ならば見み慣なれている。区役所からこのアパートまで歩いている間にも、五体くらいは見かけた。いちいち数えていないので、正確な数はわからない。道端に咲いているタンポポの数を数えながら歩く人間はいないだろう。それと同じだ。

　だから、幽霊だけなら、大して気にはならないのだ。

　けれど今日は、夢の形でとはいえ、人が二人、自殺するところを目撃し、そのあと、間近で人の身体が異様な壊れ方をするのを見た。そして最後に見たあの大量の──。

「いや、やめよう」

　小太郎は慌あわてて首を振る。わざわざ嫌な記憶を呼よび覚さますこともないだろう。

　カップ麺めんを用意してから、カバンを置き、着替える。部屋着に着替え終わったころには、三分経過して麺は食べごろ、食欲をそそる匂においが部屋に漂っている。

　席について、蓋ふたを開ける。スープを投入してかき混ぜて完成。昨日麻ま姫きの実家で食べた夕食とはえらい落差だが、空腹の前には高級料理もカップ麺も等価である。

　麺をすすりながら、小太郎は思考に没頭していた。

　そもそも、なんで自分は、こんなに疲ひ労ろう困こん憊ぱいなのか。

　予定では、九時五時勤務の役所での仕事を終えたらあとは読書三ざん昧まいの日々を過すごすはずだったのだ。一日一冊読破、なんてこともできるかもしれない、などと思っていた。それが、現実には、入職以来、まだ数ページも進んでいない。

　問題はやはり、幽霊だ。小太郎自身、子供ながらに、関わればろくなことにならないと思って、見えていないという態度を取ることで、周囲の人間との関係を保たもってきた。

　麻姫の言うとおり『いないもの』は『いない』のだ。なのに、ここ数日の小太郎は、その『いないもの』に思い切り振り回されていた。

「駄目だよなぁ」

　思わず呟つぶやいてしまう。

　そう、駄目なのだ。幽霊や呪いに関わるのは、小太郎には向いていない。『視みえる』体質だろうが、解呪の能力があろうが、精神的に、それと向き合うのが得意かどうかは別問題だ。

　だから、小太郎にとって、最善の選択肢は、自分が配属されたのが呪害対策課だと知った時点で、辞表を書くことだった。あるいは、それ以外のいつでも、なんならいまからでも、それが次善の策さくだろう。

　けど。

　どうにも、そうする気にはなれなかった。

　きっちりした性格なので、やり始めた仕事はちゃんと続けたい、と思っているのか。あるいは、単純にいま起こっている事件の結末が気になっているのか。はたまた単なる惰だ性せいなのか。

　そのどれもが当てはまりそうだけど、多分、本当に気になっていることは一つだ。

　姫ひめ咲さき麻姫。

　小太郎の初めての、歳とし下したの上司。

　彼とは正反対の、怠たい惰だで、いい加減な少女。

　不真面目で、適当で、けれど──『いないもの』に自分から関わっていった。

　幽霊や呪いに真剣に関わるなんてバカのすることだと言い放っておきながら、自ら呪害対策課に入職した、その矛む盾じゆんした行動が、小太郎には、わかる気がする。

　共感や感情移入とは違うけれど、親近感のようなものを抱いてしまう。

　きっと、あんなにはっきりと物事を口にする彼女も、『いないもの』に対する態度を決めかねているのだろう、と思う。

　正解などないのだ。なにしろ相手は、本来なら存在しないはずのものなんだから。

　そう、それはまるで小太郎にとっての麻姫のように、イレギュラーなのだ。

「そりゃそうだ」

　小太郎は思わず苦笑を漏らす。

　普通は思わないだろう。区役所の上司が、あんな人形みたいな、高校の制服を着た少女だなんて。

　……と、ふとそこで、小太郎は気になった。彼女は、なぜ制服を着ているのだろう。前にも一回疑問に思ったことがあったが、そのあといろいろあったせいで、尋たずねる機会を逸いつしていた。そのうち訊きいてみよう、と思いながら、小太郎は卓上のノートパソコンを開く。

　気分転換に動画でも見ることにした。

　ちらほらと『見ると呪われる動画』だの『閲覧注意・やばい都市伝説まとめ』だのいうタイトルの動画を見かけるが、いまはそういうものを見る気にはなれなかった。

「この辺にしとくか」

　漫画家がギネス記録に挑戦するという、まるで頭を使わずに見れそうな動画を発見した。顔面に大量に付ふ箋せんを貼り付けたサムネイルだけでちょっと笑ってしまったので、見てみることにする。




「ねえ、お兄さん」




　思わずカップ麺をひっくり返しそうになった。

　パソコンを見る。画面はまだ、閲えつ覧らんページに飛んでいない。リンクをクリックしていないのだから、当然だ。なので、音声が発生するはずがない。それに、いまの声は、パソコンのスピーカーではなく、背後から聞こえたような……。

「お兄さんってば。僕のこと見えるんでしょ？」

「うわあああっ！」

　今度は、はっきりと聞こえた。

　小太郎は椅い子すを蹴け立たてて立ち上がると、声とは反対方向の壁際に逃げた。

　なんてことだ。このアパートに幽霊がいたのか。

　小太郎は、新生活を始めるにあたって、新しい住まいを探すために、とにかく『幽霊がいない』というのを条件にした。もちろんそんな条件が不動産屋の情報に載っているはずもないので、自分で足を運んで確かめるしかなかった。部屋だけでなく、アパート全体や、周辺地域までウロウロと歩き回る小太郎を、同行していた不動産屋さんは妙みように思っていたことだろう。

　その甲か斐いあって、近所も含めて幽霊が一体もいないこのアパートを見つけることができたのだ。ニュースサイトや新聞をあたって、近くで事故や事件が起きていないかも調べた。

　だから大丈夫だったはずなのに……。

「……って、君は」

　そこでようやく、小太郎は目の前に現れたその姿を見て、呟いた。

　幽霊は、部屋の壁際に立っていた。当たり前のように。まるで小太郎に招まねかれた客であるかのように。

　それは男の子の姿をしていた。それも、見み憶おぼえのある。つい先日、工事現場で麻姫に除じよ霊れいされたはずの、あの幽霊だった。

「君は、なんでまだいるんだ？」

　小太郎の問いの意味がわからなかったのか、男の子は首をかしげた。それから、とことこと歩き出して、テーブルの、小太郎が座っていた席の向かい側に座った。

「お姉さんのところに行こうと思ったけど、行けなかったからお兄さんのところにきたんだ。ねえ、お話ししようよ」

　前は『遊ぼうよ』としか言わなかったのが、随ずい分ぶんと喋しやべるようになっている。これは、麻姫の除霊の効果なのだろうか。生前の心残りがなくなったので、場所と一つの思考に囚われなくて済むようになったけれど、まだ成仏はできていない、とか、そんな状態なのだろうか。

　小太郎にはわからない。幽霊が見えるだけで、幽霊に詳くわしいわけではないのだ。

「まあ、いいか」

　小太郎は息をついて、席に戻った。

　ただの男の子の幽霊なら、取とり憑つかれたりすることもあるまい。

　追い出そうと思えば追い出せるのかもしれないが、正直そういうことを試ためすのも面倒だった。

　小太郎はノートパソコンを閉じる。カップ麺をすすりながら、動画を見る代わりに少年と会話をする。

「お兄さん、名前は？」

「小太郎。加か藤とう小太郎だよ。君は？」

「僕はね──」

「小太郎お兄さんは幽霊が見えるんだね」

「うん、君くらいの歳のときからずっと」

「へえ。それは都合がいいね」

「え、どういうこと？」

「うんとね、これを作ってほしいんだけど」

「ふぅん──」

「──、──」

「────、──」





　　　　※






「おはようございます……」

「遅いわよ小太郎──って、どうしたの、めちゃくちゃ眠そうだけど」

　翌朝。

　呪害対策課の部屋に出勤した小太郎に、麻姫は珍めずらしく、心配するような声をかけてきた。ただし、相変わらずスマートフォンを操そう作さする手は止まらない。

「いや、その、ちょっと読んでた本が面白かったからさ」

　小太郎は適当にごまかした。まさか『姫咲が除霊したはずの男の子の幽霊が、ちゃんと除霊されてなくて家に押しかけてきたので、一晩中喋ってた』とは言えないだろう。

　幸い麻姫は信用したようで「どうせここで読めるんだから、ほどほどにしときなさいよ」とロクでもないアドバイスをして、またすぐ画面に視線を戻した。

　小太郎は曖あい昧まいに返事をして、向かいのソファに腰を下ろす。

　それにしても眠い。

　結局昨晩は、男の子の幽霊相手に、ひたすら、幽霊がらみの話をし続けた。初めて幽霊を見たときのことから、幽霊が見えるせいで仲間はずれにされた小学生時代、見えないふりをするようになったときの苦労から、いま現在の呪害対策課でのあれこれまで。カップ麺を食べ終わっても、手て持もち無ぶ沙さ汰たに文房具をいじりながら、カーテンの向こうが明るくなるまで延々喋っていた。

　夜が明けるころには、男の子は姿を消していた。気づけば、小太郎はテーブルに突つっ伏ぷして眠っていた。彼は慌てて着替えて、歯を磨いて髪を整えて、アパートを飛び出したのだった。

　どうしてあんなに語ってしまったのだろう。語りたいのなら、同じ、幽霊が見える体質の麻姫に語ってもよさそうなものだ。相手が幽霊というのが、気を遣わなくてよかったのかもしれない。

　駄目だ、寝落ちしそうだ。

　昨日あれだけのことがあったのに、呪害対策課は暇ひまの一言だった。まあ仕方がないだろう。あれはもはや、区役所ではなく警察の領域だ。きっちりと犯罪捜査をして、犯人をあげてもらうしかない。

　ほかにできることといえば、新たな相談者を待ちながら、部屋の片付けをするくらいだ。しかし、麻姫曰いわく『吹ふき溜だまり』であるここは、いくら掃除してもすぐ汚れてしまう。小太郎は綺麗好きだが、掃除自体が好きなわけではない。賽さいの河原かわらの石積みを延々繰り返す気にはなれなかった。

　麻姫は相変わらずスマートフォンをいじっている。

　小太郎も本を読めばいいのだろうか。しかし、やはり今日もそんなことをする気にもなれないほど眠かった。

　そういえば、彼女はどんなゲームをやっているのだろう。

　ずっといじっているということは、スタミナ的なものが消費されても、課金してすぐにプレイできるようにしているか、あるいは複数のゲームを巡回しているのだろう。仕事などの隙すき間ま時間にやるならともかく、あんなに延々とプレイしていて飽あきたりしないのだろうか……。

「おい、大変だぞっ」

　ばたん、というドアが開く音とともに、そんな声が響いて、小太郎は目を覚ました。

　うたた寝をしてしまっていたらしい。まだ始業してから一時間も経たっていない。新社会人としてどうかしている。

　小太郎は頭あたまを振り、ペチペチと頰ほおを叩たたいてから、ドアのほうを見た。

　やってきたのは三み日か月づきだった。相変わらずの、着崩したスーツ姿。その上に乗っている岩のような顔は、いつになく焦った様子だ。

「どうしたの？」

　麻姫は、変わらないテンションで問う。もう何百年も待機していたかのような、怠惰の極きわまった口調である。

　小太郎が寝こけていたのも、麻姫のテンションが低いのも気にせず、三日月はスマートフォンを取り出した。そして、ソファの間のテーブルに置いて、二人から画面が見えるようにする。

「これ、見たことあるか？」

　小太郎は画面を覗き込む。そこには、




『レッドコート出現情報』




　というタイトルが書かれている。不特定多数が書き込める掲示板のようで、その下には延々とコメントが並んでいる。

「レッドコート、ってなに？」

「全国的に騒さわがれてる連続殺傷事件の犯人の俗ぞく称しようだ」

　三日月の説明によると、去年の秋ごろから、東京を中心に、関東圏でいくつもの通り魔被害が発生していたらしい。手口が共通しているので、警察は同一犯として捜査を進めていたが、まるで手がかりが摑めず、被害者だけが増えている。その数はすでに二桁けたに上るそうだ。

「それは怖いですけど……でも、これがどうしたんです？」

　確かに痛ましい事件だが、現場は関東だ。小太郎や麻姫、三日月に関係しているとは思えないし、ましてや、三日月が朝から慌ててここに飛び込んでくる理由がわかならない。

　小太郎がそう言うと、三日月はスマートフォンの画面を動かしながら告げる。

「理由は二つだ。このサイト、都市伝説やら幽霊やらの情報を書き込むサイトで、ここはレッドコートの目撃情報を書き込むページなんだが……奴がだんだん北上してきてたのがわかる」

「本当ですね」

　確かに、書き込みをたどっていくと、はじめは関東圏──主に東京の二十三区内での目撃情報ばかりだったのが『福ふく島しまの殺人事件、レッドコートの仕し業わざらしい』という書き込みを境さかいに、北での目撃情報が増えていく。

　仙せん台だい、大おお崎さき、盛もり岡おか……とまるで東北新幹線に乗って移動しているかのように──実際そういう推すい測そくをする書き込みもあった──北上していき、最後のほうでは『函はこ館だてでも被害者でたって』『ついに北海道上陸！』『札さつ幌ぽろもやばいんじゃ』『新幹線より先にレッドコートが到達するな』と無責任な書き込みが続いていた。

「これ、実際に事件は起こってるんですか？」

「全部は確認してないが、函館では実際殺傷事件があった。容疑者はほぼ現行犯で逮捕されてるんだが、そいつは、関東でレッドコートによる事件が起こっている時期にも、ずっと函館にいたことがわかっている」

「なんだ。じゃあ無関係じゃないですか」

「残念ながら、そうじゃない」

　三日月は首を振った。

「それがもう一つの理由だ。レッドコートっていう名前の由来」

　三日月はスマートフォンをしまいながら続ける。

「レッドコートが起こしたとされる一連の事件の被害者は、刃物で全身を切られて、血を流して死んでいる。その死体が赤いコートに見えるから、そんな名前がつけられたらしい」

「全身から、血を」

　それは。

　同じだ。自分で身体を切りつけて死んだ進しん藤どう篤あつ樹きと。あるいは、全身が裂けて血を流していた、あの男と。

「じゃあ、函館の事件の被害者も？」

「ああ。遺体は同じような状態だった。それにな」

　と三日月は一息ついてから続ける。

「容疑者も同じようにして死んでるんだ。刃物もなにも持ってなかったはずなのに、留置所で全身切り裂かれて、最後にはバラバラになったそうだ。見張りの警官がばっちり目撃したらしい」

　小太郎は、昨日の出来事を思い出して気持ち悪くなる。実際には、最後の瞬間を目撃したわけではないのだが、脳は勝手にその光景を想像してしまう。

「じゃあ、一連の事件は、ここで起きてる自殺アプリやあの木箱と関係しているってことですか」

　気持ち悪いのをごまかすように、小太郎は話を続ける。三日月は頷いて、

「そうだろうな。ああ、そうだ。決定的なのがもうひとつあった」

　まだあるのか。

「事件があったところの刑事で顔見知りの奴やつ何人かに聞いたんだが、レッドコートの被害者の中には、眼めやら指やらが欠けつ損そんしている屍し体たいがあった。それも、死ぬ直前か死んだあとに切られたりえぐられたりしている」

「それは、あの木箱の」

「多分な。詳しく調べれば、欠損のない遺体も、髪か爪つめを切られていることがわかるんじゃないか」

　小太郎はふたたび気持ち悪くなる。

　無数に積み上げられた木箱。

　その隙間から覗いていた大量の人の身体の一部。

　あれは、遠い地で、連続殺人犯が収集したものをかき集めたものだったのだろうか。

「表に出ていない被害者はまだいるだろう。それに、木箱を作ってる、あの空きビルみたいな拠きよ点てんもいくつかあるはずだ」

　小太郎はゾッとした。

　ここまでの三日月の話が正しいなら、事件は区役所の一部署の管かん轄かつを完全に超こえている。被害は全国的で、犯人はおそらく複数。完全に組織ぐるみの犯行だ。

「そんなの……僕たちじゃどうしようもないですよ」

「いや、解決してくれなんて無茶は言わねえよ。これはもう完全に警察の領域だしな。ただ、木箱を作ってる拠点を探してほしいんだ。それだけで、だいぶ捜査がしやすくなる」

「なるほど……」

　それなら小太郎たちでも可能かもしれない。あまりやりたい仕事ではないけれど、なにもせずにここでだらだらと過ごしているよりはいいだろう。

「いやよ」

　……と、小太郎が納得しかけていたところへ、それまで一言も喋らなかった麻姫が口を開いた。

「どうしてだ、姫咲」

　問いかける三日月に、ちらりと視線を向け、すぐにスマートフォンの画面に戻してから、彼女は答える。

「そこまで大規模な呪害は、こんな小さな部署じゃ力不足よ。東京の呪害対策課にでも頼むことね」

「けど、姫咲。協力するくらいはいいじゃない」

「いやよ」

　小太郎の言葉にも、麻姫はにべもない。

「忘れたの？　小太郎、あんた自殺の現場に行っただけで、当てられてぶっ倒れたじゃない。今度はあれじゃ済まないわよ。意図的に呪いを集めて生産している場所なんだから。昨日は、私があげた護ご符ふでなんとかなるレベルだったけど、もっとひどいところもあるかもしれない。そんな場所に足を踏み入れたら、今度は──」

　彼女は、心配するような、突き放すような、どこか矛盾した感情を含ふくんだ目で小太郎を一いち瞥べつする。




「──あなたがレッドコートになるかもしれないわよ」




　それでもいいなら止めないけど、私はごめんよ、と最後にそう言って、麻姫は不意に立ち上がると、部屋を出ていってしまった。





　　　　※






「やれやれだな」

　三日月は麻姫が出ていった扉を見て、肩をすくめた。

「珍しく怒ってたな。やっぱまずかったか」

「珍しく……？」

　小太郎は三日月の言葉に首をかしげた。彼女はだいたいいつも不機嫌そうにしていないだろうか。

　三日月は苦笑して言ってくる。

「怒ってるときじゃなきゃ、それでもいいなら止めないけど、なんて言い方しねえよ、あいつは」

　言われてみればそうかもしれない。いつもなら麻姫は、なんだかんだいっても小太郎を引き止めようとしてくるのだ。

「でも、どうして怒ったんです？」

「俺が事件の規模のデカさをわかってて、協力を頼んできたからだろ」

「どういうことです？」

　小太郎は再度問う。たしかに自分の手に余あまるような仕事を押し付けられたら不機嫌になることもあるかもしれない。しかし、断るなら普通に断ればいいだろう。怒ることはない。

　そう言うと、三日月は苦笑して言う。

「いや、すでに何度も言われているからな。呪いや幽霊が絡んでる事件のときは、真剣に向き合っちゃいけない。適当に対処して、簡単に解決できるくらいの規模のものじゃないと相手にしちゃいけない、ってな」

「あ……」

　小太郎は息を呑のんだ。これまで何度も聞いていた話が急に出てきた。

「分不相応なことはするな、って意味かと思って、最初は反発したんだけどな、どうもそういう意味じゃないらしい。あいつ、『いないもの』は『いない』んだってよく言ってるだろ」

「ええ」

「幽霊とか呪いってのは『ない』んだよな。小太郎、見み上あげ入にゆう道どうって知ってるか？」

　突然話が飛んだ。小太郎は慌てて記憶を探るが、ぼんやりとしたイメージしか浮かんでこなかった。多分、昔アニメかなにかで観たはずだ。

「たしか妖怪の名前ですよね。見上げるほど巨大なお坊さんの」

「そうだ。道端で出会って、でかいと思って見上げると、どんどん大きくなるんだ。けど、大したことないと思って視線を下に向けると、逆にどんどん小さくなるんだと」

　言われてみると、そういう話だったような気もする。

「あいつが言ってる『いないもの』っていうのはそういうことらしい。すごい呪いだと思ってるとどんどんすごくなるし、危険な幽霊だと思うと本当に危険になる。『いないもの』を『いる』ことにしてるのは人間だから、人間が勝手にイメージすれば、それは実際にそうなってしまうんだ」

　真剣に向き合うな、というのはそういうことなのか。

　真剣に向き合おうとすると、それは『真剣に向き合うべきもの』に変じてしまう。大したことがなかったような呪いも、実際に人を殺すような呪いに成長してしまう。

「今回の事件だと、たくさんの人間が、すでにレッドコートを危険な連続殺人犯だってイメージしちまってる。だから、その呪害は相当厄介なものになってしまってるんだろう。それを大したことない呪いに縮ちぢめるには、もうそれなりの力や技術を持ってないと無理、ってことなんだろうな」

「…………」

　小太郎は、ようやく意味がわかってきた。

　麻姫が何度も忠告してきたことの意味。それに、麻姫がいつも怠惰な態度を取っている意味も。

　それは、呪いや幽霊が見える自分が騒ぐことで、それらが無駄に成長してしまうのを防ぐためだったのだろう。

「じゃあ、いつもスマホでゲームしてるのも、そういう理由だったのか……」

「ん？　あいつ、ゲームなんかしてないぞ」

　ふと呟いた言葉に、三日月がそんなふうに言ってきた。

「え？　でも、いつも画面見てるじゃないですか」

「いや、もちろんゲームしてるときもあるかもしれないけどな。でも、あれはほとんど──」

　三日月は小さくため息をつき、




「──自分の身体に呪いが溜たまるのを防いでるんだ」




「……え？」

　絶ぜつ句くした、とはこのことだろう。小太郎は信じられない気分で三日月を見た。三日月はわざとらしく肩をすくめてみせた。

「言ってなかったんだな、あいつ。まあ、変なところで意い地じっ張ぱりだからなぁ」

　変なところというかだいたい全部意地っ張りだろう、という気もしないではなかったが、それ以上に、衝撃的すぎて小太郎は息急せき切って問う。

「どういうことですか？　呪いが、溜まるって？」

「あいつ、幽霊を成仏？　浄じよう化か？　正しい言い方はわからないけど、そういうのができるだろ。でもあれは、実際には、その念とか呪いを自分の体内に吸い込んでるだけらしい。その辺は人によって体質が違うらしいけどな。ちゃんと呪いを解ける奴もいるらしいが、姫咲はそうじゃないんだと」

　解呪。そうだ。麻姫は小太郎にはその体質があると言っていた。もしそれが、麻姫と同じものなら、そういう言い回しをしそうなものだ。『あんたにも解呪ができるんじゃない？』とか。

　あのときも小太郎はちらりと疑問には思ったのだ。麻姫にも解呪の力があるのではなかったのか、と。それにしては、反応が妙だった。あれは本当に、小太郎の体質が珍しかったからだったのだ。

「じゃ、じゃあ姫咲がスマホをいじってたのって……」

「呪いを吸収してくれるアプリがあるんだと。どこだかの陰おん陽みよう師じが作ったらしい。最近はそういう職業もハイテクじゃないとやってらんないのかね。ともかく、麻姫は、そうでもしてないと、こういう普通の場所でも、薄い念を吸い込み続けて、具合が悪くなってしまうらしい」

「…………」

　そういえば、麻姫は実家に戻ったときだけは、スマートフォンを手放していた。あの家は、呪いや霊が入ってこられない結界が張ってあるという話だった。だから、その呪い吸収アプリとやらが必要なかったのだろう。

　つまり、彼女にとっては、それほどまでに切実なのだ。

　呪いを受けない、ということが。

　不用意に呪いを大きくしてしまわないということが。

　だから彼女は、いつもああしてスマートフォンをいじり続け、霊や呪いに関する相談に対して、やる気のない態度で接していたのだ。

　一方で彼女は、死んだ母親の跡を継つぐように、この呪害対策課に就職している。呪いや霊と縁のない生活をしたければ、その行動はおかしい。麻姫には、そこまでして呪害対策課に入る理由があったのだろうか。

　それはやはり、母親の想いを引き継いだということなのだろうか。

　麻姫の母親は、麻姫にも、幽霊や呪いと戦うことを願っていたらしい。その願いのために──死んだ母親のために、彼女はここで、怠惰に過ごしているのだろうか。

　それは。

　それはなんだかとても……。

「……もう一つ、訊いてもいいですか？」

　気になっていたことを思い出して、小太郎は口にする。

「ん、なんだ？」

「姫咲が高校の制服を着ているのも、なにか理由があるんですか」

「あー、あれはな……」

　と、三日月は、顔をしかめた。

　そうすると、岩のような顔が、ますます自然の岩石めいてくる。刑事としての恐ろしさも一段とアップだ。

　事情は知っているが、話しづらい、という様子。小太郎は黙だまって答えを待つが、三日月が口を開くより先に、

「三日月さん！　小太郎！」

　先ほどの三日月よりも激しい勢いで、麻姫が部屋に飛び込んできた。

「どうした？」

　目を丸くする三日月に、麻姫は慌ててスマートフォンを差し出してくる。

「いま、有ゆ里り華かちゃんからメッセージがきたの」

「有里華？　ああ、この前自殺した進藤篤樹と駿河するが祥しよう子この友人か」

　早はや瀬せ有里華。行方不明の二人を探してほしいと相談しにきた高校生。そういえば、二人の屍体を発見した日以来、どうしたのか聞いていなかった。

「っていうか、いつの間に連絡先交換してたんだ……」

「そんなことはどうでもいいの。いいから見て」

　と、差し出してくるスマートフォンの画面に目を向ける。

　そして息を呑んだ。

　そこには、顔文字も絵文字もない、飾り気のない文章で、




『たすけて　このままじやしんじやう』




　漢字や小文字すら使っていないのは、その余裕もなかったということなのだろうか。それはまるで、殺人事件の被害者が死に際に書き残したダイイングメッセージのような不吉なものに見えた。





　　　　※






　先日と同じように、三日月の車に乗って三人は早瀬有里華が住むマンションへ向かった。進藤篤樹と駿河祥子の自殺のときに事情聴取をしていたので、住所は三日月が知っていた。

　麻姫は後部座席で相変わらずスマートフォンをいじっていたが、助手席に座る小太郎からは、その印象はもう全然違うものになっていた。

「…………なに、小太郎。こっちジロジロ見て」

「い、いや……」

　バックミラー越しに睨にらまれて、小太郎は慌てて、視線を前方へ戻そうとする。が、思い直して、麻姫と視線を合わせて言った。

「なんか、意外だなと思って」

「意外？　なにが」

「早瀬さんのこと、そんな風に心配してることが。普段は全然やる気ない感じなのに」

「当たり前でしょ。私をなんだと思ってるのよ」

　ふんっ、と鼻を鳴らして、スマートフォンに視線を戻す麻姫。その態度は、小太郎にはなんだか照てれているように見えた。

　三人が到着したのは、五階建てのマンションだった。

　エレベーターで三階に上り、有里華たち一家が住んでいる三〇四号室へ。

「ここね」

　麻姫がインターフォンを押した。しかし、なんの反応もない。間を置いてもう一度押すが、やはり同じだ。小太郎は表札を確認する。間違いなく『早瀬』とあった。

「変だな」

　三日月が呟く。

「事情聴取のときの話だと、早瀬家は三人家族。会社員の父と、専業主婦の母と、娘の有里華。母親は家にいていいはずだが……」

　買い物にでも出ているのか。いや、そんな穏おだやかな話ではないのかもしれない。

　麻姫が、もう一度インターフォンを押そうとしたところで、隣の三〇三号室から男が出てきた。寝ぼけた表情の青年だ。大学生くらいに見える。

「ちょっと失礼」

　三日月が警察手帳を見せながら声をかける。

「ここの早瀬さん。いま留守なのかな」

「ふぁああ……ん？　知らないけど。そういや最近見てないな」

「見てない？　いつごろから？」

「ちゃんと憶えてないけど。最後に見たのは二週間くらい前かなぁ」

「二週間前……」

　青年があくび交じりにエレベーターのほうへ去っていくのを見送りながら、三日月は呻く。

「嫌な予感がするな。小太郎、下に行って、管理人を呼んできてくれ。ここの合あい鍵かぎも持ってきてもらうように」

「わかりました」

　こういうときは、区役所職員という身分は便利だ。

　一階の管理人室にいた初老の管理人は、職員証を見せると、小太郎の言葉を疑うことなくついてきてくれた。

「ああ、早瀬さんねぇ。そういえば見かけなかったなぁ」

　三階へ移動しながら事情を説明すると、管理人は間ま延のびした口調でそう言った。

「そんな高級マンションじゃないからね。出入りのチェックはないし、見回りもそんなにしてないよ。私の仕事は、鍵をなくしたときに開けてやるとか、間違った曜日に出されたゴミをしまっておくとか、それくらいでね」

　三〇四号室前に到着すると、待ち人が、三日月と麻姫の他にもう一人増えていた。

「綾あや城しろさん？　どうしてここに」

　階段で上ってきたのだろう京きよう香かは、相変わらず、どれほどたらい回しにされた来所者の怒りも収まりそうな、ほんわりとした笑顔を浮かべて言う。

「たまたま隣の人から相談を受けてたの。早瀬さんの家から異臭がするって」

「隣？」

　先ほどの大学生はさして隣人に興味がなさそうだった。異臭について気にしていた様子もなかった。ということは、反対の三〇五号室の住人だろうか。

「というわけで、私もご一緒させてください。いいでしょうか、管理人さん？」

「え？　あ、はいはい。もちろん、かまわんですよ」

　ぽかんとした顔をしていた管理人は、京香に言われ、慌てた様子で頷いた。どうやら彼女に見とれていたらしい。気持ちはわかる。

　恋人である三日月はどんな顔をしているのだろう、と小太郎が目を向けると、彼は能面のような無表情で、刑事の態度を保たもっていた。知らなければ、この二人が恋人だなどとは絶対に気づけないだろう。さすがである。

「さっそくですが、鍵を開けてもらえますか」

「わかりました」

　能面のままそう言う三日月に頷き、管理人はポケットから鍵を取り出して、差し込んだ。

　音がして鍵が開く。続いて、ノブを回す。

　扉が開く。

　その瞬間、

「うっ……」

　小太郎は思わず顔をしかめる。三日月と管理人も、同じように表情を歪ゆがめていた。

「あらあら」

　京香だけは、普段どおりの笑みで、ちょっと困ったくらいの顔で言った。冷蔵庫の中に、使い忘れていた食材を発見した、程度の困り顔。しかし、漂ってきたのは、食品の腐敗臭どころではなかった。

「……呪いの痕こん跡せきもわずかに感じるけど、それより臭においのほうがひどいわね」

　麻姫が手で鼻と口元を押さえてそう言いながら、小太郎の隣に寄ってきた。空あいているほうの手で、小太郎のスーツの袖そで口ぐちをつまむ。

「姫咲？」

「っ！　……あ、いや」

　小太郎が驚いて、思わず名を呼ぶと、麻姫はもっと驚いて、逃げるように離れていった。どうやら無自覚な行動だったらしい。

　昨日のこともあるし、さすがに怯おびえているのかもしれない。なんだかんだいっても、まだ未成年なんだし……と、小太郎が思っていると、すごい目で睨まれた。どうやら、気づかずに口元が緩ゆるんでいたようだ。小太郎は、三日月を真ま似ねるように能面を作った。

「行こう」

　意を決したように三日月が踏ふみ込こむ。小太郎と麻姫もあとに続いた。管理人は迷っていたようだが、臭いへの嫌悪感より、職業的な責任感のほうがわずかに勝ったらしい。恐る恐るといった足取りでついてきた。最後に京香が続く。彼女だけは「おじゃまします」と律りち義ぎに告げた。

　臭いはどんどん強くなる。大量の肉を長時間放置しておいたような腐敗臭だ。だが、ただの肉ではこうはならないだろう。これは、昨日の空きビルで、木箱が大量に積まれていた部屋で嗅かいだ臭いを、何倍にも増幅したものだ。つまり──屍体の臭い。
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　それは、三日月がダイニングに続くと思われる扉を開けたとたん、さらに強烈に漂ってきた。

「これは……」

　三日月が呻き声をあげる。

　後ろから覗き込んで、小太郎は猛もう烈れつな吐き気に襲われた。

　テーブルの両側の椅子に、人が二人座っていた。服装からして有里華の両親だろう。はっきりと言い切れないのは、外がい貌ぼうからはもはや二人が何者かわからなくなっていたからだ。

　テーブルに突っ伏すように投げ出された顔は、半なかば腐り、崩れ落ちていた。

　眼球が、液体のようにとろりと垂たれ、テーブルにこぼれていた。

　周囲を、不快な音を立てて蠅はえが飛んでいる。

「うわ、わああああああ！」

　管理人が悲鳴をあげ、京香を押しのけて玄関のほうへ駆け出していった。

　無理もない。小太郎もそうしたいところだ。なんとか堪こらえたのは、三日月と麻姫が冷静だったからだ。

「死後二週間ってところだな。ぱっと見だが」

「ということは、有里華ちゃんが呪害対策課に友達二人のことを相談しにきたときは、もう死んでいたってこと？」

「そうなるな」

　二人の会話が、どこか遠くから聞こえてくる音に感じる。現実逃避しようとしているのだ、と小太郎は自分でわかった。目の前の異常な光景から逃げ出したくて、この場にいる自分を、遠くから眺めている自分の意識を作ろうとしているのだ。

「なにがどうなっているの？　私にも見せてほしいわ」

「京香はそこにいろ」

　相変わらずのんびりとした態度のままの京香に、三日月が言う。彼もやはり動揺しているのか、彼女の呼び方が、多分二人でいるときらしいものになっている。京香は、不思議そうに首をかしげるが、言われたとおり廊下で立っていた。

「おかしいわ。あのとき有里華ちゃんは、友達の心配ばかりしていた。家がこんな状態でどうして……」

「考えたくはないが、彼女が二人を──」

「まさか。そもそも死因はなに？」

「詳しく調べてみないとわからないが──」

「──、──」

「────、──」

　キーン、と耳鳴りが響いて、小太郎は思わず耳を塞ふさいだ。周囲の音が遠くなっていく感覚。これも現実逃避だろうか。

「大丈夫？　小太郎くん」

　突然の声に驚いて振り向けば、京香の整った顔がすぐ近くにあった。その笑顔で、小太郎は少し気持ちが落ち着く。

「は、はい。綾城さんは大丈夫ですか？」

「ええ。私は、こういうのは慣なれてるから」

　慣れているとは、どういうことだろう。まさか、いつも恋人の仕事現場に付き添って屍体を見ている、などという意味ではないだろうし……。

「それより、ねえ、小太郎くん。なにか聞こえない？」

　しぃ、と唇に人差し指を当てる京香。小太郎は耳を澄ます。

　耳鳴りのような音。麻姫と三日月の会話。そして──。

　確かに聞こえた。さくっ、さくっ、さくっ、となにかを削けずるような音が、ずっと鳴り続けている。

「こっちね」

「あ、待ってください、綾城さん」

　不意に、廊下を奥へと向かって歩き出す京香を、慌てて追いかける。

　左手には、ダイニングに続いて、リビングの扉。右手には、トイレと風呂、それから扉が二枚続いていて、そして、突き当たりに『有里華の部屋』と書かれた、キャラクター付きのプレートがかけられた扉があった。

　音はこの中から聞こえる。

　さくっ、さくっ、さくっ。

　途と切ぎれることなく。

　一定のリズムを保って。

　さらに、なにかラジオのノイズのような音も一緒に聞こえてきた。

「ここみたいね」

　京香が扉のノブに手をかける。

　小太郎はリビングのほうを見やる。麻姫と三日月はついてきていない。勝手に開けていいのだろうか、と思ったが、京香は止める間もなく扉を開け放った。

　ガサゴソ、と押し開けられた扉に押されて音がする。見れば、床に大量に置かれたポリ袋だった。他にもコンビニ弁当、ペットボトル、お菓子の箱。中身が詰まっているのかどうか判別できない大量のそれらが、床が見えなくなるほどうずたかく、積み上げられていた。

　カーテンが引かれ、部屋は薄暗い。

　デスクライトだけが灯ともり、部屋の一点を照らしていた。

　ベッドを背もたれにして床に座り、カッターで木を削る有里華の姿があった。

　短くカットされた髪は艶つやを失って肌に張り付き、ほつれた糸のようにバラバラに乱れている。ボーイッシュな顔立ちはひどくやつれ、目はくまに覆おおわれて、樹きの虚うろのように黒い。

　小太郎と京香が部屋に入ってきても、一切視線を動かすことなく、瞬まばたきすら忘れたように手元を見つめ。

　さくっ、さくっ、さくっ、と。

　木を削っている。

　彼女の周りには箱が。

　あの、正十二面体の木箱が転がっている。

　ベッドの上には、大量の木板が積まれていた。

　彼女は、その板をひたすら削って、箱を組み立てている。

　さくっ、さくっ、さくっ。

　という音に混じって、声が聞こえる。

　彼女はずっと、何事かを呟いているのだ。

　扉の外からラジオのノイズのように聞こえたのはそれだった。

　かすれ切った、誰にも届かない声で、彼女は、




「これをつくれば幸せになれるこれをつくれば幸せになれるこれをつくれば幸せになれるこれをつくれば幸せになれるこれをつくれば幸せになれるこれをつくれば幸せになれるこれをつくれば幸せになれるこれをつくれば幸せになれるこれをつくれば幸せになれるこれをつくれば幸せになれる──」

　これをつくればしあわせに。

　これをつくればしあわせに。

　さくっ、さくっ、さくっ。




「早瀬さん」

　息継ぎすら忘れたように同じ言葉を繰り返しながら木を削り続ける有里華に、京香が呼びかけた。彼女は床に溢れかえるゴミをかき分けて、有里華の元へ歩み寄る。

「ねえ、しっかりして。私は区役所の綾城と言います。お隣の方に相談を受けて──」

「危ないっ！」

　小太郎はとっさに叫んだが、わずかに遅かった。有里華は、近づいてくる京香に虚うつろな視線を向けると、手にしていたカッターをブンと横ざまに振り抜いた。

「きゃっ」

　幸い、刃は京香に当たらなかった。しかし、驚いて身を引いた彼女は、ポリ袋を踏んで足を滑すべらし、そのまま床に倒れ込んだ。

「邪魔をしないで」

　光を失った目で京香を睨みつけると、有里華は彼女に飛びかかった。予備動作のまるでないその動きは、どこか昆虫めいて見えた。

「うぐっ……」

　片手にカッターを持ったまま、もう片方の手で京香の首を絞しめる有里華。その指には信じられないほどの力がこもっているように見えた。

「なんで邪魔をするの。私は幸せになりたいだけなの。箱を作って幸せになるの。邪魔しないで邪魔するならあなたは私を不幸にしようとして邪魔を」

「や、めて、早瀬、さん……」

「うるさい！　私を不幸にする奴はみんな死ね！」

「綾城さん！」

　カッターを振り上げた有里華に向かって、小太郎は体当たりした。さすがに体重差があるため、有里華は京香の上から弾はじき飛とばされる。

「綾城さん、大丈夫ですか？」

「けほっ、えほっ、ええ──小太郎くん！」

　頷く途中で京香が悲鳴を上げた。

　顔を上げる。眼前に、限界まで両眼を見開いてこちらを睨む有里華が立っていた。ギラリ、とカッターの刃が光る。避よけきれない。

「バカ！　なにしてやがる！」

　視界の外から三日月が現れた。大きな手が有里華の腕を摑み、動きを止める。

「離して！　このままじゃ！　不幸になる！　幸せになれない！　やだ！　いやぁ！」

　有里華は、絶叫といっていいくらいの声を上げ、身を振り回した。三日月すらバランスを崩して振り回されそうになる。信じられないくらいの怪力だ。

「くそっ、おとなしくしろ」

　小太郎も、京香も、二人の揉もみ合あいを眺ながめていることしかできない。しかし、三日月は刑事だ。さすがに女子高校生を取り押さえられないということはないだろう。

「あああああああああっ！」

　有里華の口から人の声とは思えない音が発せられた。まるで獣だ。そして、彼女が足を踏み出すと、三日月は押されて一歩退しりぞいた。

「なん、だ……この力」

「邪魔するな邪魔するな邪魔するな邪魔するな邪魔するなるなるるるな私の幸せ私の幸せわたしのわたわたしのしあわせ──」

「くっ」

　壊れたように音を吐き出す有里華に、完全に力負けしていた。三日月のせいではないだろう。有里華が異常なのだ。腕は不自然な形に力み、工業用ロボットのアームのように、人間が力を入れる際にはありえない方向に曲がっている。

　そして、

「ぐっ」

「三日月さん！」

　ぶんっ、と有里華の腕が上から下へ走った。

　カッターの刃が、三日月の頰をかすめる。

　薄暗い部屋に、赤い血が散る。

「いやぁ！」

　京香の悲鳴。

　ぎろり、と有里華の眼が動き、小太郎を捉とらえる。

　やばい。小太郎は直感した。彼女はすぐにもこちらに迫る。そしてカッターで小太郎と京香を狙うだろう。

　自分の幸せを守るために。

　駄目だ、逃げられない。

「みんな伏せて！」

　扉の外から声がした。

　それに従したがえたのは、タイミングがよかったとしか言いようがないだろう。

　言われるままに、しゃがみ込む小太郎。

　ほとんど反射だった。

　頭の上を、白い脚が跳はね、スカートの裾すそが翻るのが見えた。

　続いて、翼のように広がる長い髪。胸元から、肩を越えて、背中のほうへ飛んでいく職員証ケース。

　麻姫が有里華に飛びかかった。

　まるで抱きついたように見えた。

　直後。

「きあああああああああああっ！」

　耳をつんざくような高音域の悲鳴が部屋に響き渡った。まるで、背中のそこらじゅうを大量の虫が這はい回まわるような不快感を覚える。小太郎は思わず両手で耳を押さえた。

「あああああ、ああああ、ああっ、ああああ……」

　やがて、その高音が、少しずつ人の声に戻っていく。

「大丈夫、もう大丈夫よ」

　いつになく優しげな麻姫の声。見れば、彼女は有里華を緩ゆるく抱きしめていた。その顔には笑みが浮かんでいるが、うっすらと汗が滲にじんでいる。どことなく苦しそうだ。

　有里華は口から呻き声を発しながら、少しずつおとなしくなっていく。

　大丈夫、大丈夫、と繰り返す麻姫。やがて、有里華は力尽きたように目を閉じた。

「小太郎、お願い……」

　まるでフルマラソンを走った直後みたいにぐったりした様子で、彼女は小太郎に有里華を預あずけてきた。

　小太郎は、麻姫と対照的に、静かに寝息を立てる有里華を受け取る。

「姫咲、ひょっとして、この家の呪いを吸収したんじゃ……」

「なんで知ってるの？　……三日月さんね」

　小太郎の言葉に、麻姫は渋い顔で三日月を見る。だが、そんなことを気にしている場合ではない。彼女の顔色は、傍はた目めにもわかるほど、みるみる悪くなっていく。

「ええ、まあ……仕方ないでしょ。そうでもしないと、有里華ちゃんの呪いも解けそうになかったから……けど、さすがにこれは、ちょっとキツ、いわ……」

「姫咲！　おい、姫咲！」

　ゆっくりと倒れる麻姫の身体を、三日月が支えた。

　彼女は、インフルエンザにでもかかったかのように、額ひたいに汗を浮かべ、荒い呼吸を繰り返していた。





　　　　※






「んっ……」

　と、麻姫が身をよじったので、小太郎は読んでいた本から顔を上げた。

「ここは？」

「病院。昨日と同じところ。先生が呆れてたよ」

　なにしろ二日連続で担かつぎ込こまれたのだ。しかも、医学的には疲労とでも言うしかない状態らしい。おおかた、遊びすぎか仕事のしすぎで寝不足だ、とでも思われているのだろう。

「まあ、仕方ないわね。たしかにちょっと張り切りすぎたわ……有里華ちゃんは？」

「べつの部屋で検査を受けてる。精神的には落ち着いてるみたい」

　小太郎は、麻姫に簡単に説明した。

　あれから、三日月が応援を呼び、すぐに警察と救急車が到着した。小太郎と京香は、麻姫と有里華の付き添いで病院へ向かったが、三日月は他の刑事への説明のため、現場に残った。京香は小太郎と一緒に麻姫に付つき添そいたい様子だったが、立たち花ばな課長への報告の必要もあるので、区役所に戻った。またあとで顔を出すとは言っていたが。

「さっき、三日月さんが来て、捜査の簡単な結果を教えてくれた。早瀬さんの両親の死因は餓が死しだって」

　信じられない話だった。現代の日本の、ごく普通の家庭でそんなことが起こりうるのか。しかも、冷蔵庫にはちゃんと食料があったという。

「三日月さんは？　もう帰った？」

「うん、捜査会議があるからって」

「そう……あとで教えてあげないとね。あの家は呪いにかけられていたって」

　小太郎は息を呑んだ。同じ病室には誰もいないのだが、自然と声を潜ひそめてしまう。

「呪いって……やっぱりそれはレッドコートの？」

「ええ。間違いないと思うわ。レッドコートは、あの木箱と自殺アプリの二つを使ってあちこちに呪いを振ふり撒まいている。ただ、あの家の呪いの、そもそもの原因は有里華ちゃんだけど」

「それは……友達が死んでしまったせいで？」

「バカね。それだと、時期が合わないでしょ」

　確かに、進藤篤樹と駿河祥子の屍体を彼女が見たのは昨日だ。それから一日で、あれほどの惨状になるはずがない。

「多分……有里華ちゃんは進藤篤樹と付き合っていたんだと思う。にもかかわらず、彼は友人の駿河祥子とも関係を持っていた」

「え……なんでそんなことがわかるの？」

「脇腹の痣あざなんて、ただの友達が知ってるわけないじゃない」

「あ……」

　言われてみればそのとおりだ。どうして気づかなかったのだろう。

　それでは──麻姫が有里華に言っていた『過去を引ひき摺ずるな』というのはそういう意味だったのか。

　彼女は、恋人を取り戻して、幸せになりたかった。

　けれど、二人は一緒にいなくなってしまった。それで、彼女はますます呪いにのめり込み、抜け出せなくなってしまい、最後の最後で麻姫に助けを求めたのだろう。

「……はぁ」

　麻姫が小さくため息をついた。それはどこか、いつもの怠惰な彼女の様子と違っているように、小太郎には聞こえた。精神的に疲れているというか、心細いというか……。

「ねえ、こんなときだけどさ」

　小太郎は口を開く。

「なによ。あらたまって」

「姫咲は、どうして制服を着てるんだ？」

「…………」

　何度か気になってはいたものの、なかなか訊く機会がなかった。いま解消しなければいけないような疑問ではないかもしれないが、なんとなく、小太郎は、ここで訊いておいたほうがいいような気がしたのだ。

「それは……」

　しかし、麻姫はちょっと困ったように視線をそむけて、そのまま黙ってしまった。

　言おうかどうしようか迷っている、というよりは、あまり言いたくない、という様子だった。

「ごめん……急に変なこと訊いて」

「いいえ……」

　麻姫は短く呟く。そのまま、気まずい沈黙が生まれてしまった。

　その空気に耐えられなくなって、小太郎は話題を戻すことにする。

「……レッドコートは、なんで呪いを振り撒いているんだろう」

　ポツリとそう口にした。麻姫は、答えが出ていたらしく、今度はさらりと言葉を返してくる。

「自分自身が増殖するためね。レッドコートも呪いそのものだから。木箱と自殺アプリは、それを広めるための媒介。ただ──」

　と、そこで麻姫は言いい淀よどんだ。

「ただ、なに？」

　小太郎が訊いても、麻姫はすぐに答えようとはしなかったが、やがて意を決したように告げる。

「知ってたほうが警戒できるだろうから、言っておくわ」

「なんだよ。もったいぶるなぁ」

　小太郎はちょっとおどけた口調で言う。いつもだらけた様子の麻姫が真剣な態度でいることが、息苦しく感じてしまったのだ。

　しかし、麻姫は、自分のそんな態度にも気づいていない様子で、続ける。

「一連の事件には、必ず人間の犯人がいるわ。自殺アプリを配信して、木箱で呪いを広めて、そしてレッドコートを増殖させている人間がね。呪いや幽霊と違って、人間はあらゆる手段を使って相手をごまかし、自分の存在を隠そうとするわ。だから──充分注意して」
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　昨日は、小こ太た郎ろうともどもすぐに解放された麻ま姫きだったが、今日はさすがに医者の許可が出なかったため、一晩入院させられることになった。

　検査をするというので、小太郎は病室を出て一階のロビーで待っていることにした。

　いまからいったん、区役所に戻ったほうがいいだろうか。しかし、検査中の有ゆ里り華かに事情を説明する必要もあるだろう。もうしばらく病院にいたほうがいいかもしれない。本があるので暇ひまということはないが、なんとなく手て持もち無ぶ沙さ汰たな感じだった。

「おう、小太郎。まだいたか」

「三み日か月づきさん」

　呼ばれて目を向ければ、玄関から三日月が姿を現したところだった。頰ほおに絆創膏を貼っている。大した怪我ではなかったようだ。

「どうだ、姫ひめ咲さきの様子は」

「ええ、本人は元気そうです」

　小太郎は、彼女が一晩病院に泊とまること、ついでに先ほど彼女が言っていたこと──一連の事件には、レッドコートを増殖させようと目もく論ろんでいる人間の犯人がいること──も説明した。

「なるほどな……」

　三日月は、やけに神しん妙みように頷うなずくと、小太郎の肩を叩いて言ってきた。

「ちょっと付き合え。どうせ昼飯はまだだろ」

　そう言われて初めて、小太郎は自分が昼食をとっていなかったことに気づいた。





　　　　※






　病院の隣にラーメン屋があった。カウンターの他に、二人がけのテーブル席が三つしかない、小さな店である。小太郎と三日月は、店の端はしにあるテーブル席に腰を落ち着けた。

「奢おごってやるよ。就職祝いだ」

「ありがとうございます」

　安い就職祝いだが、悪い気はしない。随ずい分ぶんと気に入られているようだ。否いな──あるいは、刑事としてなにか探りを入れてくるつもりなのだろうか。

　小太郎は醬しよう油ゆラーメンを、三日月は味み噌そラーメンとミニチャーハンを注文した。料理は、不自然なほど早くやってきた。

「さっそくだがな」

　麺をすする合間に言ってくる三日月に小太郎は身構える。が、三日月は苦笑して、

「そんな緊張するな。べつに尋問するわけじゃない。食べながら気楽に聞いてくれ。麺が伸びちまうだろ」

「はあ」

　言われるままに、小太郎は麺を口に入れる。特にひねりのない、これぞラーメンという味だ。美お味いしい。

「実はな、なかなか面倒なことになってる。自殺アプリがまた復活したんだ」

「それは……でも、これまでもそうだったんでしょう？　また配信停止させればいいんじゃないんですか？　まあ、いたちごっこが続くのは、大変でしょうけど」

「いや。それが無理なんだ。今回は、いろいろな名前で似たようなアプリが大量に配信されたんだよ。すでにいくつか配信停止したんだが、そのあとも、それが追いつかないくらい、次々とアップロードされている。増殖しているんだ」

　増殖。それは、レッドコートの目的ではなかっただろうか。

「どういうことです？　アプリが勝手に分裂して増えてるなんて話じゃないですよね」

「当たり前だ。アップロードは人の手を介かいして行われている。多分、木箱と同じなんだよ。呪いにかかった人間が、指示されるままに、呪いの増殖に手を貸しているんだ」

　小太郎は、進しん藤どう篤あつ樹きと駿河するが祥しよう子こが死んだときの光景を思い出す。彼らは自殺アプリの指示に従って、自らの命を絶たちすらしたのだ。アプリを作らせるくらいの操作は簡単にできるのかもしれない。

「しかも、今回はこのアプリ、都市伝説ゲームをさせるだけじゃない」

　三日月は言って、バッグから紙を取り出す。

「ゲーム自体には呪いがかかってて危険かもしれないから、ただのスクリーンショットだが……これを見てくれ」

　三日月が指さすのは、画面下部にある広告だ。無料のアプリゲームによくある、タップすると漫画サイトやらに飛んでしまうあれである。

「これは……」

　小太郎は息を呑む。そこには、正十二面体の箱の写真と「呪いを封じる方法」という宣伝文句があった。

　三日月は呻うめき声をあげつつ、

「リンク先は、あの箱の作り方を紹介するサイトだ。まあ、名前は『シアワセ箱』なんてふざけた名前になってるが。ちなみに、その作り方のサイトには、このゲームの宣伝が出る。どっちか、興味のあるほうに引ひっ掛かけようって魂こん胆たんなんだろうな」

　都市伝説ゲーム。シアワセ箱。たしかに、客層が一部被かぶっていそうで、微妙にずれているチョイスに思える。

「でも、あの箱ってサイトで作り方を見たくらいで作れますか？　けっこう複雑な形でしょう？」

「ああ、そこがまた巧こう妙みようなんだが……」

　三日月はべつのスクリーンショットを見せながら説明してくる。

「はじめは、名前と住所を登録すると、無料でこの箱が送られてくるんだ。ただ、二つ目以降は有料。一箱五千円で、買えないわけじゃないが、割高だ。そこで、隣となりにこんな宣伝が出る」

　スクリーンショットには「自分でシアワセ箱を作ろう」という文句があった。

「サイトによれば、自分で作ると箱の力は強くなるそうだ。このキットは二千円なんだが、もう一つ買って、完成品を送り返すと無料になる。人の幸せに貢こう献けんしたから、って理り屈くつらしいな」

　小太郎はゾッとした。つまりその、返却された箱は、新たな登録者の元へ送られるのだ。幸せではなく呪いを運ぶために。

「このサイトは閉鎖させられないんですか？」

　小太郎の問いに、三日月は首を横に振る。

「ミラーサイトが大量に作られている上に、削除してもすぐべつの場所でアップロードされる。まあつまり、自殺アプリと同じだな」

　三日月はミニチャーハンの半分をほとんど一口で食べてから言う。

「まったく、ネットは厄介だぜ。被害は全国区だし、履歴は辿たどりにくい。しかも今回は呪いを介して、実行者がどんどん移り変わるんだしな」

「レッドコートの呪いと同じみたいですね」

　レッドコートは、ウェブ上の書き込みによって移動し、人に取とり憑つく呪いなのだと麻姫は言っていた。アプリと木箱の作成、サイトのアップロードも、きっと呪いに操あやつられた人間が行っているだけなのだ。実行犯はいるけれど、そこに意志はない。意志を持っているのは、『いないもの』であるはずの呪いなのだ。

「ちょっと整理してみようか」

　早くも残りのチャーハンを平らげて、三日月は言う。

「まず、連続殺人鬼のレッドコートが現れる。姫咲によれば、何者かが生み出した呪いらしい。こいつは関東圏で殺人を繰り返していたが、都市伝説の目撃情報を扱うサイトへの書き込みに誘導されて、北上を始めた」

「書き込みには間違いもあるけど、それはレッドコートにとってはどうでもいいんですよね」

　三日月は頷く。

「『きっとこうだ』っていう人のイメージが『いないもの』の形を決めるんだろうな。ある意味、呪いってのは、願望を叶かなえてくれる道具みたいなもんだ」

　呪いが願望を叶えてくれる。それは言い得て妙みような表現だ。

　幸せになりたい。小太郎は何度もその声を聞いてきた。皆、幸せになりたくて行動していた。そして呪いに行ゆき遭あってしまったのだ。

「で、そのレッドコートの呪いを広める手助けをするのが、自殺アプリとあの木箱──シアワセ箱ってわけだな。箱のほうは、レッドコートの被害者の身体の一部を利用しているから、関連性は明らかだ。自殺アプリのほうは、死んだ人間がシアワセ箱を持っていたっていうつながりしかなかったが、いま増殖してるアプリで互いにリンクし合ってるのを見ると、関係してるのは間違いなさそうだな」

　レッドコートに殺された人間の恨うらみを箱に詰め、それをシアワセ箱と称しようして広める。ゲームをさせて、気づかぬうちに自殺へと誘導していく。そうして呪いはどんどん強化され、広まっていく。

「自殺アプリも、シアワセ箱の呪いも、全身が切り裂かれて血ち塗まみれになった屍体が発生するようになっている。それで、ますます、レッドコートの噂も伝わっていくってわけだな」

　自らカッターで全身を傷つけた進藤篤樹。全身が裂さけて、そのままバラバラになった男。事情を知らなければ、連続殺人鬼の仕し業わざだと考えるだろう。

　小太郎は、なるべくその光景を思い出さないようにしながら、丼どんぶりに残っているスープをレンゲですくって飲む。

「けど……犯人はなにがしたいんでしょう？」

「犯人てのは、レッドコートを生み出した、大元の人間ってことか」

「そうです。レッドコートに連続殺人をさせる。その呪いを広めるために、自殺アプリとシアワセ箱を使う。それはいいんですけど、レッドコートは、ネットの噂に従って、勝手に北上しちゃったわけですよね。犯人にとっては想定外の行動です。犯人がレッドコートを使ってなにかをしたいなら、勝手に動かれると困るはずですよね」

「案外、いまごろ困ってるのかもしれないぞ。勝手に動き出して、手に負おえなくなってしまってな」

　実はそのほうが危険なのではないかと小太郎は思った。つまりそれは、レッドコートを生み出した当人が、レッドコートを制御できていないということだ。呪いは勝手に撒き散らされ、人々を操って、増殖を繰り返していく。

「どうするつもりなんです？　警察では」

「すでに、警視庁を通して、東京の呪害対策課に協力を要よう請せいしている。サイバー犯罪対策課とも組んで、自殺アプリとシアワセ箱のサイトを根ね絶だやしにしていく計画だ。相手が物量でくるなら、こっちも物量でぶつかるしかないってわけだな」

　三日月は、残ったスープに七しち味み唐とう辛がら子しを入れてから直接口をつけて飲む。その合間に説明を続ける。

「人のイメージが『いないもの』の形を決めるってことは、飽あきられれば、そいつは消えてくってことだ」

「なるほど」

　みんなが『最近あまり話を聞かないな』と思うようになれば、呪いはそのイメージに従って、実際に沈ちん静せい化かしていく、ということだろう。

「もちろん、犯人の捜査も並行して続けるぞ。現状が犯人の想定どおりだって可能性は充分にあるし、犯人を捕まえない限り、事態は収まらないかもしれないしな」

　そう言うと、三日月は丼のスープを一気に飲み干した。

　小太郎も、残り少ないスープを飲みながら考える。

　犯人の捜索は警察が行う。自殺アプリやシアワセ箱のサイトの対応は東京にある呪害対策課が進めるという。そうなれば、小太郎や麻姫の出番はもうなさそうだ。

　それでいいのだろう。幽霊や呪いを相手にするときは、真剣に向き合いすぎてはいけない。真剣に向き合わなければいけないような規模なら、初めから相手にしては駄目なのだ。

　事件は解決していないが、小太郎は日常に戻る。怠たい惰だにスマートフォンをいじる麻姫を横目に、片付けてもまたすぐ汚れる部屋の掃そう除じをして、ときどきやってくる相談者のために、ちょっとした除じよ霊れいをする、そんな日々が始まるのだろう。そもそもは、それが小太郎が望んでいた公務員としての日々に近いのだ。自殺だの連続殺人だのに巻き込まれるのは、まるで本意ではない。

「あ、そうだ、三日月さん」

　そこで、小太郎はふと思い出す。彼への問いが途中になっていたのだった。

「姫咲が制服を着ている理由って」

「ああ、それな」

　三日月は、先ほどこの話を振られたときと同じように、岩石めいた顔をしかめて、言う。

「一応だが、俺が言ったってことは、あいつには黙だまっててくれよ」

「あ、はい」

　なんか最近こんなことが多いなと思いながら、小太郎は頷く。

「あれは、一種の『呪のろい』なんだよ」

「呪い？　服が脱ぬげなくなる呪いですか？」

　まさか。そんなものがあるのか。

「バカ、マンガじゃないんだから、そんな特殊能力みたいな呪いはねえよ。あれは、姫咲が、自分で自分の心にかけてる呪いみたいなもんなんだ。あいつの時間は、母親が死んだところで止まってる。あいつはそこから一歩も動けてない」

「あ……」

　小太郎は、三日月の言う『呪い』の意味を理解した。

　麻姫は、死んだ母親の代わりに呪害対策課に入った。親の仕事を受け継いだというその行為は、一見、人生における前進に見えるけど、彼女にとってはそうではないのだ。

　それは母親という過去に自分を縛りつけること。

　だから彼女は、母親が死んだときの服のままで、この仕事をしているのだ。

　まさか、人形のような小柄な身体まで、そのせいではないだろうけど……。

「あ、こんなところにいたぁ」

　と、不意に声がして視線を向けると、京きよう香かがガラス戸を開けて顔を出していた。

「おう、どうしたんだ」

「どうしたじゃないよー。麻姫ちゃんの様子見にきたら、誰もいないんだもん。看護師さんがたまたま、二人がここ入るの見かけたって聞いたからすぐ見つけられたけど」

　三日月の言葉に、京香は怒り顔で言ってくる。それでもほんわかした雰ふん囲い気きが消えないのがすごい。

　三日月は席を立ちながら言う。

「悪いな。また戻らなきゃいけないんだ」

「えー、そうなの」

　ぷくぅ、と頰を膨ふくらませる京香に、三日月は片手を上げて謝る。

「今度埋め合わせするから勘かん弁べんしてくれ。ああ、小太郎」

「はい？」

　麻姫の制服のことがまだ頭から離れていなかった小太郎は、三日月の言葉に慌てて応こたえる。

「仕事のあとは、京香を家まで送ってやってくれないか？　まだレッドコートの呪いを受けた奴やつがうろついているかもしれないしな」

「え？　いや、それは……」

　そんなことをべつの男に頼んでいいのか？　小太郎はそう思うが、三日月はカウンターに代金を置くと、急いで店を出て行ってしまった。先ほどまではずいぶんのんびりと会話していたのに、なんだか逃げ出したように見えた。

「もうっ、三日月さんたら」

　そして、随ずい分ぶんと可愛かわいらしく怒っていた京香は、小さくため息をつくと、小太郎のほうに向き直って言ってきた。

「……それじゃ、小太郎くん。今日はよろしくね」

　その笑みは、一転して、なんだか随分と妖よう艶えんに見えた。





　　　　※






「どうしてこうなった……」

　小太郎は頭を抱かかえてうずくまりたくなった。と言うか、実際にそうした。

　小太郎のアパートである。すでに日は落ちて、窓の外は真まっ暗くらだ。そして床には、赤い顔をした綾あや城しろ京香が無む防ぼう備びに横たわっている。

　三日月から、仕事のあと彼女を送るよう頼まれた小太郎は、五時になったら生活安全係のフロアに行って京香に声をかけた。その際、ついでだから一緒に夕飯を食べていこう、という誘いに乗ったのが間違いだった。

　区役所の近くにあるガード下の居酒屋で、京香はすごい勢いで酒を注文しては飲んで注文しては飲んでいった。小太郎はもともとそんなに飲むほうではないので、ビールを三杯ほど飲んだだけだが、その間に彼女はメニュー表に載のっている日本酒を一通り頼んでいた。

　就職祝いだから、と昼間にも聞いたような言葉で、京香は小太郎の分も支払いをすませ、店を出たはいいが、その場でよろりとふらついて、電柱にもたれかかって座り込んでしまった。何度呼びかけてもまともな返事がない。家の場所を訊いておけばよかったと後悔しても手遅れである。

　それで小太郎は仕方なく彼女をここに連れてきた、というわけである。

「いや、やばいだろ。どう考えても」

　小太郎は呻うめく。

　危険だから送ってやってくれと頼まれて、家に連れ込んでどうする。小太郎が危険人物になってしまう。いや、もちろん手を出す気などないけれど。刑事の恋人を寝取るとか恐ろしすぎる。

　小太郎はカバンを置くと、洗面所に行って水を汲くんでくる。

「綾城さん。起きてください。ほら、お水でも飲んで」

「わー、ありがとう。お水ー」

　あはははは、と笑いながら、両手でコップを受け取り、こくこくこく、と一気に飲み干す。

「もっと飲みます？」

「ううん、大丈夫。ありがとう、小太郎くん」

　ちょっと正気に戻ってきたようだ。小太郎はホッとして、コップを受け取り洗面所に戻す。

「酔よいが醒さめたら家に戻ってくださいね。ちゃんと送りますから」

「えー、めんどくさいよー。泊まってっちゃ駄だ目め？」

「駄目に決まってるでしょ」

「むぅー」

　頰を膨らませる京香。三日月に接していたときと同じ態度である。やばい、可愛い。小太郎は慌てて彼女から視線をそらす。

「本当にもう、僕が三日月さんに叱しかられちゃうじゃないですか」

「そうだねー。麻姫ちゃんにも怒られちゃうねー」

「は？　いや、姫咲にはべつになにもないと思いますけど」

「えー、そうかなー？」

　京香は、ニヤニヤ、という擬音が聞こえてきそうな声でそう言ってくる。小太郎はため息をついて彼女を振り返り、

「そうですよ。だいたい彼女と知り合ってまだ三日ですよ。なにかあるわけないじゃないですか」

「そう？　でも私、三日月さんとは、知り合って二日で付き合い始めたよ」

「え、そうなんですか？」

　小太郎は思わず喰いついた。正直、それはかなり興味があった。

「ええ。麻姫ちゃんに事件の相談をしにきた三日月さんを見かけて、私が一ひと目め惚ぼれしたのよねー。で、告白しようかどうしようか迷ってたら、次の日も区役所に来たから、言っちゃえーって」

「すごい」

　超特急である。そして、その告白を受ける三日月も三日月だ。まあ、京香の外見ならそれもわかる気がするが。

「でもねー」

　と、京香はゴロンと床の上を転がりながら言う。仰あお向むけになると、セーターに包まれた胸が揺れて強調されるのが目につき、小太郎は慌てて視線をそらす。

「ちょっと最近、倦けん怠たい期きなのよねー」

「え？」

「ほら、今日だって、仕事があるからって、行っちゃったでしょ？　刑事さんだから、忙しいのはわかるんだけど、ちょっと寂さびしいよね」

「…………」

「区役所に来るときも、だいたい麻姫ちゃんに相談しにくるだけだから、私とは挨あい拶さつするくらいだし」

　むぅー、と京香は不満そうに口を尖とがらせる。

　そんな話を突然されても反応に困る。しかし、京香は戸と惑まどう小太郎に構うことなく言葉を続けてくる。

「なんかねー。私、本当にこの人と付き合ってるのかな、ってなっちゃうのよね。恋人って言葉だけのものだから、言っちゃえば、どうとでもなっちゃうものでしょ？　付き合ってるって言ってれば恋人同士なのかもしれないけど、でもそれって本当にそうなのかどうかって証明はできないんだよね。なにか、具体的なものがそこにあるわけじゃないから」

　またゴロンと床を転がって、京香は突然小太郎にぶつかってきた。想定外の衝撃に、小太郎は思わずひっくり返ってしまう。そこにさらに転がって、京香は小太郎に馬乗りになる。

「ちょ、ちょっと綾城さんっ。まだ酔ってます？　酔ってますね？　もっと水飲みましょう、水」

「水はもういいわ。それより、ねえ、小太郎くん……」

　すっ、と京香の手が伸びてくる。白くて細い指が動いて、小太郎のスーツのボタンを外した。ネクタイをあっさりと解き、ワイシャツのボタンに手をかけていく。

「綾城さんっ、本当、駄目ですって！　これ以上は、冗談じゃ済まないですよ！」

「あらぁ、冗談でこんなことしないよー？」

　ぷちん、ぷちん、とボタンが外されていく。小太郎はなんとか抵抗しようとするが、腕が上がらない。身体も自由に動かない。

　おかしい。実は自分もかなり酔っているのだろうか。そこまで飲んでいないはずなのに。

　ふ、と視界に影が差す。天井の電灯の光を遮さえぎって、京香の顔がすぐ間近にある。

　吐息が鼻にかかる。酒臭いはずなのに、小太郎の嗅きゆう覚かくは不思議と、甘い、心地よい香りを嗅かぎ取とっていた。

「京香、さん……」

　小太郎は顔をそらして、最後の抵抗を試こころみる。が、京香はあっさりと両手で彼の顔を向け直させた。

「逃げないで、小太郎くん。ね……」

　そして、ゆっくりと彼女の顔が近づいてきて、




「私の呪いを受け取って、あなたも幸せになりましょう？」




　ぞわっ、と全身が粟あわ立だった。

「な、え……は？」

　耳から侵入してきた彼女の言葉がすぐに受け入れられない。けれど、小太郎のべつの部分はすでに危機を察さつ知ちしていて、肌のそこら中に汗が浮き上がっていた。

　身体は相変わらず動かない。酒のせいでないのは明らかだ。脳の命令が、まるで身体に伝達されていかない。

　目の前には、相変わらず可愛らしく微笑んだ京香の顔。しかし、その奥にはどことなく妖艶さが潜んでいて、そのさらに奥には──底知れない不気味さが感じられた。

「どういう、ことです？」

　小太郎の問いに、京香は笑みを浮かべながら言ってくる。

「私もね、『いないもの』が見えるの。幽霊や呪いだけじゃないよ。名前がついているものは、そういうののごく一部でしかないから。台所の暗がり、天井の隅すみ、軒のき下した、庭の樹の陰かげ──あちこちに、真まっ黒くろな、変なものがたくさんいた。私の実家は田舎だったから、そういうのが湧わきやすかったのかもしれない。そして、私のお母さんは、その『いないもの』に取り憑かれて死んだの」

　京香が語る間、小太郎はまるで動くことができなかった。巨大な岩を身体の上に乗せられたように、身動きが取れない。ただ、彼女の話を聞いているしかなかった。
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「死ぬときにお母さんは言ってた。『いないもの』を怨うらんだりしちゃ駄目だって。怨みも『いないもの』だから。そういうものほど、人を簡単に壊すから。だから、見知らぬ通りすがりの人と同じように、道端に生えている雑草のように、なんでもない『あるもの』と同じように扱うの。そうすれば幸せになれるって、言われたの」

　だったら、と京香は小太郎の耳元で囁ささやく。

「みんな『いないもの』と同じになればいいじゃない。『あるもの』も『いないもの』もみんなおんなじ。人も、草も、樹も、動物も、幽霊も、呪いも、怨みも、辛つらいことも悲しいことも嬉うれしいことも楽しいこともみんな同じ。幸せでしょ？」

「そんなの、おかしい……ですよ」

　小太郎は絞り出すように答える。胸まで押おし潰つぶされたように苦しくて、声を出すのも一苦労だった。対する京香は、滑なめらかに言葉を紡つむぐ。

「そうかしら？　けれど、小太郎くんだって、同じよ」

「どういう、こと、です……か？」

「みんなと同じように、シアワセ箱を作ってくれてたじゃない」

「……え？」

　意味がわからない。小太郎にはそんなことをした記憶がない。ここ数日、ずっと小太郎は麻姫や三日月と行動し続けている。まさか、その行動が知らないうちに、呪いを広める手助けになっていたとでもいうのだろうか。

「そうじゃないよ」

　と、京香はまるで小太郎の考えを読んだかのように言ってくる。

「ここで、この部屋で。小太郎くんはシアワセ箱を作ってたでしょ。ほら」

　部屋の角を指さす京香。

　冷蔵庫と食器棚の間のデッドスペース。

　そこに。

　大量の木箱と、作りかけの木材が転がっていた。

「え？」

　急に、視界が切り替わる。

　埃で汚れていた窓を布で拭ふいたように、一気にクリアになった。

　そこかしこに、木き屑くずが落ちている。

　あちらこちらに木の板が置いてある。

　部屋の隅には箱が、箱が箱が箱が。

　シアワセ箱が、たくさん転がっている。

　なんだ、なんで。いつの間にこんな。

「あ……」

　小太郎はふと気づく。

　昨日はいた、あの男の子の幽霊が、今日は見当たらない。

　そもそも、おかしいのだ。

　麻姫が除霊したはずの幽霊が、なぜまた現れたのか。

　昨日は、彼女が失敗したのかと思ったが、それは勘違いだった。

「そうそう、気づいたみたいね。都市伝説ゲームとシアワセ箱の呪いに触れた人のところには、そういうものが顔を出すの。一番、現れても不思議じゃないものがね」

　普通の人にとっては、それは家族とか友人なのかもしれない。小太郎にとっては、日常的に部屋に勝手に入ってきてもおかしくない幽霊のほうが自然だったというわけだ。

「そして、自分で材料を用意してシアワセ箱を作ったり、アプリをアップロードしたりしてくれる。一晩でこんなにいっぱい作るなんて、小太郎くん、よっぽど幽霊とたくさんお話ししたのね」

　そういえば、幽霊と会話している間ずっと、小太郎は手持ち無沙汰に文房具をいじっていた。あれは、つまり、カッターで木を削っていたのか。

　自分で知らない間に。

　ぞくり、と震えた。

　あのとき、小太郎はなにも違和感を抱かなかった。自分の感覚がおかしくなっているかもしれないなんて、思いもしなかった。そんな兆ちよう候こうはそれまで微み塵じんも感じなかった。

　けど。

　そもそも。

　幽霊が見えるというのは、正常な感覚なのか？

『いないもの』が『いる』ように見える時点で、小太郎の中の、虚構と現実の境界などあってないようなものなんじゃないのか。

「いいえ」

　また、心を読むように京香は言ってくる。

「『いないもの』も『いるもの』も、同じなの。区別するのが間違ってる。虚構と現実の境界なんてものは、初めからないのよ」

「初めから、ない……」

「そうそう。だから私は、みんなを『いないもの』にしたいの。だってそのほうが、苦しまなくていいもの。悩まなくていいもの。絶対に、幸せだもの」

「幸せ……」

「そうよ。小太郎くんだって、幸せになりたいでしょう？」

「幸せに、なり、たい……」

「素直なのはいいことよ。じゃあ、私の言うとおりにして」

　耳元で声がする。

　それを聞いているだけで、小太郎は甘い香りを嗅いだような、蕩とろけるような気分になる。

　幸せだ。これこそが幸せだ。この声に従って、なにも考えずに行動する。それがきっと一番の幸せだ。そう思えてくる。

　誰だって幸せになりたいのだ。

　苦しみたくなんかない。悲しみたくなんかない。辛い目に遭いたくなんかない。だからこうやって言われるままにして、『いないもの』にしてもらえば……。




「寝ぼけてるんじゃないわよ、小太郎」




　べつの声が割り込んできた。

　荒々しい声。甘さも優しさもそこにはない。

　けれど──。

「姫咲……？」

「しっかりしなさいっ」

　ふたたび聞こえた声とともに、小太郎の視界から京香が消えた。どたん、ばたん、と人が床を転がる派手な音が響く。周りの住人から苦情がきそうだ、と小太郎はどうでもいいことを考えた。

　次の瞬間、それどころではないと身を起こす。見れば、目の前に麻姫が立っていた。相変わらずの制服姿。翼のように長い髪をなびかせて。手には護ご符ふを持っている。それは、紙質も、そこに書かれた文字も、彼女が小太郎にくれたものより、幾いく分ぶんか立派だった。どちらかというと、彼女の父がくれたものに近い。

「ちゃんとした護符を作るのに手間取ったわ。けど、間に合ったみたいね」

　小太郎の視線に気づいたかのように、麻姫はそう言った。

「どうして？」

　麻姫に突き飛ばされた京香は、それでも穏やかに微笑ほほえんだまま問う。

「どうして私が小太郎くんのところに来るってわかったの？　いえ、そもそもどうして私だってわかったの？」

「有里華ちゃんのところに行ったときよ」

　麻姫は静かに答える。

「京香さんは、隣の人に、早瀬さんの家から異臭がすると相談を受けた、って言ってたわよね。けど、マンションのあの部屋は呪いで封をされている状態で、臭いも漏もれない──正確には、嗅いでもそれが意識に上らないようになっていた。現に、反対の隣の学生は、まったく異変に気づいてなかった」

「あらあら、慣なれない噓うそはつくものじゃないわね」

「あなたは、あのとき有里華ちゃんが作ったシアワセ箱を回収するつもりであそこに来て、たまたま私たちと行き合っちゃったのね。それでとっさに相談を受けたって噓をついた。失敗だったわね」

　麻姫は、きっ、と京香を睨む。

「さあ、観念しなさい。自殺アプリもシアワセ箱も、対策が進められている。あなたが犯人だってわかったら、警察もあなたを追い続ける。もうレッドコートはおしまいよ」

「そうかなぁ」

　対する京香は、のんびりした口調でそう言う。まるで、区役所の休憩室で雑談しているような、普段と変わらない態度だ。

「これで私を追い詰めたつもりなの、麻姫ちゃん」

「……どういうこと？」

「だって、私まだ麻姫ちゃんを幸せにしようとしてなかったもの」

　京香が、床を蹴って一気に起き上がった。そのまま格闘家でも驚くような速度で、麻姫に迫る。麻姫は、古代ローマの兵士のように、護符を盾みたいに掲げて京香の突進を防いだ。

　ぼふっ、と風が巻き起こる。家中のものがガタガタと揺れる。小太郎はなすすべなく部屋の壁に背中を打ち付けた。

「なんて強力な呪い……」

　麻姫が呻く。見れば、彼女が手にした護符は、半分くらいが裂けてしまっていた。

「ふふ、そんなもの使って抵抗したって無駄よ。人は幸せになるために生まれてきたんだから」

　ジリジリと歩み寄る京香。その表情はまったく普段どおりの穏やかな表情。しかしそれは、とんでもない恐怖に陥った人間が思わず笑ってしまうような、言い知れない齟そ齬ごを感じさせた。

「失敗したわね。せめて、もう一枚くらい用意しておけばよかった」

「もう一枚？　それならここに……」

　小太郎は、前に麻姫からもらった護符を取り出す。しかしその瞬間、それは弾はじけるように破けて、部屋の中を吹き荒れる風に散ってしまった。

「そんな落書きじゃ駄目よ。せめてこれと同じかそれ以上の力のある護符じゃないと」

　と言っている間にも、麻姫の持つ護符はどんどん裂けていく。もういまにも真まっ二ぷたつになってしまいそうだ。

　どうしようもない。いくら幽霊が見えたって、小太郎にそんな護符を書く知識はないのだ。こんなことになるとわかっていたら、神社にでも行ってお守りを買っておいたのに……。

「……待てよ」

　小太郎は、傍そばに転がっていた自分のカバンを引っ張り寄せると、中にあるはずの紙片を探る。それは、ファイルとファイルの間に挟まっていた。

　麻姫の父からもらった護符だ。これならきっと、役に立つはずだ。

「姫咲、これは!?」

「え？　どうしてそんなもの持って──」

　不思議そうな表情の麻姫。が、その言葉の途中で、彼女は不自然なほど唐とう突とつに言葉を切った。その顔面が一気に蒼そう白はくになる。

「いますぐ捨てて！　早くっ！」

「え──あっ」

　小太郎がアクションを起こすよりも早く、麻姫は小太郎の手からそれを奪い取った。

　麻姫がもともと持っていた護符と、その紙片とが並ぶ。その二枚は本当にそっくりで──否、まるで鏡に映したかのように正反対だった。

　よく見れば、麻姫が書いた護符のほうは、いくつか読める文字があった。麻姫の父からもらったほうの護符に書かれた文字が読めなかったのは、もともと飾り字のような複雑な形をしているものを、さらに左右反転させて書いていたからだったのだ。

「え、なに──ぐっ」

　困惑する小太郎の目の前で、風の向きが急激に変化する。風はぐるぐると渦うずを巻きながら、麻姫に向かって吹き込んでいく。

「どういう、こと？」

「これは、正確には、護符じゃない、わ……っ」

　苦しげに、絞り出すように声を発する麻姫。彼女がもともと持っていた護符は、どんどん破れていく。一方で、小太郎から奪ったほうの紙片は、くしゃりと折れ曲がり、潰れていく。

「……護符を逆向きに書いたもの。本来の護符が、呪いを祓はらうものなら、これは呪いを吸い寄せるもの……これを持つ者を犠牲にして、周りを守るためのものよ……」

「持つ者を犠牲に……」




　──簡単にいえば、護符、お守りだ。呪害や霊害の影響を和らげてくれる。娘は、こういうことの知識はないからね。




　小太郎は麻姫の父の言葉を思い出す。とんでもない。噓ばかりだ。つまり彼は──いざというときには小太郎を犠牲にして麻姫を守らせるつもりだったのか。

「言ったでしょう……ろくでもない人だって」

　吐き捨てるように麻姫が言った。

　べりべりべり、と音を立てて、分厚い護符が完全にちぎれ飛んだ。逆向きの護符は、まるで自ら風を喰らうように、どんどん小さく潰れていく。

「姫咲っ。その護符を捨てろ！」

「駄目よ。ここまで来たら、最後まで吸収するしかないわ。ちょうど、これのおかげで普段よりたくさん吸収できるみたいだしね」

　だが──そのまま吸収したら麻姫自身はどうなる。いま彼女は、呪いを解消するためのアプリを使っていない状態だ。

「あらあら、困ったわねぇ」

　一人、まるで台風の目の中にでもいるみたいに穏やかな態度のままで、京香はうっそりと微笑む。

「このままじゃせっかく育てた呪いが消えてしまうわ」

「それでいいのよ。呪いは『いないもの』。あるほうがおかしいの」

「いいえ、いいえ、駄目よ、それでは駄目」

　京香は緩く首を振る。

「だから──麻姫ちゃんの中で、育てることにしましょう」

　ひときわ激しく風が吹き荒れ、直後に全てが収まった。

　しんっ、と部屋が静まり返る。遅れて、外を走る車の音が戻ってくる。

　がたん、と膝をつき、そのまま放心したように中空を見つめる京香。くしゃくしゃになった護符を握りしめたままゆっくりと倒れていく麻姫。

「姫咲っ！」

　小太郎は慌てて彼女に駆け寄る。床に激突しそうになる彼女に手を伸ばす。ずしり、とした重みは、まるで屍体を抱えているようだった。

「姫咲っ、おい、しっかりしろ──ぐっ」

　小太郎は彼女に呼びかけるが、その途中で、急にぐらりと視界が揺れた。

　目の前の彼女の姿が歪んでいく。

　姿勢を保っていられない。

　前に、進藤篤樹と駿河祥子の自殺現場で麻姫に触れたときに起こったのと同じ症状のようだった。

　いまならわかる。

　これは、解呪の副作用みたいなものなのだ。

　小太郎の体質が、麻姫の身体に吸収されて溜まった呪いを解いていく際に、どうしても起こる現象なのだろう。

　だったら、こうして彼女に触れていれば、彼女の中の呪いは消えるはず──。

　そう思って、小太郎はよりしっかりと麻姫を抱きかかえる。

　やけに細く、そして軽く感じた。まるで、しっかりつかまえていないと、どこかに消えてしまいそうなほどに……。

　どんどんと視界が黒く染まっていき、意識が遠のいていく。

「悪い、遅くなった！」

　扉が開く音がして、三日月の声が聞こえる。

　麻姫があらかじめ知らせておいたのだろうか。

　他にもどたどたと足音が響く。応援の警官のようだ。

　彼らは、放心したように動かない京香を取り囲み、捕らえる。彼女は、一切抵抗しなかった。まるで、その身体に、彼女の意識はすでにないかのように。

　そんな光景を、なんとか見届けながら、小太郎は意識を失った。





　　　　※






「ここ、は」

　目を覚ますと、冷たい畳たたみの感触が頰に当たっていた。

　いま住んでいるアパートにも、小太郎の実家にも、畳の部屋はない。

　ここはどこだろうか。

　小太郎は起き上がって、周りを見回す。

「……姫咲の実家か」

　まるで瞬間移動したかのような事態にも、小太郎はもはや驚かない。

　ここは、おそらく現実ではない。

　レッドコートの呪いで、実際とは違う光景を見せられていたように、これも虚きよ構こうなのだろう。

　小太郎は部屋を横切り、襖ふすまを開く。廊下があって、並んだガラス戸の向こうに庭があった。北海道は冬には雪が降り積もるので、和風の建物でも縁側というものは基本的に存在しない。

　ガラス越ごしに庭を眺める。そこでは、小さな女の子が制服を着て運動していた。その制服は、麻姫が着ている、高校の制服と同じものだ。それで小太郎は、彼女が麻姫なのだとすぐにわかった。

　幼い麻姫は拳こぶしを握りしめ、ひたすらに突きを繰り返している。傍には和服姿の女性。二人はどことなく雰囲気が似ていた。

「駄目よ、麻姫。それでは駄目。もっと、もっと頑張って」

　和服の女性は手に持っている竹刀しないで女の子の腕を叩く。地面に向かって落ちそうになっていた腕は、ふたたび水平に保たもたれる。

　女の子の息は荒い。傍はたから見ても、限界なのは明らかだ。すでに、この年齢の子供ができる運動量を超えているのだろう。

　全身汗まみれになって、それでも女の子は突きの訓練を止やめない。止めさせてもらえない。

　やがて、女の子はその場に倒れ込んだ。和服の女性は、小さく息をついて告げた。

「今日はここまでね」

　そして、女の子を褒めるでもなく、労いたわるでもなく、そのまま立ち去ってしまった。あとにはぐったりと力尽きた女の子が残された。

「姫咲！」

　小太郎はガラス戸を開けて、庭に飛び出した。女の子に呼びかけ、手を伸ばす。しかし彼女は小太郎の姿が見えていないかのように、一人で起き上がり、よろよろと廊下に向かって歩き出す。

　だが、途中で力尽きたのか、また庭に倒れてしまった。

「もう、いやだ……」

　ふたたび駆け寄った小太郎にはやはり気づかずに、女の子は呟いた。小太郎が見えていないのかもしれない。

「こんなこと、なんでしなきゃいけないの。幽霊なんて、放っておけばいいのに……」

　呟く彼女の周りに、黒い影が集まってくる。このころの姫咲家は、まだ結界を張はり巡めぐらせてはいなかったようだ。

　ふらふらと、まるで遊びに誘うように飛び回る黒い影を、

「うるさい！」

　麻姫は両手を振り回して追い払う。しかし、影は実際にはいなくなるのではなく、彼女の身体に吸い込まれていった。影を取り込んだ彼女は、うう、と気持ち悪そうに呻いて、また倒れ込んだ。

「いやだ……なんで私ばっかりこんな……もういや……いっそ私も……」

　焦点の合わない女の子の両眼から、涙が溢れ出る。




「……私も『いないもの』になれたらいいのに」




　その瞬間。

　女の子の身体から真っ黒な霧のようなものが噴き出した。あまりにも濃い呪いの塊かたまり。それがあとからあとから溢れ出て、彼女を取り囲んでいく。

　これまでに彼女が吸収してきた呪いなのだろうか。

　この歳としで、もうこんなにたくさんの呪いを吸い込んできたのだろうか？

　違う──小太郎は直感していた。この女の子は、見た目は子供だが、現在の麻姫なのだ。小太郎が知っている、呪害対策課に勤つとめている、あの姫咲麻姫だ。そしていま溢れ出ている呪いは、彼女がこれまでの人生でずっと接していた、いくつもの呪いの集合体だ。

　呪いは、スマートフォンのアプリで浄化していたのではなかったのか？

　それも違う。

　小太郎は、ようやく理解できた。

　呪いとは結局、それを見る者の思いだ。

　浄化したと思っていても、わだかまりが残っていればそれは消えない。いくら水を綺麗にしても、底に溜まった泥どろをかき回せば、また水は汚れてしまう。

　呪いも幽霊も『いないもの』。

　あるのは初めから、それを見る人の心だけだ。

　でも、だったら。

「姫咲！」

　小太郎は、麻姫を取り囲む黒い霧に飛び込んだ。羽虫の群れの中に突っ込んでしまったみたいに、それはわらわらと小太郎の周りにまとわりつく。視界が闇やみに覆われる。

　声が聞こえる。

「幸せになりたい」「幸せになりたい」「幸せになりたい」「幸せになりたい」「幸せになりたい」「幸せになりたい」「幸せに「幸せに「幸せになりたい」「なりたい「なりたい「なりたい幸せに「幸せに「なりたい」幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい幸せになりたい、幸せに──。

　それは呪じゆ詛そだ。

　具体的な言葉はなく、ただ曖あい昧まいな願いを、ひたすら呟くだけの思考。

　どこにも行き着かない。なににも変われない。その思いに合わないものを切り捨てることしかできず、結局最後にはなにも残らず『いないもの』に成なり果はてる。

　どうだろう。それは幸せだろうか。

　苦痛はない。苦悩はない。苦労はない。悲しいことも嫌なことも辛いことも、きっとないだろう。

　幸せかもしれない。完かん璧ぺきな幸せを目指すなら『いないもの』になればいいのかもしれない。

　けど、残念ながら、小太郎はここに『いる』。

　麻姫も目の前に『いる』のだ。

　きっと『いないもの』になるのは、まだちょっとだけ、早い。

「姫咲っ！」

　闇の中、手を伸ばす。暗闇にはなにもない。誰もいない。小太郎自身も消えてなくなってしまいそうな気がする。

　けれど、たしかに、その指先に。

　小太郎は、その存在を捉とらえた。





　　　　※






　テレビの映像が一瞬でべつの場所に変わったかのように、視界が切り替わった。

　姫咲家の庭の風景は消え去り、現れたのは、それに比べてはるかに狭せまいアパートの小太郎の部屋だった。

「おい、大丈夫か？」

「三日月さん……」

　どうやら、彼らが突入してきた直後らしい。不思議と、気絶してから時間はほとんど経けい過かしていないようだった。

　小太郎は抱きかかえている麻姫を見た。彼女はちょうど目を覚ましたところだった。

　まるで城の奥で延々と眠り続けていた、いばら姫のように気け怠だるげに目を開くと、彼女は小太郎に視線を向けた。

「私……まだ『いる』かしら……」

「うん、ちゃんと『いる』よ。ここに」

　それを確かめるように、小太郎は思わず麻姫をきつく抱きしめた。
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「おはよう……あれ」

　小こ太た郎ろうが出勤すると、珍しく呪害対策課の部屋には、まだ麻ま姫きは来ていなかった。

　小太郎はバッグを置くと、ポットに水を汲くんできてスイッチを入れ、コーヒーの準備をする。呪害対策課で始業の準備といえば、それくらいしかないのだ。

「どうせだから、立たち花ばな課長に頼んで、通常の業務を教えてもらおうかな……」

　そうでもしておかないと、もし仮にべつの部署に異動にでもなったときに、使い物にならないだろう。定時で帰りたい願望の強い小太郎だが、仕事自体はきっちりやりたいという気持ちが強い。

　まあ、呪害との向き合い方は、それではいけないのだろうが。

　ごとん、と、不意に音が響いた。

　一瞬びくりと身を震ふるわせるが、小太郎はすぐに、出勤初日のことを思い出す。

「姫ひめ咲さき……またロッカーで寝てたの？」

　呆れた声でそう言うと、応こたえるようにまたロッカーがごとんと揺ゆれた。

　苦笑する小太郎。しかしそこへ、

「おはよー……」

　あくび交まじりに挨拶をしながら、入ってきた人物の姿を見て、脳が混乱する。

　人形のように整った顔に、身体からだに巻きつきそうな長い髪、それに気け怠だるげな声と表情は間違いなく麻姫だ。しかし、服装がおかしい。

　彼女は、制服ではなく、新品のリクルートスーツを着ていたのだ。

　一瞬、小太郎は、そっくりさんが現れたのかと思った。

「なによ小太郎。人を幽霊みたいな目で見て」

　ちょっと照れたような顔で言う麻姫。しかし、そんな貴重な彼女の態度を面白がる余裕は小太郎にはなかった。

　小太郎は、ぎぎぎぎ、と音がしそうなほどぎこちない動きで麻姫からロッカーへと視線を移した。

「なによ、どうしたの──」

　ごとん。

　揺れるロッカーに、麻姫も思わず口を閉ざす。

　ごとん、ごとん。

　ロッカーの揺れはどんどん激しさを増していく。

「な、なに……？　あれ、小太郎の仕し業わざ？」

「そんなわけないでしょ……姫咲がやったんじゃないの？」

　小太郎と麻姫が責任転嫁し合う間にも、ロッカーはますます激しく揺れていく。

　ごとんごとんごとんごとんごとんごとん、がらん！

　と、ひときわ大きな音がして、積んであった、スチールラックの余り部品が崩れ、ロッカーの後ろにあった隙間から四角い顔が現れる。

　そこにいたのは、総務企画課課長の立花昭あき二じだった。

「へ？」

「は？」

　小太郎と麻姫はぽかんとした顔で、上司の姿を見る。彼は、埃を払いながら、手に持っていたファイルを掲げてみせる。

「いやぁ、もう使うことないと思ってた資料なんだけど、まさかこんなところにあるとはね……あれ、どうしたの二人とも。幽霊でも出てきたみたいな顔して」





　　　　※






　立花が麻姫から散々ツッコミを受けている途中でお湯が沸いたので、三人でコーヒーを飲むことにした。始業まではまだ時間がある。

「そういえば、姫咲くん。三み日か月づきさんはあれから大丈夫そうかい」

　立花が問うと、麻姫は肩をすくめる。

　ちなみに、彼は、麻姫のリクルートスーツ姿に対しては、ちょっと驚いた顔をしたけれど、特になにも言わなかった。小太郎は、いまだになんだか落ち着かないのだが、これが大人の対応なのだろうか。

「ええ。ショックはショックだったみたいだけどね。これまでと変わらず仕事してるわよ。まあフリーになったとたん、交通課の女性に囲まれて大変らしいけど」

　どうやらずいぶんとモテるらしい。




　レッドコートの事件が解決してから、一週間ほどが経たっていた。

　それはもちろん、主犯であった京きよう香かが逮捕されたという意味で、すべての問題が解決したわけではない。都市伝説ゲームのアプリはいまだに削除とアップロードのいたちごっこが続いているし、シアワセ箱のサイトもなかなか消え去らない。レッドコートによる殺傷事件も完全に終結したわけではない。

　しかしそれでも、警察と呪害対策課の、全国規模での対応によって、事態は収束に向かっている。近いうちに、警察は記者会見を開き、事件全体の構造について解説を行うらしい。もちろん、呪い云うん々ぬんについてはボカしてだが。

　麻姫が言う。

「それより、総務企画課の人たちのほうが心配なんだけど。仕事になってるの」

「いやあ、ははは」

　立花は笑ってごまかした。

　課の者は皆、京香が三日月と付き合っていることは知っていたが、それでも、誰にでも分わけ隔へだてなく優しく接する彼女は、課のアイドル的存在だったようだ。それが、実は連続殺人事件の犯人として逮捕されたとなれば、皆のショックは計はかり知しれない。

「まあ、うちは良くも悪くも役所だからね。いくら落ち込んでいても、決められた業務を進めることはできる。仕事が回らないなんてことはないよ」

　なるほど、そういうものかもしれない。





　　　　※






　コーヒーを飲み終わると、立花は去っていった。先ほど小太郎が考えていたことを伝えると、いつでも歓迎だと言っていたので、あとで行ってみようと小太郎は考える。

　しばらく沈黙の時間が続いた。

　麻姫はスーツ姿になっても、相変わらずスマートフォンをいじっているし、小太郎は無駄な抵抗と知りつつ部屋を掃除する。しかし、気のせいか、部屋はだんだん綺麗になってきているように思える。ほんの少しずつだけど。

「ねえ、さっきの話、本当？」

　と、麻姫がスマートフォンに視線を落としたまま話しかけてきた。

「さっきのって？」

「総務企画課の仕事を憶おぼえるって話」

「ああ、うん。そりゃ、僕だって定年までずっとこの部署にいるかどうかなんてわからないんだし。それは姫咲だってそうじゃないの？」

「それは、うん……」

　麻姫は微妙に言葉を濁にごす。

　そういえば、あれから麻姫とは、そのあたりの会話をあまりしていなかった。呪害対策課に相談しにくる人もおらず、この一週間、ただ安あん穏のんと日々を過すごしていた。

　だが、小太郎は見てしまった。麻姫の過去を。母に追い詰められるようにして訓練を受けていた彼女は、果たしてどんな気持ちで、呪害対策課に勤めているのだろう。

　麻姫は意を決したように口を開く。

「──私はね、こんな体質だから。いつもこうやってスマートフォンで呪いを浄化し続けないといけない。だから、結果的に、そういうのに関かかわる仕事をするのが一番いいって思って、そうしてるのよね。そりゃあ、父さんは過保護がさらに行きすぎてちょっとアレだし、母さんは母さんで極きよく端たんだった。二人とも、ちょっとどうなんだろうって思ってるけど、それはそれよ。二人の人間性と、私の体質は関係ないし」

　とりとめのない言葉を発し続ける麻姫。彼女の中でも、答えは出ていないのかもしれない。

　しかし、こうして小太郎に話してくれるようになったのは、一歩前進なのではないだろうか。なにしろ、いま彼女は高校の制服ではなく、リクルートスーツを着ている。彼女が制服を着ていた事情を小太郎が知っていることは内緒なので、それについて口にすることはできないけど。

　話すうちにだんだん考えがまとまってきたのだろうか。彼女は、ふと立ち上がると、ソファに座る小太郎の背後に立ち、突然彼に後ろから抱きついてきた。

「うわっ、なに？」

「あんたがいると、周りの呪いがかなり解呪されるみたいね。気づいてる？　この部屋の呪いも少しずつ減ってるでしょ」

　掃除の効果が出てきてるのはそういう理由だったらしい。
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「私の中に溜まっていく呪いも、あんたのそばにいるとちょっと緩かん和わされるみたい。だから、ええと」

　麻姫は言い淀んだ。それから「ずっと一緒に──これじゃプロポーズみたいだし」とかなんとか、口の中でなにやらもごもご呟いたあと、やがて言ってきた。

「そう──上司の命令よ、小太郎。私も総務企画課の仕事を憶えるから、その間、私の呪いを浄化してて」

　小太郎は思わず苦笑する。

　つまりはスマートフォンに入っているアプリの代わり。でもまあ、それも悪くはないだろう。

「わかったよ、命令なら仕方ないな」

　小太郎は苦笑しながら、そう答えた。





　　　　※






　私はどこにいるのだろう。

　灰色の壁、灰色の床、灰色の天井。

　柵で仕切られていて、廊下には出られない。

　窓にも柵がついている。

　ときどき、べんごしという人が話をしにくる。

　私は訊かれたことに正直に答えるのだけど、べんごしさんは困った顔をする。

「幽霊とか呪いとかじゃなくて、ちゃんと本当のことを話してください。そうじゃないと、裁判で良くない印象を持たれてしまいますよ」

　そんなふうに言ってくる。

　なんのことだかよくわからないけれど、私は本当のことを話している。

　なのになぜか、信じてもらえない。




　いまも、私の周りにはたくさん『いないもの』がいる。

　ここで自殺した人の幽霊。ここに住んでいたたくさんの人の怨みが集まった呪い。部屋の隅にはなんだかわからない黒いもの。たくさんたくさん、いる。

　みんな幸せそうだ。

　いつも難しい顔をしているべんごしさんよりも、柵の外で私を見張っている無表情の人よりも、ずっとずっと幸せそう。

　いないものは幸せだ。

　私も、いないものになろう。

　そして、みんなもいないものになってもらおう。

　みんなみんないなくなれば、みんなみんな幸せだから。

　だから、まずはここを抜け出そう。

　協力してね、みんな。




　──どうしたんだろう。

　見張りの人が悲鳴を上げている。

　私がいないって言っている。

　当たり前だよ。

　だって私は『いないもの』になったんだか──。

　あれ、なんだか──。

　身体が動かな──。

　なにも考え──。

　私、どこに──。

　──────。





了








あとがき






　みなさんはじめまして、もしくはお久しぶりです、あるいは半月ぶりでしょうか？　三み門かど鉄てつ狼ろうです。

　どういうわけか今月は、この本も含ふくめて、三冊も本を出していただけることになりました。月末に出るこの『歳下上司』がそのラストとなります。

　たくさん本が出るのはありがたいことなのですが、困ることが一つあります。




　あ　と　が　き　の　ネ　タ　が　な　く　な　る　。




　ということです。

　十月二日に講談社ラノベ文庫から刊行された『じゅっさいのおよめさん』（イラスト：ふーみ様）では、作品の背景について書きましたし、十月十一日にＧＡ文庫から刊行された『辺境貴族、未来の歴史書で成り上がる　～イリスガルド興国記～』（イラスト：東とう山やまエイト様）では、あとがきを書いているときに起きた地震について書きましたが、この『入にゆう職しよくしたら歳下上司と幽霊相手のお仕事でした』には、さて、どんなあとがきがふさわしいのでしょうか。

　あ、ちなみに九行前のは、いかにあとがきのネタがなくて困っているかを表すための強調表現であり、決して行稼かせぎとかではありませんよ。決して。




　さて、普段ならこのあたりで担当さんやイラストレーターさんへのお礼の言葉に入るとちょうどいい感じなのですが、なんと今回はあとがきが三ページあるそうです。な、なんだって～!?

　ただでさえネタがなくて困ってるのに、普段より一ページ多い。これはただ事ではありません。きっと人類滅亡を企たくらむ悪の軍団が密ひそかに活動を始め、全世界のあとがきのネタに困っている作家のあとがきのページを一ページずつ増やす陰いん謀ぼうをついに実行に移しているのでしょう。そんな卑怯な奴らに屈してはいけない！　負けるな、本◯猛！　戦え、仮面ラ◯ダー！

　あ、もう気づいている方は気づいていると思いますが、この『歳下上司』、どこかに一カ所、仮面◯イダーネタがあります。ヒントは人名。探してみてね。あの人はやっぱり、そのうち「幽霊と戦うために鉄球で特訓だ！」とか言いだすのでしょうか。




　なんだかんだで、いい感じにページも埋うまり、もうそろそろ謝辞のお時間です（結婚式の司会風）。

　編集担当の儀ぎ部ぶ季き美み子こ様。今回もたくさんのアドバイスをありがとうございます。特に今回は、三門としては初めてのホラーテイストだったこともあり、なかなか方向性が定さだまらず、大改稿するなどお手数をおかけしました。ですが、おかげさまで素敵な作品に仕上げることができたと思っています。

　イラストレーターのなたーしゃ様。最高に美麗なイラストの数々、ありがとうございます。穏おだやかな雰ふん囲い気きでありながら、色合いからどこか不穏な印象も感じられる、素晴らしいカラーイラストです。モノクロでは、麻姫がこんな多彩な表情をするキャラだったのかと、作者自身が驚いてしまいました。めちゃくちゃ可愛いです。

　そして読者の皆様に感謝を。

　小説は、本という実体として『あるもの』であり、また文章という情報として『あるもの』ですが、その底には、言葉にしきれない『ないもの』があると思います。それをなんとか『あるもの』にしようとするのが文章を書くという行為なのでしょう。

　この本がもし、皆様の中の『ないもの』を『あるもの』にするきっかけになれば、望外の喜びです。





三門鉄狼
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